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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ　それはあがく物語







「愛してる」


　と君に言われて。


「めんどくさい」


　と僕ぼくは答えた。


　本当はそんなふうに思ってなかったのに、どうせ手が届とどかないと思ったから、めんどくさいと僕は答えた。


　誰だれかを愛すとか。


　誰かと一いつ緒しよにいるとか。


　そんなことは全部、僕のこの、汚よごれた手と、汚れた体では、許ゆるされることじゃないと思っていたから。


　だから僕は、めんどくさいと答える。


　すると君は決まって悲しそうな顔をする。


　でも、それでいいと思った。


　それで君を傷きずつけずにすむのなら、それでいいと思った。


　だって、僕も君を愛していたから。


　君が傷つかないのなら、僕は独ひとりでかまわないと、そう思ったんだ。


　だから僕は、めんどくさいと答える。


　君の愛から逃にげるように。


　みんなの愛から逃げるように。


　必死に僕は逃げ回って、めんどくさい、めんどくさい、めんどくさい。


　君のそばにいるのはめんどくさいと逃げ回る。


　本当は自分が傷つきたくないだけなのに、君を傷つけたくないなんて看かん板ばんを掲かかげて逃げ回る。


　そのあげく。


　僕はまた、ミスをした。


　大切な人を傷つける。


　大切な人を失う。


　ずっと僕が逃げ回っていたせいで、君は泣きながら去っていく。


　君は傷つき。


　僕はそれに気付かない。


　自分のことばかり手て一いつ杯ぱいで、自分ばかりが不幸だと思っていて。


　君のことにはまるで気付かない。


　そして。


　君は消えた。


　泣きながら消えた。


　それをいまさら後こう悔かいする。


　君を失ってから、僕は後悔する。


　なぜ、こんなふうになってしまったんだろうって、ずっとずっと後悔し続ける。





　これはだから、失ったものを取り戻もどすための物語だ。


　僕がしつこくあがいて、なんとかまた、それを取り戻そうともがく物語。


　何度も。


　何度も何度も。


　過か去こから未来へと何度も繰くり返された──








　悲しい悪あく魔まが、泣きながらあがく物語。




　第一章　世界が切り変わる一いつ瞬しゆん







「愛してる[image: ]」


　と、突とつ然ぜん言われて、


「…………」


　しかしそれを、ライナ・リュートは思いっきり無む視しした。


「ねぇねぇライナぁ[image: ]　私、あなたを愛してるのよ[image: ]」


　という言葉にも、


「…………」


　やはりライナは答えない。


　万年寝ね癖ぐせ放題の黒くろ髪かみに、いつも眠ねむ気けに緩ゆるんでいる黒い瞳ひとみ。


　そしてやる気のやの字も感じられない猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀くの横からまた、


「ねぇライナってばぁ～ん[image: ]」


　なんて甘あまえた声で女が言ってくるが、


「…………」


　ライナはやはり、頑かたくなに無視する。


　というか、そんな甘えた声に答える余よ裕ゆうは、いまの彼にはまるでなかった。


　なぜならいま、背はい後ごから、


「おいこら待ちやがれぇええええ！」


「脱だつ獄ごく囚しゆうめ！　そう簡かん単たんに逃にげられると思うなよ！」


「どうせ犯はん罪ざい者しやなんだ！　もういっそ殺しちまえっ！」


　なんて叫さけびながら、数十人の魔ま導どう兵へいが追いかけてきているから。


　そして次々と光の魔ま方ほう陣じんが空間に描えがかれては、攻こう撃げき魔法がライナの足あし下もとを、えぐる！


「うおわ!?」


　えぐる！


「わわわわわ!?」


　えぐる!!


「ぎゃぁああああああああ!?」


　そんな連発される魔法をライナは紙かみ一ひと重えでかわしながら、叫んだ。


「やべぇええええええいまのはマジやばかった！　あとちょっとよけるの遅おくれたら、右足が失くな……」


　えぐる！


「おわおわおわ！　っておまえら、こんな夜中に街中でそんな危あぶない攻撃魔法使って近所迷めい惑わくだと思わなっ……」


　えぐる！


「ぎゃぁああああくそおおおおおお、あとで、あとでおぼえてやがれぇええええええ!!」


　叫びながら、逃げる。


　全力で走り続ける。




[image: ]


　そんな、ひどく緊きん迫ぱくした状じよう況きよう。


　そんな状況で。


　彼の背後にぴったりついてきている女がまた言った。


「ねぇねぇ聞いてよライナぁ～ん[image: ]　私ね、おだんごアイスクリームが食べたいなぁん[image: ]」


「…………」


　しかしやはりそれを無視して、ライナは逃げ続ける。


「んもぉ[image: ]　二人で街を走るなんて、なんかデートみたいだね[image: ]」


「…………」


「ねぇライナってばぁ。あなたも私のほうを見てよぉ[image: ]」


「………………」


「ねねね、私のほんとの気持ち、教えてあげよっか[image: ]」


「……………………」


「あのね。私の秘ひ密みつはね。もう、私はライナなしじゃ生きていけないの[image: ]　とか言っちゃったりしちゃったりし……」


　とそこで、


「やかましゃぁあああああああああああああああああああああああ!!」


　我が慢まんの限げん界かいがきて、彼は振ふり返った。


　するとそこには、甘えきった声とは裏うら腹はらに、まったく顔に感かん情じようの色が浮ういていない、無表情な美女がついてきていた。


　月光に輝かがやく金色の長い髪をたなびかせ、いまいち感情のない、青く澄すんだ切れ長の瞳でこちらを見つめている。


　異い常じようなまでに整った容よう姿しと、陶とう器きのようになめらかな白い肌はだ。華きや奢しやな体に、腰こしにはその細い腕うででは到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けん。


　彼女は、信じられないほどの美女だった。誰がどう見たって絶ぜつ世せいの美女。女め神がみと見まごうばかりの美女で。


　こんな女に愛の告白なんかされた日には、どんな男だって秒殺されてしまうだろう。


　まあ、ちょっとだけ。


「ああ[image: ]　やっと私のほう向いてくれたぁ[image: ]」


　ちょっとだけ、こんな甘い声をまったくの無表情で言い続けてるところが気になるといえば気になるだろうが。


　だがそんなところも魅み力りよくに感じられるほど、彼女は美人だった。


　ライナはその無表情な美人──長年の相あい棒ぼうである、フェリス・エリスを見つめた。


　すると彼女はちょっとだけ恥はずかしそうにする。目を潤うるませる。そして少しだけ震ふるえるような声こわ音ねで、


「んもう……そんなに見つめちゃ……嫌や[image: ]」


　その、彼女のあまりのかわいらしさに、ライナも秒殺だった。


　というか、


「その、いつになく無意味にかわいくしてるところがすげぇえええええむかつくぅうううううううう!!」


　もう、秒単位で彼女への殺意が増ましていく──略りやくして秒殺だった。


「ってか、おまえなんなの!?　なにがしたいの!?　ちょっと周まわり見てみろって！　ほれ、右から攻撃魔法！　左からも攻撃魔法！　後ろにゃあほみたいにいっぱいの魔ま導どう兵へい！　もう俺おれら殺されかけ！　さてここで君に質しつ問もんです！　おまえこの状況で、俺にいったいなにがしたいっての？」


　その質問に、フェリスは、いつも無表情なはずの顔をまた恥ずかしそうに赤らめ、


「……こんな状況だからこそ、ライナの愛を確たしかめたいなって[image: ]」


「はぁぁあああああ!?　だからなんでいまなん……」


　えぐる！


「ぎゃぁああああってほら！　ほら！　やっぱいま、全然そんな状況じゃ……」


「だって私たち、ずっと愛しあうって約束……」


「してねぇええええええええええってもうなんの話なん……」


　えぐる！


「うひゃあああああっておまえさぁ……なんでこの状況で素すなの？　なに素でさらっと魔ま法ほうよけちゃってんの？」


　という問いは、完全に無む視ししてフェリスが続ける。ちょっと夢ゆめ見みがちに目をきらきらさせて、


「二人が恋こい人びと同士になってもう十年……」


「はい噓うそでた！　まだおまえと会って二年ちょいだろうが！　恋人とかどっから出てきてんだよったく。もうなに？　なにが……」


　が、それも無視で、


「……ライナはいつも、言ってくれてたよね……愛いとしい恋人のフェリスを俺は守る！　だからここは俺に任まかせてフェリス、おまえは先に……」


「ってそういう展てん開かいかぁああああああ!?」


　やっと話の展開が理り解かいできて、ライナが叫んだときにはもう、遅おそかった。


　突とつ然ぜん、がしっと髪かみの毛と、背せ中なかの服の部分を後ろから彼女につかまれ、無む理り矢や理り振ふり向かされる。


　するとそこにはまぁだ恥ずかしそうな、顔を赤らめるような演えん技ぎをしたフェリスがいて、ライナは泣きそうな顔で言った。


「……あの、無理だよ？　魔導兵数十人俺一人でぶっ飛ばしてこいとか、そんなめんどくさいのはさすがにちょっと俺でも……」


　が、それに彼女は恥ずかしそうな、もじもじした様子で、


「でもほんとは、私、嬉うれしかったんだよ……あの夜、ライナが私に言ってくれた、あの言葉……」


「……どの言葉？」


「ほら、あれだよ……ライナ、言ってくれたじゃない。『俺、たとえ魔法で焼かれ、剣で斬きり裂さかれてミンチになったって、フェリスを守るよ[image: ]』って……」


「言ってねぇえええええええええええってか、そんな怖こわいこと言うはずねぇえええええええええええええええええええ!!」


　するとフェリスは急にいつもの無表情に戻もどって、


「さて、そういうわけだからライナ・リュートならぬ、ミンチ・リュートよ、そろそろひき肉の時間だ」


「ひき肉の時間ってなんだよ！　ほんとそれ怖いから！　ってか、冗じよう談だんだろ？　冗談なん……」


　が、冗談じゃなかった。


　ライナの言葉が終わる前に、フェリスが彼の足を払はらう。腕うでの関かん節せつを極きめる。そして後ろから追いかけてくる魔導兵のほうへ思いっきり、


「ちょ、待って！　頼たの……ちょっ待っ……」


「えい！」


「噓だぁあああああああああああああああああああああああああ!?」


　ライナはくるくると舞まいながら宙ちゆうに浮ういた。地面と夜空が交こう互ごに目に入る。


　しばらくそれをぼんやりと眺ながめ、それから自分が飛んでいき、着地するであろう方向へと目を向けた。


　するとそこは、待てコラー!!　と叫さけんで追いかけてきている魔導兵たちのど真ん中で。


「…………」


　ライナはそれに。


「…………」


　それに、思った。


「……ああ……またこの展開かぁ……」


　もう、慣なれたものだった。


　それからすごい勢いきおいで逃にげていくフェリスの後ろ姿すがたに向かって、


「で、どうすんのよ？」


　と声をかけると、彼女は振ふり返らないまま言った。


「二時間後、いつものところだ！」


　それにライナは、『いやいやいつものところって三か所くらいあるじゃん？　おまえなにふざけちゃってんのぶっ殺すよまじで？』と言おうとしたが、言う前に地面に頭から着地してしまって、


「うぎゃう」


　間ま抜ぬけなうめきを上げて、そのまま倒たおれる。


　そしてすぐに周囲を魔導兵たちに囲まれてしまった。


「ははは、仲間割われか！　哀あわれな奴やつだな！」


「だがもう逃げられんぞ、この犯はん罪ざい者しやめ！」


「おとなしくお縄なわをちょうだいしろ！」


　そんなことを言われながら、


「…………」


　ライナはむくりと起き上がった。そのまま、よっというかけ声とともに立ち上がる。周囲を見回し、かなり状じよう況きようが切せつ迫ぱくしてきているのを確かく認にんしてから、しかし、妙みように緊きん張ちよう感かんのない顔で肩かたをすくめると、


「……いや、お縄をちょうだいしろってセリフはさすがに、ちょっと古くないかな？」


　するとライナの正面にいた男の顔が急に真っ赤になった。


「う、うるさぁあああああああい！　犯罪者が口答えするんじゃない！」


「お、じゃあいまのセリフ、あんたが言ったんだ。気分害しちゃった？　それだったらごめん」


　それに男はますます顔を赤らめる。


「は、犯罪者の分ぶん際ざいで馬ば鹿かにしおって……許ゆるさんぞ……俺は上からおまえを殺してもいいと言われてんだ！」


　その、言葉に。


「ほう。上から？」


「そうだ！　だからあんまりなめたこと言ってると、痛いたい目見るぜ？」


「痛い目……ね。まあ、俺的にはなめたこと言ってるつもりはないんだけどなぁ……」


　なんて言ってから、彼はいま、目の前の男に言われた言葉を思い出して、微び笑しようした。


「…………」


　いや、苦く笑しようが混まじっているような、少しだけ悲しげな顔になった。


　犯罪者。


　こいつらはライナのことを、そう呼よんだ。


　犯罪者。


「……犯罪者、ね」


　小さく呟つぶやく。それから彼は、魔ま導どう兵へいたちの軍服についている、紋もん章しように目をやった。


　そこには槍やりと、それに巻まきつく蛇へびの形が彫ほり込こまれた、紋章がついている。


　ここ、ローランド帝てい国こくの紋章だ。


　そしてその紋章を、ライナも持っている。


「…………」


　彼は、自分が着ている服を見た。いまは上半身を怪け我がして、ぐるぐる巻きに包ほう帯たいを巻いているせいで服の上着は脱ぬいで、腰こしのあたりに巻き付けているだけだが、彼がいつも着ているその服は、この国では特とく殊しゆなもののはずだった。


　白はく鎧がいとローブが合わさったような奇き妙みような服。


　これはローランド帝国魔法騎き士し団だんにのみ与あたえられ、着ることが許されている戦せん闘とう服ふくで、ライナはこれを、この国の王──シオン・アスタールにもらったはずだった。


　いや、親友にもらった、と言ったほうがいいかもしれない。


　これから旅に出るにあたって、火にも衝しよう撃げきにも強い服がいるだろうから、とあいつがくれたのだ。


　そして当然、この服の胸むねの部分には。


「…………」


　ライナは、腰のあたりでたたみこまれていた、服の胸の部分を開く。するとそこにはやはり、槍と、それに巻きつく蛇の紋章が刻きざまれている。


　ほんのついこの間まで、ライナと、シオンと、そしてフェリスや仲間たちと、この国をよくしようって毎日馬鹿みたいに仕事して、たまに冗談を言って笑って、なんだかんだで毎日笑って過すごしていたのに。


　いま彼は、犯罪者と呼ばれていた。


　脱だつ獄ごく囚しゆうと呼ばれていた。


　それを思うと、


「……なんか」


　ライナは周囲を見回して、言った。自分を取り囲む魔導兵を見て。自分を取り囲む、夜の帷とばりを見て。


「……なんか……世界は、一いつ瞬しゆんで変わっちゃうんだなぁ……」


　そして目の前の、魔導兵の隊長らしい男の言葉を思い出す。


『俺は上からおまえを殺してもいいと言われてんだ！』


　上から。


　男はそう言った。だが上ってのは、誰だれだ？　ローランド軍のお偉えらいさんか？


　それとも。


「……シオンかな」


　ライナは、小さく呟く。


　そう。


　いま彼がおかれている状況は、そういうことだった。


　この国の王の命令で──親友の命令で、犯罪者と呼ばれ、命を狙ねらわれている。


「…………」


　どうしてそうなったのか、ライナにはまるでわからなかった。


　二週間前の夜。


　いつもと本当に変わらない雨の夜に、突とつ然ぜんシオンがやってきて。


　あいつはなぜか、泣いていた。


　泣きながらライナに死んでくれと言った。


　それであっさり、二人の関係は終わり。


　ちょっと前まで一いつ緒しよに笑っていたはずなのに、あいつのことがまるでわからなくなってしまった。


　泣きながらライナを殺そうとするシオンの姿すがた。


　妙な黒い剣けんを生み出したり、胸から女の腕うでが飛び出してきたり、周囲の景色が消えたりと、わけのわからない光景。


　あの時。


　あいつは独ひとりで、なにか大きな闇やみを抱かかえ込んでいて。


　でも、それを打ち明けてくれない。ただ、悲しげに笑うばかりで。泣きながら死んでくれと言うばかりで。


　でも結局。


　シオンはライナを殺さなかった。


　気が付いたときには彼は牢ろうの中で、そして世界は、なにもかもが変わってしまっていた。


　その、あまりの世界の変へん貌ぼうのひどさに、フェリスまで、泣いた。


　彼女が泣きながら、ライナに言うのだ。


　シオンが、おかしくなってしまったと。


　ライナを殺したと言い、狂くるったように笑っていたらしい。


　そしてもう二度と関かかわるな、城しろにもくるなとフェリスに言ったらしい。


　おまけにあの戦争嫌ぎらいの、人が死ぬのが嫌いな、平和が大好きなはずの英えい雄ゆう王シオン・アスタールが、同どう盟めい国こくであるはずのネルファ皇こう国こくに軍を進め、敵てきを、民たみを、女おんな子こ供どもも含ふくめすべてを皆みな殺ごろしにしているらしい。


　あのシオンが。


「…………」


　あの、シオンがだ。


　そしてそれを、国中が熱ねつ狂きようして応おう援えんしているという。


　真の英雄王が現あらわれたと。


　世界を統すべる英雄王が現れ、すべてはこのローランド帝てい国こくのものになると、信じているらしい。


　邪じや魔まするものはすべて、殺せ、殺せ、殺せってな具合だ。


「……ほんとに」


　変われば、変わるもんだな……


　ライナはそう思った。


　そして彼は、シオンの顔を思い出す。自分の頭の中にある、親友の顔を思い出す。


　でもその顔は、いつも泣いている。


　いつも自分を責せめて泣いている。


　決して親友を裏うら切ぎって笑ったりできる奴やつじゃなかった。他国を攻せめて、笑ったりできる奴でもない。


　いつだってあいつは、誰にも背せ負おいきれないような重荷を必死に背負おうとしていて。それを誰にも気付かれないように一いつ生しよう懸けん命めい笑おうとしていて。


　でも、結局背負いきれずに、彼は、悲しそうな顔をする。


　あの、雨の日の夜のように。


　苦しそうに、助けを求めるように、泣いていた姿をライナは思い出す。


　彼の中にあるシオンの記き憶おくはいつも、あまりに優やさし過すぎて傷きずついてしまう、悲しい王だった。


　だからライナは、


「……んじゃ、おまえらは上から、俺おれを殺していいと言われてるんだ？」


　もう一度、男に向かって言った。


　すると男は笑う。


「ふははは、そうだ！　なんだ。いまさら怖こわくなったか？　だが俺も鬼おにじゃないからな。おまえが抵てい抗こうしなければ、半殺しぐらいで捕とらえてやっても……」


　が、もう途と中ちゆうから、ライナは男の言葉を聞いていない。


　上を見る。


　空を、見上げる。


　それからぐるりと首を回して、この国で、もっとも背の高い建物へと目を向ける。


　ローランド城じようだ。


　この国の王が住まう場所。


　ほんの少し前まで、ライナと、フェリスと、そしてシオンが一緒に、くだらない話で笑っていた場所。


　そちらに目を向けた。


　もう、いまは届とどかない場所だ。


　脱だつ獄ごくしてから一時間と経けい過かしていないのにもかかわらず、城下街にすらこれほどの魔ま導どう兵へいの追手がかかるのならば、もう、城しろにはたどりつくことすらできないだろう。


　いまのローランドはもう、前とはまるで違ちがうのだから。


「…………」


　シオンはライナが気付かないところで、かつての狂くるったローランドが行っていた汚きたない人体実験を、完成させていた。


　そして強力な兵を、軍を作りあげていた。


　それはかつて、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼よばれたライナでさえ苦戦するほどの強大な力で。


　あの城はいま、おそらくその異い形ぎようの力で守られている。


　いまのライナでは、城へ入るどころか、あそこへたどりつくこともできないだろう。


　つまり、もういまでは、ライナはシオンに会うことさえできない。


「…………」


　助けてくれと親友が叫さけんでいても、ライナは彼を、助けにいくことすらできない。


　ライナはその、城を見て、


「あ～、くそ。遠いなぁ……」


　気け怠だるい声で言った。


　それに目の前の男が、


「俺の話を無む視しするなぁあああああああ！」


　なんて叫ぶが、それも無視して、


「でも遠くても……」


　小さく呟つぶやく。


　たとえいまのままじゃそこにたどりつけないとしても、


「……そこまでいくって決めたんだ」


　彼は、そう言った。


　そして自分の服の、紋もん章しようを握にぎる。


　ローランドの紋章。


　槍やりと、それに巻まきつく蛇へびの紋章。


　この国に所しよ属ぞくしていることを意味する証あかしだ。


　ライナはそれを強く握って、引き剝はがす。一いつ緒しよに服も破やぶけてしまうが、気にしない。彼がそれを、強く、強く引っ張ぱっていくと、ローランド魔法騎き士し団だんのみが着ることを許ゆるされていたはずの強きよう靭じんな服が、千切れ、破けていく。


　そしてその紋章を、ライナは、しばらく見つめてから、ぽいっと捨すてた。


「…………」


　そこで、彼の世界も大きく変わったのだが、それには誰も気付かない。


　あまりにあっさり、彼が捨てたから。


　紋章を。


　この国を捨てたことに、誰も気付かない。


　子こ供どものころからずっとここにいて、この場所に縛しばられて、なにもかもをめんどくさがってここからでようとしなかった天才が、仲間を再ふたたび助けるために。


　親友の側へと再びいくために。


　彼が初めて、この国を捨てたことに、誰も気付かなかった。


　男が言う。


「もういい。あくまで俺たちを馬ば鹿かにして、抵てい抗こうするというのなら……」


　が、それを遮さえぎって、ライナは言う。


　半はん眼がんで男を見つめ、


「いや、悪いがそりゃ無理だ」


　そう言った。


　男は怪け訝げんな表ひよう情じようになる。


「はぁ？　なにが無理だって？」


　それにライナはとぼけた表情のまま、


「いや、えーと、そうだな。いつもだったらまあ、違うんだけどね。俺ってば頑がん張ばるとか、元気とか、やってやるぜーとかさ、そういうやる気ありそうな言葉、嫌きらいだからさぁ……えーまじでー？　とか言いながら、だらだらあんたらに捕つかまったりする可か能のう性せいだって、あるわけだよ……」


「お、じゃ、じゃあ抵抗を……」


　が、ライナは首を振ふる。


「でも、今日はその、それとはちょっと違うわけだよ。やってやるぜー！　ってさ、ちょっとだけ思ってるわけ。ってか、そう思わないとどうにもなんないようなめんどくせぇことが起きてるっぽくてさぁ……だから俺ってば、やってやるぜーってね、ちょっとだけ思ってんだよね……」


　そう言ってから、ライナはまた、城のほうを見あげ、


「あのやる気なしっ子な俺が、やってやるぜー！　だってさ。すげぇだろシオン！」


　そう言った。


　だが当然、そんな言葉の意味が理り解かいできない魔ま導どう兵へいたちは、


「お、おまえいったいなんの話を……」


　しかしそれも遮って、ライナは言う。


「だから、おまえらには俺を捕とらえられないって言ってんだよ。おまえ、俺が誰だか、知らないの？」


　その、言葉に、魔導兵たちは顔を見合わせ、


「だ、誰なんだ、あいつ」


「だいたい、なんであいつ、この状じよう況きようであんなに自信たっぷりなんだ……？」


「も、もしかしてちょっとやばい奴やつなんじゃ……」


　とそこで、隊長らしき男が、


「だ、黙だまれ黙れ！　うろたえるな！　おまえら犯はん罪ざい者しやの戯たわ言ごとにまどわされてどうする！　こんな眠ねむそうなツラしたガキの、なにを恐おそれ……」


　が、隊長の言葉はそこで止まる。


　というより、いつの間にか空中を吹ふっ飛んでいて、言葉を続けられるような状じよう態たいじゃなかった。


　いや、隊長だけじゃない。その後ろの魔導兵五人も、次々に殴なぐり飛ばされて、吹っ飛んでいく。


　そこでやっと、いま、なにが起きているのか、魔導兵たちは気付いた。


　ライナが、殴ったのだ。


　信じられない速さで殴り、蹴けり、投げ飛ばして、それに魔導兵たちが気付いたのは、隊長を含ふくめ、六人が吹っ飛ばされてからだった。


　突とつ然ぜんの展てん開かいに、魔導兵たちが顔色を変える。


「な、なんだこいつは……」


「こ、殺せ！　こいつ、こいつなんかやば……」


　そこで、ライナは命令を出そうとした二番目に偉えらそうな奴の首くび筋すじに手刀をたたきこんで、昏こん倒とうさせる。この手の集しゆう団だんは、司し令れい塔とうさえ潰つぶしてしまえばあとは簡かん単たんなはずだった。


「ふ、副隊長もやられたぁあああああ！」


　ほらね～。


　ライナは笑えみを浮うかべて、駆かけ出す。


　司令塔を失い隊列を乱みだした魔導兵の間を縫ぬって、向こう側へと抜ぬけ、そのまま逃にげる。


　すると背はい後ごで、恐らく三番目に地位が高かったのであろう奴が、


「た、隊列を乱すな！　敵てきは、敵はたった一人なんだ！　魔法を一いつ斉せいに放はなてばなんとか……」


　そう叫さけんで魔ま方ほう陣じんを描えがき始めたのを、ライナは振ふり返る。


　そして一度目を閉とじ、再び開く。


　すると彼の黒い瞳ひとみの中央に突然、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮き上がり、輝かがやき始める。


　その瞳で、ライナは空中に展開されていた魔方陣を、見た。


　その、瞬しゆん間かん。


　ライナの瞳は、男が展開しようとしていた魔法の威い力りよくを、構こう造ぞうを、発動方式を、その、すべてを読み取ってしまい、すぐさまそれを解キヤン呪セルする魔法を展開させる。


　手を宙ちゆうに躍おどらせ、魔導兵の数倍の速さでそれを完成させると、


「求めるは侵しん入にゆう〉〉〉・蝕し走ら」


　途と端たん、ライナが描いた魔方陣から黒い煙けむりが放たれ、男が描いていた魔方陣に接せつ触しよくする。そしてそのままその魔方陣を、悪あく魔まの顔のような絵に描かき変えてしまう。


　それに魔法を展開していた男は、驚きよう愕がくの表情になった。


「い、いったい、いったいなにを……」


　こんなこと、ありえないはずだった。


　先に魔方陣を描いていたはずなのに、あっさり魔法の構造を読み取られ、さらにはそれを解キヤン呪セル、書き換かえられてしまうなんて、そんなことができるバケモノは……


　男が、ライナの目を見る。


　ライナの、瞳の中央を。


　そしてその瞳の中央にある、朱の五方星を見つめるなり、男の表情が急に、恐きよう怖ふに引きつった。


「あ、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』だぁああああ!!　こいつ『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』のバケモノだぞ!!」


　その言葉だけで、その場にいた魔導兵たちの間に、軽い混パニ乱ツクが起こってしまった。
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『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』。


　その言葉は、それほどまでに嫌けん悪おされ、恐怖され、忌いみ嫌きらわれる。


　あらゆる魔法を読み取る瞳。


　しかし一度暴ぼう走そうすれば、周りにいる者を、自分が大切しているものを、その世界のなにもかもを壊こわして、破は壊かいして、殺さつ戮りくしてしまう呪のろわれた瞳。


　狂くるったバケモノの証あかしだ。


　案あんの定じよう魔導兵たちはライナの瞳を見つめて、恐怖に震ふるえる。


「ば、バケモノだ」


　その言葉に、ライナは苦く笑しようした。


「……そ～んな怖こわがらなくてもいいけど……でも、あ～、怖がって俺のこと追うのあきらめてくれるんなら、もっと怖がって～」


　その言葉で、数人の魔導兵たちが逃にげ始める。


　化ばけ物ものに殺されると叫びながら。


「…………」


　それにライナは少しだけ、ほんの少しだけ悲しげな顔になって、それからため息をつく。


　大きく息を吸すう。


　そして。


「……え───と、おらおらおらー!!、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』のバケモノに殺されたくなかったら、さっさと逃げろやぁあああああああああああああ！」


　思いっきり、怒ど鳴なった。


　それで、今度こそ大半の魔導兵たちが逃げ始める。


　それを眺ながめながら、こんなことだったらさっさと『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』を見せりゃよかった、とか、ライナは思う。


　でも、ライナにも本当は、少し考えがあったのだ。


　シオンに牢ろうに入れられて、フェリスの助けを借りて脱だつ獄ごくしてみたらこの魔導兵たちが待ちかまえていて、なんとかこの街まで全力で逃げてきたのだが。


　でも実じつ際さいは、こいつらを振ふり切るのは簡かん単たんだったのだ。


　いやそれどころか、フェリスと二人でなら、撃げき退たいするのだってそんなに難むずかしいことじゃなかった。


　でも、ここまで逃げてきた。


　その理由は？


　それはこいつらが、ライナたちに勝てると信じて追いかけてきて、でもってライナたちを街で見失い、どこだこの野や郎ろう！　とばかりに探さがし続けてくれることを期待していたのだ。


　そうすれば、自分たちが勝てると思いこんでいる魔導兵は応おう援えんを呼よばないだろうし、そしたらこの魔導兵たちよりも強力な兵や軍が出てくるのを、少しでも遅おくらせることができるかもしれないと考えたのだが。


　でも、その計画はすべて失敗に終わった。


　あいつのせいで。


　あの馬ば鹿かフェリスのせいで。


　あの暴走迷めい惑わくだんご大好き娘むすめのせいで、この魔導兵たちと戦うことになってしまった。


　こいつらは決して弱くない。戦えば、ライナも多少は本気になる必要がある。


　そうなれば、もしかしたら怪け我が人にんが出るかもしれない。


　これからこの国を出るにあたって、かつての仲間を傷きずつけるのを、ライナはできるだけ避さけたかったのだが。


「もう、殴なぐっちゃったしなぁ……」


　おまけにライナに恐おそれをなして、逃げまどう魔導兵たちはこの後、応援を呼ぶだろう。


　そしたらもっと強い刺し客かくが襲おそってくる。


　この国を出る準じゆん備びが整うまでは、もう少し時間を稼かせぎたかったのだが。


「ま、仕方ないか……んじゃ、傷つけついでに……」


　と、ライナは逃げようとしている魔導兵の一人をひょいっと捕つかまえた。


　するともう、その男はありえないほど怯おびえていて、


「ば、化物……は、放せぇええ……」


「ってどんだけ怯えて……」


「こ、殺される……化物に殺されるぅうう」


　その、悲鳴に、ライナは顔をしかめる。


　化物。


　それはずっと、ずっと言われ続けた言葉だった。


　化物。


　ばけもの。


　バケモノ。


　ずっと言われ続けて、ひどく傷ついて、最後にはなにもかもあきらめて、ライナは人と触ふれ合うのをやめてしまった。


　自分は汚よごれていて、人を愛す資し格かくはないから。


　自分は呪のろわれていて、誰だれかのそばにいる資格はないから。


　あきらめて、あきらめて、なにもかもあきらめて……それで、それなりに楽なところにいたのだ。


　誰かを傷つけないかわりに、自分も傷つかない場所。


　誰かの期待を裏うら切ぎらないかわりに、まるで頑がん張ばらなくていい場所。


　そこは暗くて、孤こ独どくで、でも、ひどく楽な場所だった。


　なのにそこから、その闇やみから無む理り矢や理りライナを引き戻もどしたのもやっぱり、シオンだった。


　あいつに出会って、それからフェリスに出会って、あいつらと馬鹿なことやってたら、いつの間にかなぜか化物と呼ばれても傷つかなくなっていて。


　馬鹿みたいに笑ってたら、いつの間にか心が開いてしまって、独ひとりでいることに耐たえられなくなってしまっていた。


　なのにまた、シオンはライナにそこへ戻れと言う。


　俺おれと一いつ緒しよにこいなんて偉えらそうに言ったくせに、なにも話さないまま泣いて、なにもかもを抱かかえこんで、すまないと謝あやまりやがる。


　でも、そりゃちょっと、違ちがうだろって。


　そりゃちょっと、責せき任にん感かんがなさすぎだろって。


　ライナは、思うのだ。


「おいおまえ、ちょっとシオンへの伝言、頼たのめないかね」


「こ、殺され……」


「黙だまれよ」


　ライナは、男の口を押おさえる。男はそれに、半泣きの表ひよう情じようになる。


　だがそれに彼は微ほほ笑えんで、


「いいか？　俺はおまえを殺さない。ただ、シオンに……この国の王に伝言があるだけだ」


　すると男はこちらをにらみつけて、


「き、貴き様さまのような犯はん罪ざい者しやの言うことなぞ、陛へい下かはお聞きに……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


「聞くさ。あいつはほんとは気が小さいから、ずっと、ずっと気にしてるはずなんだ。いや、まあ、聞かなくたっていい。俺がただ、この国を出る前に伝言しときたいってだけでね。ま、自じ己こ満足ってやつ？」


「だ、誰が貴様のような化物の伝言を……」


「うん。ま、それでもいいから。でも、伝言するよ。あの、じゃあ、こんな感じでシオンの馬鹿に伝えてくれ。俺は…………」


　そして、ライナは伝言を頼んでから、男を解かい放ほうした。


　男はこちらをにらみ、


「は、犯罪者の世よ迷まいごとなど、陛下には伝えないぞ！」


　なんて叫さけんでくるが、まあ、それはそれでいいのだ。伝言なんて伝わらなくても、やることは変わらない。


　ライナは肩かたをすくめ、微笑んでから、言った。


「ま、頼んだよ」


「だ、黙れ、化物が……」


「はいはい。それじゃ、もういけって。仲間たちはもう、ほとんど逃にげたぞ」


「…………」


　それでも男は、しばらくライナをにらんでから、走り出した。


　その後ろ姿すがたをしばらく見つめてから、ライナも踵きびすを返す。


「あ～、もう、これできっと、次はもっと強い追手がくるよなぁ……それまでに準じゆん備び整えて、国を出れるかなぁ……」


　言いながら、歩き始めた。


　最初に目指すのは、フェリスと約束したいつもの場所なのだが。


「…………」


　とそこでライナは一度足を止め、


「で、だからいつもの場所って、どの場所よ……？」


　げんなりと首をひねった。





　　　　◆





　そこは。


「…………」


　そこはひどく、暗かった。


　いや、実じつ際さいに明かりが灯ともっていないせいで暗いわけではないのだが、シオン・アスタールはそこを、暗いと思った。


　ローランド帝てい国こく城じようの、玉ぎよく座ざがあるがらんとしたその広間に、シオンは独り、座すわっていた。


　いや、ローランドがネルファ皇こう国こくに侵しん攻こうを始めて以来、いろいろな指し示じをだすためにシオンはこの広間にいることが多くなっていた。


　入れ替かわり立ち替わり部下や貴き族ぞくたちが彼の下もとを訪おとずれてせわしないのだが、それでも少し、この部屋は暗く、寂さびしいとシオンは思う。


　彼は部屋の左右に並ならんだ大きな窓まどを見る。空はもう白み始め、朝が訪れようとしているようだ。


　広間に陽ひの光が入り、さらに部屋を照らす魔ま法ほうの明かりも点ついたままなので、部屋はやはり、暗いはずがないのだが。


「…………」


　暗いのは、この国のせいか。


　と、まだ二は十た歳ちになったばかりの若わかき帝王は、そんなことを考えた。


　気高さを感じさせる銀の髪かみに、鋭するどく、強い意い志しが込こめられた金こん瞳どう。


　その瞳ひとみで、彼はいつも遠くを見み据すえる。


　この国の未来を。民たみの未来を。世界の未来を。


　どうしたら、どうすればもっと、この世界を変えられるのか。


　彼は遠くを見つめ、選せん択たくし、そして進む。


　そう。


　彼は誰もが待ち焦こがれていた英えい雄ゆう王だった。


　かつて完全に狂くるっていたローランド帝国を、南大陸随ずい一いちの大国へと立て直した救国の名君。


　しかもそれは、彼がこの国の王になって、たった二年の出来事。


　前王の妾めかけの子にもかかわらず、かつてのエスタブール王国との戦せん役えきでめざましい活かつ躍やくをし、一気に軍の上じよう層そう部ぶまで昇り詰つめ、掌しよう握あく。その後、実力、容よう姿し、カリスマ性せい、そのすべてを使って国民の支し持じを得て、あっさり前ローランド帝国王を更こう迭てつしてしまった。


　しかしそれでも彼は止まらない。


　国の悪習を改かい善ぜんし、貴族たちの専せん横おうを取り締しまり、無む駄だを省はぶき、国を富とませ、前へ進む。前へ進む。前へ進む。


　それはまるで、自分の命を削けずるかのような足取りで、彼は狂ったように前へ進み続ける。


　いつも一番正しい道を模も索さくして。


　いつも一番犠ぎ牲せいの少ない道を模索して。


　いったいどちらが正しい？


　どちらの道が正しいんだ？


　毎日苦く悩のうし、涙なみだを流し、絶ぜつ望ぼうしながらも、その先に光があると信じて、彼は前に進み続ける。


　当然国民は歓かん喜きした。


　突とつ然ぜん現あらわれた光に。


　この狂った世界を照らす光の登場に、この国すべての者たちが歓喜した。


　彼に、シオン・アスタールに任まかせておけばすべてが大だい丈じよう夫ぶだとそう信じた。


　だって彼は、英えい雄ゆう王なのだから。


　完全無欠の、この国の光なのだから。


　だから彼は、決して間ま違ちがえない。


　間違えるわけがない。


　誰もがそう思った。


　そしてシオンはそれに、応こたえ続ける。


　遠くを見据え、決して間違えずに前へ進み続ける。


　最も効こう率りつ的な、最も正しい、最も犠牲の少ない道を。


　だからこそ、彼は強力な兵を作るための、人体実験を続けた。


　それは必要だったからだ。


　民たみの犠牲を最さい小しよう限げんに、他国を圧あつ倒とうする力を手に入れるには、そうするしかなかった。


「…………」


　同どう盟めいしていたはずのネルファ皇国を裏うら切ぎり、侵しん略りやく戦争を仕し掛かけたのもそうだ。


　必要だったから。


　ローランドの力が増ぞう大だいするほどに、他国はこの国に脅きよう威いを感じるようになっていた。同盟国のネルファもそうだ。内ない乱らんが起き、反ローランドを掲かかげた派は閥ばつが政せい権けんを取ろうとしていた。攻せめ込まなければ、いずれ攻められる。


　ならば、先に攻めよう。攻めるなら徹てつ底てい的にだ。二度と、ローランドと争おうなどと思う国がいなくなるように。不毛な戦争をしようと思わないように。


　皆みなに見せつけてやるのだ。


　そうすれば今後、無駄な戦争をする必要がなくなるかもしれない。無駄な犠牲をださないですむかもしれない。


　そのための、殺さつ戮りく。


　ローランド軍はいま、ネルファで大量虐ぎやく殺さつを行っている。降こう伏ふくした兵も気にせず殺せと命じてある。女も、子こ供どもも、皆みな殺ごろしにしろと命じてある。


　他国が恐きよう怖ふするほどに。


　見た者すべてが震ふるえ上がり、もう二度と、ローランドに逆さからう気を起こさせないように、徹底的にたたきつぶせと、命じてある。


「…………」


　この国の力を見せつけろと、そう命じてある。


「…………」


　そうすれば、この先、大きな犠牲を一つ、減へらせるかもしれないから。


　ローランドと争う気を失って、戦争を一つ、回かい避ひできるかもしれないから。


　ここでも天てん秤びんだ。


　大を救うために、小を切り捨すてる。


「…………」


　国民はそれを、支し持じしてくれていた。ネルファに、世界に、ローランドの力を見せてやれと、そう叫さけんで熱ねつ狂きようしている。


　まあそれも、すべては彼が操そう作さしたことだが……


「…………」


　そして彼はまた、選ぶ。


　正しい道を。


　最も犠牲の少ない道を。


　たとえそれがいばらの道で、棘とげが彼の足を貫つらぬき続けていたとしても。


　彼は前に進む。


　彼は前に進む。


　一歩進むごとに彼は、血を流す。棘が体を貫き、悲鳴を上げそうになるのをこらえる。泣き出しそうになるのをこらえる。もうやめたいと、もう進みたくないと叫びそうになるのをこらえる。


　そして最後に。


「…………」


　最後に彼は、友達まで。


「…………」


　親友まで犠牲にすることを、選んだ。


「…………」


　それもやはり、必要だったから。


　前に進むために、必要だったからだ。


「……………………」


　シオンは目を閉とじ、再ふたたび開ける。そしてがらんどうのようになにもない広間を見つめる。そこには空くう虚きよしかなかった。いや、空虚しか感じられなかった。


　あいつと別れてからずっと、部屋が──世界がひどく、暗いような気がするのだ。


　ライナと過すごした日々が。


　あいつと、フェリスと三人で、馬ば鹿かみたいに笑って、ふざけて、殴なぐり合って過ごした日々が、あまりに……


　あまりに輝かがやいていたから。


　しょせんそれは失われてしまう、偽いつわりの夢だと知っていても、ずっと噓うその中にいたいと、彼は願っていたから。


「…………」


　だがもう、それは失われてしまった。


　目覚ましが鳴り、夢の時間は終わりだと告げてしまった。


　前へ進む時間がきてしまったのだ。


　いろんなものを失い、絶ぜつ望ぼうし、後こう悔かいしても、それでも時間は前へと進むから。


　先へ進めと背せ中なかを押おすから。


　失って、失って、失って。


　嫌いやだ、もう嫌だと泣き叫んでも、それでも前へと背中を押してくるから。


　だから彼は、前へ進む。


　新しく得られるものが、前よりもいいものだと確かく信しんできなくても……


　過か去こを捨すて、大切なものを捨て、泣き叫びながら前へ進む。


　未来を、そのさきにある光をつかむために。


　彼はそういう王だった。


　ずっと、前に進み続ける王だった。


　だからたとえ、その先に空虚しかないと知っていても、彼は前へと……


　と、そこで、


「…………後悔を？」


　そんなふうに問われた。


　なにもない広間の中に、突とつ然ぜんそんな声が響ひびいた。


　ルシルだ。


　ルシル・エリス。


　代々この国の王を陰かげから守り続けている剣けんの一族、エリス家の当主。


　いや、この国にからみつく、忌いまわしい神バケモノと言った方がいいだろうか……？


「……後悔？」


　シオンは、問い返す。


　後悔。


　しないはずがない。ああすればよかったとか、こうすればよかったとか、大きなものから小さなものまで、死にたくなるほどたくさんある。


　自分がもっと強ければよかった。自分がもっと賢かしこければよかった。そうすればあのとき母は死なずにすんだんじゃないかって。仲間を殺されずにすんだんじゃないかって。キファは泣かずにすんだんじゃないかって。フェリスを守ることができたんじゃないかって。


　ライナを。


「…………」


　ライナをあんなふうに、裏うら切ぎらずにすんだんじゃ……


　が、シオンはそれに、笑えみを浮うかべた。


「後悔って、なんの？」


　するとルシルが笑う。


「はは。頼たのもしいね」


「そうか？」


「ああ。君は本当に、素す晴ばらしいよ」


　そう言ってから、ルシルは突とつ如じよ、シオンの目の前の、なにもない空間に姿すがたを現あらわした。


　金色の髪かみに、閉とじたままの瞳ひとみ。


　そして異い常じようなまでの美び貌ぼう。


　彼はフェリスの兄だから、彼女に似にているはずなのだが、彼を見て、フェリスに似ているとは感じない。


　同じ髪色、同じ造ぞう作さく、同じ美貌でも、中身が違ちがいすぎる。彼の中にあるもの。彼の中にある魔ま性しようが、彼を同じ人間には見せない。


　いや、それどころかこいつはすでに、人間じゃないのだ。


　シオンは、ルシルを見つめる。


「おまえに褒ほめられるとは、光栄だね」


「私はいつも、君を褒めてるだろう？」


「そう？」


「そうさ」


「ふぅん。じゃあ、聞き流してたよ。よっぽど嬉うれしくなかったんだな」


「あ、ひどいなぁ」


　ルシルはまた、笑ってみせる。だがそこにはまるで感かん情じようが見えない。無だ。怖こわいほどの無が、彼の中に広がっている。


　シオンはその無を見つめたまま、言った。


「本気だ。別におまえに褒められても、嬉しくないからな」


　するとルシルは微び笑しようを浮かべたまま、言う。


「それは残念。やはり私では、ライナ君の代わりにはなれないかな？」


「…………」


　その言葉に、シオンは答えない。


　しかしルシルは続ける。


「でも本当に、私は君を素晴らしいと思ってるんだ。『勇ち者から』に蝕むしばまれて、それでもまだ、それほどの意い識しきを保たもっているのは、すごいことだよ。前の王は──君の父親はすぐに『勇ち者から』に取り込こまれて、気が狂くるっ……」


　が、そこで。


「あいつは父親なんかじゃない」


　シオンは言った。


　するとルシルはそれに、肩かたをすくめる。


「そう。そうだね。彼は君の父親と呼よべるほどの代しろ物ものじゃなかった。同じ血が流れていても、君とは別次元に程てい度どの低い人形だったよ。君の他ほかの兄弟もそうだ。だから本当に私は、君には感かん謝しやしてるんだよ。私の世代のうちに、君ほどの巨きよ大だいな器うつわに出会えたことを……私が、選んでもいいと思うだけの器を見つけられたことを。母親がよかったのかな？　君の、下げ賤せんな犬と呼ばれた庶しよ民みんの出の母親が、存ぞん外がい、強い力を……」


　が、そこで、


「……黙だまれよ」


　シオンは言った。


　それにルシルは、黙る。それから少し微ほほ笑えんで、もう一度言った。


「……とにかく、君は本当に素晴らしい。たとえ後悔したとしても、絶ぜつ望ぼうにうちひしがれたとしても、決して狂わずに、正しい道を選ぶから」


　それにシオンは、ルシルの美しい微笑を見つめた。


「……それだけのことを言うために、おまえは姿を現わしたのか？」


　するとルシルはまた笑った。


「まさか」


「じゃあなんだ？」


　シオンの問いに、ルシルは一度、広間の、窓まどの外のほうへと視し線せんを向けた。窓からは城じよう下か街まちが見えるようになっている。そちらをしばらく見つめたあと、彼はこちらに顔を戻もどして、


「ライナ君が、逃にげたよ」


　その言葉に、シオンは目を、大きく見開いた。そんなはずがなかったから。ライナを入れた牢ろう獄ごくは、中からは絶ぜつ対たいに出ることができないようなものだったし、仮かりにライナの仲間が……フェリスが外から脱だつ獄ごくを手伝ったのだとしても、彼女一人では突とつ破ぱできないくらいの強力な兵に警けい備びを……


　が、そこでルシルが言う。


「ちなみに強化兵は全ぜん滅めつだよ。リュートルー公こう爵しやくがお膳ぜん立だてを……」


「クソ！」


　シオンは、うめいた。


　リューラ・リュートルー公爵。


　それはライナの父親の名前だった。もう遥はるか昔に死んで、消えたはずの貴き族ぞく。以前からこの国に暗あん躍やくしている、ローランドの亡ぼう霊れい。


　ルシルと並ならぶ、化物だ。


「……余よ計けいなことを……」


　というシオンの声に、ルシルはまた、楽しげに笑った。


「はは。本当に、余計なことをしてくれるよねぇ。せっかく君が、ライナ君を研究して、なんとか生け贄にえにしないで救う方法を探さぐろうとしていたのに……もう何十人もそのために、人体実験で殺してしまってるのに……ここで連れていかれたらなにもかも無む駄だに……」


「黙れ」


「おまけに向こうは向こうでライナ君を救う気でいるっていうんだから、まいるよね。むしろこっちとしては、ライナ君はこの国にいないで、生け贄として君に取り込まれる日まで元気に過すごしててくれたほうが……」


「黙れ！」


「そして君は、きっとこうなることも予想していた。だから私は君を素す晴ばらしいと言いたかったんだ。君は悩なやみ、煩わずらい、苦く悩のうして横道へそれるけど、結局は元の道へ戻もどる。遠くが見えすぎているから、間ま違ちがった道を選べないんだ。間違って友達を救ったり、間違って目の前の人間を助けたりできない。決して大切なものを君は、見失わな……」


「黙れよ!!」


　シオンは叫さけんだ。


　ルシルはそれに目を開いて、シオンを見つめた。シオンの奥おく底そこを見み透すかすような澄すんだ青い瞳ひとみで真っ直すぐこちらを見つめた。


　それから笑う。


　馬ば鹿かにするように。


　憐あわれむように。


　微笑むように。


　そしてルシルは、言ってくる。


「……どうしたシオン。いまの『黙れ』には、さっきの、母親を馬鹿にされたときの『黙れ』ほど、余よ裕ゆうが感じられないよ？」


「…………」


「……それとも、彼には見られたくなかったのかな？　人を殺している君を。人体実験を続けている君を。人でなくなっていく君を、見られたくなかったのかな？　だからそれほどまでに、取り乱みだしてる？」


「…………」


　それにまた、ルシルは笑った。


「答えたくないのなら、いいけれど。それで……これからどうするんだい？　ライナ君のことは逃にがすんだろ？」


　だがそれに、シオンはルシルを見ないまま、言った。


「……おまえの……言うなりにはならない」


「うん。それはかまわないけれど、君のやってることは無駄だよ、シオン。いくら人体実験を繰くり返したって、彼の代わりは作れない。ま、もちろん彼が死ねば別だけどね……だけど君は、彼を殺すこともできなかった。どちらも選ばないなんてそんな虫のいい話は……」


　しかし、そこでルシルは言葉を止めた。シオンを見つめ、それから微笑む。


「……それも君は、わかっている。そしてもう選んだんだ。彼を犠ぎ牲せいにすると。彼を、永えい遠えんの絶ぜつ望ぼうの海へ堕おとすと。それがもっとも効こう率りつがいいと。なのに悩む。無駄に悩む。本当に君は、人間だなぁ……すでにもう、ほとんど人じゃないのに……それほどまでに人間らしさを残しているのはやはり、素晴らしいの一言だよ。いいよ。君の好きにすればいい。前にも言ったろう？　『勇者』の手は、決して間違えない。君のすることはすべて正しいよ」


　そう言ってから、ルシルはまた、消えた。


　姿も、気配も、存そん在ざいすら消えてしまう。だが、まだここにいる。シオンはそれがわかった。だから、


「ルシル」


　そう問いかけた。


　するとやはり、答えは返ってくる。


「なんだい？　シオン」


　それにシオンは、もう一度、言う。


「俺おれは……おまえの言いなりにはならないぞ」


「あはは。さっきも聞いたよ。そして、それでいい。ここまできたら……ここまで君がきてくれたのなら……私はしょせん、君の……『勇者』の剣に過すぎないのだから。私の使い方は君の自由だ。自由に力を振ふるえばいい。世界の闇やみを切り裂さくのか？　それとも息の根を止めるのか？　君がどちらを選ぶのかは知らないけどね」


　ルシルはそう言った。


　シオンはそれに、ルシルの消えた、なにもない宙ちゆう空くうを見つめる。


　世界の闇を切り裂くのか？


　それともその、息の音を止めるのか？


「……俺は」


　彼はそう言った。


「……俺は……」


　とそこで、広間に一人の男が入ってきた。


　主にシオンの命令を軍に伝えている、伝令使の男だ。彼がきたということは、ネルファ皇こう国こくとの前線でなにか動きがあったということなのだが。


「陛へい下か」


　男はそう言って、ひざまずく。


　シオンはそれにうなずいて、言った。


「顔を上げろ」


「はっ」


「それで、ネルファでなにかあったか？」


　が、彼は首を振る。


「いえ、今回はレイルード内の……」


　しかしそこまでで、彼がいま、なにを報ほう告こくしにきたのかが、シオンにはわかった。


　レイルードというのは、ここローランドの首都の名前だ。つまり、この城じよう下か街まちでの出来事について、彼は報告しにきた。


　そしてつまりそれは、


「……ライナ・リュートか」


　すると伝令使は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしてから、


「そ、そうです」


「逃にげたか」


「はい。申し訳わけありません」


「いや、おまえが謝あやまることはない。で、ライナ・リュートが警けい備び兵へいを蹴け散ちらして逃げたから、応おう援えんを要よう請せいすると、そんな内ない容ようだろう？」


　シオンの言葉に、しかし、伝令使はまた首を振る。


「応援部隊も……」


　それにシオンはひょいと眉まゆを上げた。


「撃げき退たいされたか？」


「はい……」


「私への報告もなしに、ライナ・リュートへの追撃隊を出したのか？」


「……はい」


「誰だれだ？　誰が出した？」


「ラッヘル・ミラー少しよう佐さです」


「……ミラー？」


　その名前に、シオンは思わず苦く笑しようした。ミラーというのは、シオンがこの国に革かく命めいを起こしたときの、陰かげの立役者の名前だった。


　ずば抜ぬけて頭が切れ、忍にん耐たい強く、冷静で、冷れい徹てつ。


　シオンが初めてミラーに出会ったときにはもう、革命のためのほとんどの準じゆん備びが整っていた。優ゆう秀しゆうな人材、民たみの支し持じを受けるための計画、陥おとしいれるべき貴き族ぞくの情じよう報ほう。


　そして彼の計画通り、あっさり革命はなった。


　世界は変わった。


　本当ならこの国の軍の最高位に立ち、力を振るうべき男だった。


　しかし彼は上にはあがってこない。あくまで下で、地に近い場所でこの国を守ることを選んでいる男。


　その男が、シオンの許きよ可かなく動いている。ライナを追いかけている。


　それも……


「ミラーはなんて？」


　シオンは聞いた。すると伝令使は答える。


「逃とう亡ぼう者しやを捕つかまえろと。生死は問わずだと……」


　生死は問わず……か。つまりそれは、殺してもいいということだ。


　だが、ミラーの派は遣けんした兵はあっさり撃退された。ミラーはライナの力量を知っているにもかかわらず、あっさり撃退されるような兵を派遣した。


　それは、なんのために？


「…………」


　シオンは考える。


　それは当然、この、目の前の伝令使の報告が、シオンに届とどくのを遅おくらせるためだ。


　ライナが脱だつ獄ごくした時点でシオンに報告が上がっていれば、まだ対たい応おうのしようがあった。だが、ミラーはその報告を一度止め、ライナが逃げるための時間を稼かせいだのだ。


　だがそれにしたって、なぜ、ミラーがライナを逃がす必要がある？


　ミラーとライナは過か去こに、知り合いだったという情報はあるが、だからといってそれは、ミラーがライナを逃がす理由にはならない。ミラーはそういう男ではないのだ。


　彼は、そういう情に流されるような意味のない行動はしない。


　なら、どうして？


「…………」


　考えられる、理由は二つ。


　一つは、どうしてシオンが、ライナにこだわっているのかを探さぐるため、ライナの身み柄がらを確かく保ほしようとしている。


　もう一つは、すでにライナが、シオンが喰くうための──『狂くるった勇者』として完成するための生け贄にえだと知っていて、殺そうとしているか。


　おそらくは、前者だろう。後者の情報は、たとえあの、天才ラッヘル・ミラーだとて、知りようのないことだから。


　いまこの国で、シオンの体の、内部の変化について知っているのは、シオンと、ルシルと、フロワード。


　そしてルシルの家の、闇やみの中で神しん経けいを千切られて保ほ管かんされている、シオンの兄弟たちぐらいだ。しかし彼らは、シオンがだめになったとルシルが判はん断だんするまでは、目を覚ますことはない。


　つまりこの国でシオンの真実の姿すがたを知っているのは、三人だけのはずだった。


　そしてその三人は全員、情報を漏もらしたりはしない。


　ということは、ミラーはシオンが隠かくしている情報を手に入れるために、ライナを捕とらえようとしている。


　つまりは、そういうことか。


　なら、もう、手を打つ必要はない、とシオンは思った。ミラーには、説明すればいいのだから。


　なぜ、ライナを監かん禁きんする必要があるのか。


　なぜ、人体実験を続けなければならないのか。


　なぜ。


「…………」


　なぜ、シオンは人を、やめなければいけなかったのか……？


　説明すればいい。


　世界の歪ゆがみと、軋きしみを。


　そして。





　狂った女め神がみたちの本当の姿を。





　ミラーはそれを、理り解かいするだろう。そして協力してくれるだろう。今度こそ上じよう層そう部ぶへの昇しよう級きゆうを受け入れて、シオンの力になってくれるかもしれない。


　ミラーの問題はもう、それで終わりだ。


　あとはライナを。


　ライナを生きたまま捕とらえる必要があるのだが、その任にんを誰に……


　とそこでまた、伝令使が口を開いた。


「あの……」


　が、シオンは制せい止しする。


「大だい丈じよう夫ぶだ。ライナと、ミラーの問題はもうわかった。こちらで対たい処しよ……」


　しかし伝令使は首を振ふる。


「ち、違ちがうんです。私がここにきた理由は……」


「ん？」


　シオンは顔を上げた。そして伝令使を見る。なぜか彼は少し戸と惑まどうような顔をしていて。


「どうした？」


　シオンが聞くと、彼は、懐ふところから一いち枚まいの封ふう筒とうを取り出す。


「……その、こんなものを……このような戯たわ言ごとを陛へい下かのところまでお届とどけするのはどうかと思ったのですが」


「うん？」


「と、逃とう亡ぼうした犯はん罪ざい者しやから、陛へい下かへの伝言があるとのことで……」


　それに。


　シオンは一いつ瞬しゆん、思考を止めてしまった。まるで目の前が真っ白になるような、血の気が引くような、そんな感覚を味わった。


「……ライナからの、伝言？」


　シオンが問い返すと、伝令使は、うなずいた。


　それにまた、シオンは動けなくなる。


　ひどく。


　本当にひどく、汚きたない形で、シオンはライナを裏うら切ぎったから。


　ずっと味方のような顔をして。ずっと仲間のような顔をして。俺と一いつ緒しよにこい、俺が守ってやるなんて言っておきながら、あっさり態たい度どをひるがえしたのだ。


　そのときの、ライナの顔を覚えている。


　あの、半笑いのような顔。寂さびしげな、泣きそうな、しかしそれでももう、あきらめているから涙なみだを流さないというような、半泣きの顔。


　シオンはライナを殺すと言った。


　なのにあいつは、シオンのことを親友だと呼よんだ。


　シオンはライナを裏切ると言った。


　なのにあいつは、俺はあきらめないって、おまえを、救い出すまでは死ねないって。


　俺がどこにいても、引き戻もどすって。


　もう終わりだって言ってるのに。俺はおまえを裏切るって言ってるのに。


　おまえは、いつになく馬ば鹿かみたいに真しん剣けんな顔で必死にこっちに手を伸のばして、俺はあきらめない、俺はあきらめてやらないって叫さけんで。


『……俺といこう。シオン』


　ライナが言った言葉が、頭の中に響ひびいた。


　それだけでシオンは、泣きそうになる。叫びそうになる。俺はなぜいま、ここにいるんだと。どうしていつも、世界はいつも、こんなにもひどいんだと、叫びそうになる。


　ライナはあんなにも、あんなにも俺を救おうとしてくれていて。


　なのに俺は。


　俺はあいつになにをした？


　殺して救うこともできずに、永えい遠えんの闇やみに売ったのだ。親友を売って、前へ進むのだ。


　前へ、前へ、前へ。


　あいつのなにもかもを裏切ったくせに、前へ進もうというのだ。


「…………」


　そしていま、目の前にはライナからの伝言があるという。


　その伝言の中身は、シオンへの非ひ難なんの言葉や呪のろいの言葉だろう。


　いや、そうじゃなきゃ。


「…………」


　そうでなければ……耐たえられない。


　シオンは、そう思った。


「…………」


　伝令使がこちらへ近づいてきて、封筒を、渡わたしてくる。それをシオンは、手に取る。


　伝令使が言う。


「ライナ・リュートを追った魔ま導どう兵へいが捕つかまり、口頭で伝えられたことを書き留とめたものだそうです。もちろん、私は読んでおりません。私以外も……ただ、その魔導兵が……これは陛へい下かに、どうしても陛下にお伝えしたほうがいいというものですから……」


　シオンは封筒を開いた。


　そして中の紙に書かれている伝言を読もうとして、しかし、途と中ちゆうでやめた。


　それから、


「一度下がれ。あとで、また呼ぶ」


「はっ」


　伝令使は再ふたたび頭を下げ、広間を出ていった。


　それを確かく認にんしてから、シオンは小さく、深しん呼こ吸きゆうする。それは自分の感かん情じようが、揺ゆれ動かないようにするために。自分の弱い心が、再び道を、踏ふみ外さないようにするために。


　シオンは息を吸すい、そして吐はいた。


　そして伝言へと、目を落とす。


　するとそこには、こんなことが書いてあった。








　え～その～、なんて～か……って、あ、ここあれだぞ？　まだ伝言じゃないぞ？　書き留とめるなよ？


　え～とつまり、シオン様へ。


　あ、様はいらねぇか？　あ、ちょい待ち、もっかい最初っからやるから、書き直して。


　え～と、うん。ごほごほん。


　よし。


　シオンの馬鹿へ。


　改まってこういうの言うのは恥はずかしいし、めんどくさいから、こう、さくっといきます。さくっとね。


　え～と、俺おれが言いたいのは、つまりこうゆうこと。


　俺はさ、その、なんだ。ずっともう、死んでたんだよね。生きてるけど死んでた。自分は化物だから、人を傷きずつけるだけの化物だからさ、誰かのそばにいることはできないし、誰かを愛したりすることもできないし、だからその、生きる意味なんてないって、いっつも、そんなことばっかり考えてさ、全部あきらめてたんだ。


　だからまあ、生きながらにして死んでてさ。意味もなくだらだら生きちゃって、なんかこう、ふぁーってな感じでね。ふぁーっと毎日、死んだほうがいいのかなぁとかさ、まあ、なんだ、俺なに言ってんだ？　まあ、そのへんはいいや。


　とにかく俺が言いたいのは……


　その、あの、つまり。


　俺はその……おまえにさ、救われたんだよ。


　心底救われた。


　いっつも……いっつもそれを感かん謝しやしててさ。そうは見えなかったかもしれないけど、俺はおまえに、ずっと感謝しててさ。


　俺は、それを返したいと思ってるんだ。


　さてそれをどうやろうかって、ずっと考えてるんだ。


　だからいま、おまえがなにに巻まき込こまれてんのか知らないけど、俺はおまえのところまでいくよ。


　あの雨の日に、言ったろう？　俺はおまえをあきらめてやらないって。あれを、やろうとしてるんだ。だからおまえを救うために、おまえのところまでいくよ。


　おまえを救う。


　そのために俺は少しだけ、やる気になってる。


　あのやる気って言葉を消しよう滅めつさせるために生きてるような僕ぼくちゃんがさ！　やってやるぞーっておまえの城しろに向かって叫さけんだんだぜ？　笑えるだろ？　聞こえたかね？　まあ、明日はたぶん雪だな。うん。


　なんてクソつまんねぇ冗じよう談だんはともかく、俺はおまえのところまでいこうと思ってる。


　そのためにどれほどの力がいるのかはわからないけど、必要なものは全部手に入れておまえのところにいく。


　だからそれまで、おまえは覚かく悟ごして待ってろ。


　あのとき、俺を殺せなかったことをおまえに後こう悔かいさせてやるから。


　おまえに。


　独ひとりで勝手に絶ぜつ望ぼうして、なにもかもしょいこんで、泣きそうになってるおまえのところにいって俺は。


　俺は、おまえに。


　おまえに……


　最高の親友を持ったって言わせてやるからさ。








　ってうお、おまえ、なに全部書いてんだよ、なに咳せき払ばらいのとこまで書いて……俺は最初のとこ消せって言ったろうが！


　うるさいなぁ、じゃあ最初から書き直すか？


　ってなんで筆談なんだよ！　っていう筆談って言葉まで書く必要ねぇって言っ……ってここもだからいらないって言っ……っておまえどんだけ書くの早いん……だあああああああああもうなんなんだよおまえは！　なんで全部書くんだよ！　ああ、でも、うん、いいやもうめんどくせぇし、追われてるし、あ～、このまま送っちまえ。


　じゃ、最後に。


　えーと、あなたの親友ライナ・リュートより。


　シオン・アホターレ様に……おのれ貴き様さま、陛へい下かをアホターレとはどういうことだ！


　ってだからどうしておまえの意見を書くんだよ！　俺の伝言だろうが！　だいたいなんでおまえ、紙の上だとちょっと強気なん…………ああ、なんか疲つかれてきた……ええと、うん。それもいいや。じゃ、終わるぞ？　これで終わり。これをシオンに渡わたしてくれ。わかったか？








「…………」


　それで、伝言は終わっていた。


　それにシオンは思わず、


「……なにやってんだ、あいつ」


　思わず微ほほ笑えんで、そんなことを言っていた。伝言の文面が、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かし過すぎて、ライナと別れて以来ずっと張はりつめていた神しん経けいが、緩ゆるんでしまった。


　緊きん張ちようが緩んで、ほどけて。


「……馬鹿が」


　シオンはそう言って、笑った。


　笑ったまま、少し、涙なみだが流れた。


「…………馬鹿が。なんで……なんであいつはいつも……」


　それ以上、声にならない。


　あれほど裏うら切ぎったのに、ライナはまだ、こんなことを言ってくる。


　最高の親友を持ったって言わせてやるなんて……


　もう、とっくに。


　とっくにそう思ってるのに。


「……俺には……俺なんかには過ぎた親友だよ、ライナ」


　シオンはかすれるような声でそう言った。


　できるならあいつに謝あやまって。すぐにでもおまえは最高の親友だと言いにいって。これからもずっと一いつ緒しよに、馬鹿みたいに笑おうと言って。ずっと一緒に、仕事を徹てつ夜やでしようとか言ったらあいつは嫌いやだとか言って逃にげて。それを追いかけて無む理り矢や理り仕事させて。でもなんだかんだ嫌がりながらもあいつは手伝ってくれて。それで、たまに屋上で空を見たり、ライナと、フェリスと、三人でだんごを食ったり。馬鹿話で笑ったり。


　そんな日々を。


　そんな日々を取り戻もどせるのなら、世界を捨すててもいいって……


　シオンは、そう思う。


　強くそう思う。


「…………」


　でもそれは、思うだけだ。


　そんな夢ゆめを見るのは、夢の中だけ。


　たとえ泣いていても。


　彼は、真っ直すぐに前を見るから。


　決して後ろを振ふり返らずに。


　真っ直ぐ前へ進む。


　そういう王だから。


「…………」


　そのときの彼はもう、涙を流していなかった。


　表ひよう情じようもない。


　そこにあるのは完かん璧ぺきな微笑だ。


　迷まよいのない、完全無欠の英えい雄ゆう王の顔。


　シオンは顔を上げ、いま追い出した伝令使を再ふたたび呼よび戻もどす。


　そして。


「……フロワードを呼べ。ライナ・リュートを……いや」


　そこで彼は一度言葉を止めてから、


「……国を裏うら切ぎった逃とう亡ぼう者しやを、あいつに捕ほ縛ばくさせる」


　シオンはそう、言い直した。




　第二章　光が堕おちる一いつ瞬しゆん







　それでだ、とライナは言って、半はん眼がんで目の前の美女をにらみつけた。


　魔ま導どう兵へいたちから逃にげ切ってから、すでに二時間が経けい過かしていた。さっきまで真夜中だったはずなのに、空はもう、白み始めている。


　ライナは、フェリスと約束した『いつもの場所』であるはずのウィニットだんご店へ向かい、しかし彼女はいなくて、


「うわ、ここじゃねぇのかよ」


　とライナは愚ぐ痴ちりながら今度は街はずれのファーゴだんご店へ向かい、もう店を開け始めていた店の女お将かみに、


「あ～、フェリスちゃんなら『私はいま、だんご屋めぐりをしてるのだ！』とか言ってパップルだんご菓か子し店てんに向かったよ」


　って待ち合わせしてんのにだんご屋めぐるんじゃねぇよ!!


　と叫さけびながらパップルだんご菓子店に向かうとまだ朝五時だというのにすでに営えい業ぎようを始めていた店の親おや父じが無言で一いち枚まいの紙を渡わたしてくる。するとそこには、


『ふはははは！　どうだ！　貴き様さま程てい度どの馬ば鹿かな脳のうみそ──略りやくして馬鹿みそでは、天才美少女な私のことを見つけることができまい！　くやしいか？　くやしいだろ？　ふっふっふ。さあさあ、くやしかったら見つけてミロー!!』


「ミローじゃねぇえええええええええええええええええ！」


　ライナが思わず叫ぶと、だんご屋の親父に、


「いやぁ、あんたいつも、大変だねぇ」


　なんて憐あわれまれて、ちょっと泣きそうになった。


　そうなんすよ、大変なんすよと、声に出して言う気力もなかった。


　だいたい、いまはフェリスのおふざけに付き合ってる場合じゃないのだ。なんせローランド軍に追われてるんだから。一分一秒でも早くフェリスと合流して、今後どう動くかの相談をしなければならないはずなのだ。


　だから彼は周囲をぐるぐる見回し、次に、どこのだんご屋にいったらあの、だんご狂ぐるいの迷めい惑わく娘むすめを捕つかまえられるかを考えた。


　通りの左右を見て、考え込む。


　さあ、あいつはどっち側へ進んだ先のだんご屋にいる？


　一番近いのは右だけど、あいつは最近左のほうのだんご屋がブームとか言ってたような言ってなかったようなああもうなんでこんな馬鹿なこと考えなきゃいけないんだよ俺は！


　なんてげんなりしながら考えていると、後ろからだんご屋の親父が続ける。


「まあでも、仕方ないよね。美人のために頑がん張ばるのは男の仕事みたいなもんだし、彼女、とんでもなく綺き麗れいだしねぇ」


　それにライナは振ふり返らないまま答えた。


「綺麗ならなにやってもいいのか！　と、俺は叫びたいけどね」


「いやでも、彼女はああ見えて、性せい格かくも、ものすごくいいだろう？」


　しかしそれにはライナは顔をしかめて、


「そうかぁ？」


　と答える。


　だが親父は譲ゆずらない。


「そうさ。この間だってね、この店の前の通りを馬車がすごい勢いきおいで走っててさ、そこに子犬が通りかかって、あわや轢ひかれる!?　ってときに、彼女が、間かん一いつ髪ぱつで飛び込こんで助けてね。もう彼女、傷きずだらけの泥どろだらけでさ」


「ほう」


「でも、子犬は無傷だった。彼女、自分は傷だらけになりながらも、子犬を一いつ生しよう懸けん命めい守ったんだ」


「へぇ。まあ、あいつ、そういうことはやりそ……」


　が、ライナがそう言いかけたとき、親父が感かん慨がい深ぶかそうに、


「そうして彼女にここで救われた子犬の数はもう、すでに二百匹ぴきを超こえ……」


「ってどんな噓うそだよ！」


　ライナは思わず突つっ込んだ。


　そして振り返り、カウンターの後ろに立っている親父を見る。


　するとなぜか、親父は慌あわてていて。


「………………」


　さらにその後ろで、いつの間にやら現あらわれていたフェリスが、一生懸命紙になにかを書いていて。


「………………」


　フェリスは紙に文章を書き終わると、急いで親父に手渡して、カウンターの下に隠かくれる。


　そして親父はその紙を、うわずった声こわ音ねで、


「う、噓じゃないよ！　ほんとに二百匹助けてたんだって。あ、これで少ないって思うんなら、あれだぞ？　猫ねこ！　猫も二百……じゃない、もう千匹助けてる！」


　そんな言葉に、


「…………」


　ライナは当然答えない。


　するとカウンターの下からまた紙が上がってくる。


「あと、あと赤ちゃんもね！　はいはいを始めたばかりの赤ちゃんが、調子に乗って勝手に遠出してさ……」


　とそこで思わず、どこの赤ちゃんが調子に乗って勝手に遠出すんだよ！　と突っ込みそうになったが、突っ込んだところでまるで意味がないので我が慢まんする。


　しかし親父の──というかフェリスの馬鹿はさらに続ける。


「なんだかんだで山に登っちゃったんだよ。それも活火山。ほら、赤ちゃんってまだなにもわかってないから、危あぶない山かどうかが判はん断だんできないしね」


　いや、そういう問題じゃ……


「おまけにその赤ちゃん、勢いきおいよくはいはいしてた手を踏ふみ外しちゃって、あわや赤ちゃん一万五千億人が同時に！　同時に火山の火口に落ちそうになってしまったぁあ！」


　と、突とつ然ぜん勢い込んで叫さけぶ親父。


　それにライナは、んな馬鹿なことあるかぁああああとか、一万五千億なんて単位ねぇえええとか、仕方ないから突っ込んであげようかとも思ったが、その前に一万人ぐらいの赤ちゃんが、同時に勢いよくズガガガガガーっとはいはいしていって、一気に火口に飛び込んでいくという壮そう絶ぜつな光景をちょっとだけ想そう像ぞうしてしまい、


「……いや、あ～、なんか、なんかそれはちょっと、すごいな」


　するとまた、フェリスが紙を上げてくる。親父はそれを読んでから、


「そ、そうだろう！　危あやうく大だい惨さん事じだろう！」


「……だねぇ」


「そこをだよ！　そこをあの優やさしい！　綿わた菓が子しよりも優しいフェリス・エリス様が助けて、世界は救われたと、こういうわけなのだぁ!!」


　そんな。


　そんな超ちよう絶ぜつストーリーを聞かされて、ライナは、


「…………」


　彼は、とりあえず大きくうなずいておいた。


　それから親父の、ちょっとだけ疲つかれた顔を見て、わかるよ、あんたの気持ちはすごくわかるよという表ひよう情じようをすると、親父も苦く笑しようする。そんな二人の男の心の触ふれ合いが終わったあと、ライナはゆっくりとカウンターの裏うらに歩いていった。
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　するとフェリスは床ゆかにしゃがみこんで必死にまた、なにか紙に書いている。


　するとそこには、『他にもあまりに高い木に登りすぎて、降おりられなくなったコアラも八万六億四百匹助けてるんだ。すごいだろ！（このすごいだろの部分を、激はげしく頼たのむ）』とか馬ば鹿かなことが書かれているのを見つめ。


　そこでやっと、ライナはフェリスと合流したのだった。


「……えーと」


　それでだ、と彼は言って、半はん眼がんで目の前の、迷めい惑わく美人の背せ中なかをにらみつけた。


　するとそれに、見つかった!?　という驚きよう愕がくの表情で彼女はこちらを振ふり返り、そしてなにか言おうとして、やめて、なにか言おうとして、やめて、それから最後に、


「き、奇き遇ぐうだなライナ。たったいま私も、この店にきたところだ」


「……へぇ」


「と、ところでさっき親父が言っていたのだが、なにやら私の噂うわさをいろいろ聞いていたとか？」


「……ああ、聞いたねぇ……」


「ど、どう思った？　私は意外に……意外に……ど、どうだった？」


　と、私の作品はどうだったとばかりのわくわく顔に、ライナは益ます々ますげんなりする。


　その質しつ問もんの答えは、意外にというか、思ったとおりのアホだった、ということしかないのだが、そんなこと言ったらきっと殺されるのは目に見えているので、彼は引きつった声音で、


「……えーと……あ～、うん。まあ、あれだな。おまえがすごい優しくていい奴やつだってのは、わかったよ。いやぁ意外だったなぁ」


　思わず声が白々しくなりそうになるのを、必死で抑おさえる。


　それに、


「ほ、本当か！　そうだろう！　そうなのだ！　私はいい奴なのだ！　ふふふ」


　フェリスは一気に嬉うれしそうになる。してやったりと言わんばかりの顔になる。


　こんなくだらないことで、馬鹿みたいに嬉しそうな顔になる。


「…………」


　いや、彼女はあまり感かん情じようが顔にでないので、他の奴が見たって嬉しそうにしているようには見えないかもしれないが、それでも彼女の表情の微び妙みような変化を、ライナはもう、見分けられるようになっている。


　彼女はいま、あきらかに楽しそうな顔になっていた。


　ライナはそんな彼女の顔を見つめ、まだ、もう少し文もん句くを言いたい気持ちもあったが、


「…………」


　やめた。


　いまはおまえ、こんなおふざけに付き合ってる暇ひまなんてねぇんだぞとか言おうと思ったが……こんな馬鹿なことで、彼女があまりにも嬉しそうだから、まあいいか、と思ってしまう。


　だって、初めて出会ったときの彼女は、絶対にこんな顔をしなかったのだ。


　初めて出会ったときの彼女は、まったく感情を顔にださず、声にも抑よく揚ようがなくて、まるで人形のようだったのだ。


　それはたぶん、彼女が育った環かん境きようが影えい響きようしている。


　あのルシルとかいう化物の妹だったせいで。


　いやそれだけじゃない。彼女の家──剣けんの一族と呼よばれている、異い常じような家のせいで。


　ライナが初めて出会ったときの彼女は、本当に人形のようだったのだ。


　異常な強さを持っているだけの、人形。


　それも、普ふ通つうの奴やつらが見たら、化物にしか思えないほどの、圧あつ倒とう的な強さ。


　そして彼女の若わかさで、そんな力を身につけるには、なにかを犠ぎ牲せいにする必要がある。


　それが彼女の場合、感情で、表情で、笑え顔がおだった。


　もちろんそれは、この国ではよくあることなのだが。ライナがかつて入れられていた場所も、似にたような場所だったし。


　かつてのこの、狂くるったローランド帝てい国こくでは、そんなのはよくある話だった。


　異常なまでの訓練や人体実験によって、狂ってしまった奴を、ライナは何人も見たことがある。


　狂う前に死ぬか、生き残って狂うかの二に択たく。


　そして彼女は生き残った。


　その代だい償しように、感情を失った。


「…………」


　だがその、感情を失ったはずの彼女が、いま、目の前で、嬉しそうに笑っている。


　それを純じゆん粋すいに、ライナは嬉しいと思う。


　たぶん、ぎりぎりのラインだった。


　彼女の中に感情が残るかどうかの、狂ってしまうかどうかの、ぎりぎりのラインだったと思う。


　ライナが、すべてをあきらめていたのと同じだ。


　彼女は、完全に感情を封ふう印いんしてしまっていた。


　だが、いまの彼女は、かすかにしか表情は動いていないが、それでも笑っている。


　無表情で、無感情で、だんご好きで、まったくもって世間知らずの迷惑美人。


　感情を失ったはずの人形。


　だがその彼女の中の感情が、日に日に大きくなっているのを、ライナは感じる。


　それは彼と一いつ緒しよに過すごすようになったから。


　それはシオンと一緒に過ごすようになったから。


　三人で、毎日馬ば鹿かみたいに笑って過ごしたから。


　それにまた、ライナは思う。


　シオンのおかげだと、ライナは思う。


　フェリスのことも、シオンが救ったんだと、彼は思う。


　フェリスを、彼に引き合わせてくれたのも、シオンなんだから。


　ずっと闇やみの中にいたライナを、フェリスを、引き上げてくれたのは、あいつなのだ。


「…………」


　普ふ段だんはこんなことを絶ぜつ対たいに口にはしないが、本当にライナはずっと、夢ゆめを見ているようだったのだ。


　シオンと出会ってから。


　フェリスと出会ってから。


　こいつらと一緒に過ごすようになってから、まるで夢を見ているんじゃないかと思うほど、楽しかった。


　毎日のようにシオンに馬鹿みたいな量の仕事を押おしつけられたり、フェリスのわがままに振ふり回されたりして、こいつらうぜぇえええええとか叫さけんでたけど、でも、それでも本当は、それすら少しは楽しいと思ってたのだ。


　迷めい惑わくをかけられた回数より、心を、こいつらに救われてる量のほうが多いと、ライナは本気で思ってるのだ。


「…………」


　シオンがライナを殺すと言ったあの雨の日。


　ライナはまた、あきらめようとした。


　いつものくせで、なにもかもめんどくさくなって、すべてをあきらめようとした。


　こいつに殺されるなら。


　俺おれを救ってくれた親友に殺されるなら、ここで死んでもいいって、すぐに思ってしまった。


　どうせ俺なんか生きてる価か値ちがないんだし、ちょっといい夢が見れたんだから、もういいじゃないかって。


　いつもそうだったから。大切なものなんて、こんな化物の自分には手が届とどかないんだからって、すぐにあきらめようとした。


　でもそこで、前とは違ちがうことが起きる。


　頭に、フェリスの言葉が浮うかぶのだ。


　いつもはあきらめていたはずの場所で、彼女の顔が浮かぶのだ。


　そして彼女は言う。


　こんな生きている価値のない化物に。汚きたない、人を傷きずつけるだけの化物のはずの俺に向かって、彼女は言う。


　感情がないはずの彼女が。いつも無表情で、乱らん暴ぼうで、わがままで、わけのわからないことしか言わないはずのフェリスが、ライナがあっさりあきらめようとすると、死のうとすると、泣きそうな顔になって言うのだ。


　あの感情のないはずの彼女が、ひどく泣きそうな顔で。


　ひどく寂さびしそうな顔で微ほほ笑えんで。


『……馬鹿が。おまえが死んだら……寂しいだろうが……』


　その言葉にライナは、思いっきり殴なぐられたような気がした。いままで集めてきたものが、築きずき上げてきたものが、自分を守るために積み上げてきた壁かべが、一いつ瞬しゆんで全部ぶち壊こわされたような気がした。


　そしてライナは死ぬことができなくなる。あきらめることができなくなる。自分がいままで、どれほど馬鹿だったのかを思い知る。こいつにこんなにも悲しそうな顔をさせて、いったい俺は、いままでなにをやってたんだと初めて気付く。


　こんなに救われていたのに。


　こいつに、こいつらに、こんなに救われていたのに、自分はいったい、なにをしてたんだって思う。


　どうして自分は、こちらへ差し伸のべてくれる手を振り払い、傷つけてきたんだろうって。


　自分が傷つきたくないばっかりに、相手のことを傷つけて。


　それを、相手を傷つけないためだと言い訳わけして。


「…………」


　ライナは、フェリスを見る。


　嬉うれしそうにしている彼女を見る。


　彼女の顔にはいま、少しだけ表情がある。


　それは、ちょっとわかりにくいかもしれないが、よく見ればきっと、ライナだけじゃなく、他の人にもわかるかもしれないぐらい、変化している。


　昔とは違う。


　彼女は少しずつ変わっている。


　ライナだけじゃないのだ。


　ライナも、フェリスも、そしてきっと、シオンだって、少しずつ変化している。


　一いつ緒しよにいるから。


　一緒に馬鹿なことをやって、あほみたいに笑ってるから。


　だからいつか、そう遠くない未来に、彼女は笑うと思う。きっとそうなると、ライナは思ってる。


　一緒にいれば。


　それは思い上がりかもしれないけれど、このまま一緒にいれば、彼女はそのうち、思いっきり笑う日がくると思う。


　そしてそれを見たいと、ライナは思う。


　彼女が初めて思いっきり笑ったときに、顔をくしゃくしゃにして笑ったときに、それをそばで見たいとライナは思った。


　そして。


「…………」


　シオンにもそれを、見せるんだ。


　そう思った。


　たった独ひとりで、なにかに押し潰つぶされそうになっているシオンに。


　彼女の笑顔を、涙なみだを、見せてやると、ライナは思った。


　いや、彼女だけじゃない。


　あいつが独りで絶ぜつ望ぼうして、あきらめて、死にそうなときに、どれだけ俺が、フェリスが、おまえを支ささえたいと思っているか、思い知らせてやらなきゃいけないのだ。


　シオンが死んだら。


　あいつが死んだら、俺がきっと。


　きっと声を上げて狂くるったように泣くってことを、思い知らせてやらなきゃいけないのだ。


「…………」


　っていうか。


　ライナは、フェリスを見る。


　彼女はもう、ほんのついさっき、泣いたのだ。


　その、初めて見る彼女の涙に、ライナはもの凄すごくうろたえたのだ。


　牢の中で。


　彼女はライナを助けにきてくれて、そしてライナを見つけるなり、泣いた。


　あの、感かん情じようのないはずの彼女を泣かしたのは、ライナと、シオンだ。


　彼女が知らない場所でライナは勝手に消えて。


　シオンは、おかしくなってしまった。


　そして彼女は、不安になった。


　なにもかもを失って、不安になって、やっと、やっとライナを見つけて、安あん堵どで涙が出て……


　二人の存そん在ざいは、それほど大きく、彼女にのしかかっている。


　あの感情のない、人形のようだったフェリスを、それほど追いつめることができるのだ。


　ライナがいなくなるだけで。


　シオンがおかしくなるだけで。


　それほど追いつめることができるのだ。


　それをシオンは、理り解かいしてるんだろうか？


　シオンが独りで戦おうとしていることを、ライナと、フェリスが、本気で放っておくと思ってるんだろうか？


　もし、本当にそう思っているなら。


「……思い知らせてやらなきゃ」


　ライナはそう思った。


　まあ、といっても、状じよう況きようはあまりかんばしくないのだが。


　相変わらずシオンとは接せつ触しよくできないような状況だし、さっきの魔ま導どう兵へいの話では上からはライナを捕ほ縛ばくできないなら殺してもいいなんていう命令が出てるというし。


　おそらくすぐにでも、追手第だい二に弾だんが襲おそってくるだろう。


　やらなきゃいけないことはもう、山積みなのだ。


　いくらフェリスがいままで不安だったからって、いつまでもこいつのおふざけに付き合ってる場合じゃないのだ。


　ライナはフェリスを見る。


　すると彼女はいつの間にやら陳ちん列れつ棚だなの中から餡あんだんごを一個こつまみだして頰ほお張ばると、


「おお、うまい！」


　なんて言った。


　それにだんご屋の親おや父じの顔がぱっと輝かがやいて、


「あ、それね、実は新作なんだよ、フェリスちゃん。特別な蜜みつがかかってんの。蜜餡だんご」


「蜜餡だんご!?　か、考えたな店主！」


「だろぉ」


「最高だ！　これは街に蜜餡だんごの嵐あらしが吹ふき荒あれるな！」


「ふふふ。自じ宅たく兼けん用ようだった店を、完全なだんご専せん門もん店に建て替かえたせいでいま借金すごいから、おじさんがんばっちゃったよ～」


　なんて、思いっきり楽しそうに話してる二人を見つめ、あれ、こいつやっぱ、だんごがあれば俺もシオンも必要ねぇんじゃねぇの？　とかちらっと思って、言った。


「ってかフェリス、まだシオンに会えてないのに、おまえ立ち直り早くね？」


　するとフェリスはこちらを向いて、不思議そうに首をかしげる。


「ん？　立ち直り？　なんの話だ？　私はまるで落ち込こんでないぞ？」


「そうなの？」


「そうだ」


「ええ～、でもさっき、牢の中でおまえ泣……」


　その、刹せつ那な。


　いつもの！


　いつもの展てん開かいが起きた！


　目では見えないほどの速さで彼女は剣けんを抜ぬくと、剣の腹はらの部分でライナの顔面を、


「ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　彼は吹っ飛び、ぐるんぐるん回転しながら地面に、


「がふぁ」


　着地。


　泣きそうになりながらライナが顔を上げると、フェリスが言った。


「で、誰だれがなんだって？」


「……いや、あの、おまえが……」


　とそこで、彼女はまた、腰こしの剣に手を伸のばし、


「うん？」


「…………いえ、なんでもありません……」


　震ふるえる声音で、ライナは言った。


　まあ、でも、いまの反はん応のうは、やっぱり彼女も、それなりにシオンのことを心配しているのだと思う。


　たぶん……


　自信はないけど……


　とそこで彼女はライナを見下ろし、


「ところでライナ、突とつ然ぜん通りに飛び出して、いったいどうしたのだ？　傷きずだらけの泥どろだらけではないか。まさか子犬が馬車に轢ひかれそうになってる幻げん覚かくでも見たか？　怪あやしい薬は、ほどほどにしとけよ？」


　そんな言葉に、ライナは、


「……うん。薬、ほどほどにしとくよ……」


　なんかもう、適てき当とうに答えた。


　本当に、彼女と馬ば鹿かやってる時間はあまりないのだ。


　彼は小さくため息をついてから、そのままひょいっと立ち上がった。それから服についた『泥だらけ』を手でぱんぱんっと払はらってみるが、あんまり落ちない。


　それにまた、はぁっとため息をつくと、言った。


「んじゃま、そろそろちゃんと話そうぜ。とにかく、いま俺らがおかれてる立場を整理しよう」


　すると彼女はうなずき、言った。


「うむ。だがその前にライナ、おまえと話しておかなければいけないことがある」


「俺と？」


「うむ」


「なに？」


「いや、いま、このローランドで、とても重大な事じ件けんが起きているのだが……知ってるか？」


　彼女があまりにも神しん妙みような顔で言ってくるので、ライナは目を、少し細めた。


「……重大な事件？　ってのは、ネルファとの戦争よりも、大きな問題か？」


　フェリスは神妙な顔でうなずく。


「比くらべものにならない」


「比べものに……それって、いったいなんだよ？」


　すると彼女は一度黙だまり、緊きん張ちようを緩ゆるめるかのように少しだけ深しん呼こ吸きゆうすると、言った。


「いま、このローランド帝てい国こく内において、世界に通用する最強だんごの一つ、蜜みつ餡あんだんごがパップルだんご菓か子し店てんの親おや父じによって完成……」


「心底どうでもいいいいいいいいいいいいいいいい!!」


　今度こそライナは、思いっきり叫さけんだ。


　が、彼女はそれに驚おどろいた顔で、


「ど、ど、どうでもいいとはどういうことだ！　パップルの親父が長年の歳さい月げつをかけてやっと完成させたんだぞ！」


　続いて親父も、


「そ、そうだぞ！　俺おれには店建て替えたせいで、借金いっぱいあるんだぞ！　これが売れなきゃ、売れなきゃ、一いつ家か離り散さんなんだぞ馬鹿野や郎ろうぉがぁ！」


　などと思いっきり怒鳴られて、ライナはそれに、


「…………え、ああ、いや、一家離散はその、それなりに大変だろうとは思うけど、ええと、まあ、じゃあどうしよ」


　なんだかちょっと、押おされ気味だった。


　するとフェリスはやっとわかってくれたかという顔で、


「よし。とりあえず蜜餡だんごを食ってみろ。そうすればおまえにもこの素す晴ばらしさが伝わるだろう。それから奥おくの座ざ敷しきで、このだんごをどうやって世界に伝えるかの作戦を練ろうではないか」


「いや、もっと他の作戦練らないとまずいような気が……」


「まあまあ、食べてみろ」


「で、でもさ、まじで俺ら追われてんだから、こんなとこでぼやぼやしてたら危あぶな……うわ、なんだこれ！　これとんでもなくうめぇぞ！」


「だろう！　親父！　この馬鹿男にも好こう評ひようだ！」


　すると親父もガッツポーズして、


「やった！　これで借金ともおさらばか！」


　わっはっはーと、同時に笑う、フェリスと親父。


「…………」


　そんな二人を呆ぼう然ぜんと見つめて。


　なんか。


　なんか平和だなぁと、ライナは思った。


　焦あせってる自分がまるで馬鹿なんじゃないかと思えてくるほどの平和。


　ほんとに奥の座敷で、だらだら今後の展てん開かいについて考えても、いろいろ間に合うような気が……


　そんな気がしてた、ところで！


「…………っ」


　通りの、向こう側が突然光った。


　それにライナは目を、大きく見開く。


　光は帯になり、まっすぐこちらへ向かってくる。


　そしてその光の帯を、ライナは知っている。


　それは魔ま法ほうだ。それも攻こう撃げき魔法。


　強きよう烈れつな殺さつ傷しよう能のう力りよくを持った、光の槍やり。


　ローランドで使われている魔法の中でも、もっとも破は壊かい力りよくの強い魔法──


『光くう燐り』だ。


　その光の槍が、一本。


　二本。


　三本。


　四本。


　ライナが目で確かく認にんしただけで、合計十二本の『光くう燐り』がこちらへ放たれていて。


「フェリス！」


　ライナは叫んだ。


　しかし彼女はもう動いている。親父を抱かかえてだんご屋の二階へと跳とんでいる。


　それを確認してから、ライナも跳んだ。


『光くう燐り』の軌き道どうを読んで、体をそらした、直後。


　魔法が、こちらに届とどいた。


　圧あつ倒とう的な力を持った光が、パップルだんご菓子店をなぎ払はらう。


　カウンターが爆ばく裂れつし、柱が消し飛び、壁かべに穴あなが空いた。


　背はい後ごで、


「み、店が……借金がぁあああああああああああああああああああ!?」


　なんていう悲ひ痛つうな声が上がったが、それを振ふり返っている暇ひまはない。


『光くう燐り』というのは、習しゆう得とく難なん度どがかなり高いのだ。さっき襲おそってきていた一いつ般ぱん魔ま導どう兵へいたちは、『光くう燐り』の術じゆつ式しき書しよを読もうと思ったことすらないだろう。


　つまりここにきているのは、さっきの奴やつらとは比くらべものにならない実力を持った、追手ということ。


　それもそいつらは、放たれた『光くう燐り』の本数からすると、最低十二人はいる。


　それにライナは顔をしかめた。


「ああもう、めんどくせぇなぁ……だから早く話し合って、逃にげる準じゆん備びしようって言ったのに……どうするよフェリス」


　敵がいる方向に気をくばりながら、ライナは目だけで彼女のほうを見る。


　すると彼女は屋根の上──といっても、店の一階は崩くずれて、屋根はずいぶん低くなってしまっていたが──左手に親おや父じ、右手は腰こしの剣けんにそえているような状じよう態たいで、立っていた。


　彼女も敵のほうをにらみつけたまま、


「当然逃にげる。もし戦ったら、あいつらを無む傷きずで無力化する自信はないぞ」


　それにライナはうなずいた。彼も同じ見立てだった。


　フェリスと二人なら、戦ってもたぶん負けないだろう。というか、こちらは傷一つ受けずに、相手を全ぜん滅めつさせることができるはずだ。


　彼らはそれほどの力を持っていた。


　だが、といって、敵まで無傷で制せい圧あつできるほどには、手の抜ぬける相手じゃない。


　きっと何人か、大おお怪け我がをする。もしくは死ぬかもしれない。


　ローランドの兵を。


　ついこの間までライナ自身も所しよ属ぞくしていたローランド帝てい国こくの兵を、殺すわけにはいかない。


「……ああもう、まじめんどくせぇなぁ」


　ライナは言ってから、一度後ろに跳んで、彼女の隣となりに並ならぶ。


「ほいじゃ、逃げるか？」


　彼女はうなずく。


「うむ。逃げながら今後についての作戦会議だ」


「あ、やっとまじめに話し合ってくれる気になった？」


「私はいつでもまじめだぞ？」


「………………はぁ」


「な、なぜため息をつく!?」


「いやいや。おまえと一いつ緒しよにいると楽しいなぁってことで」


「き、貴き様さま、私を馬ば鹿かに……」


「してないしてないって敵がいるのに俺のほうに剣抜くのやめろって!!」


　ライナは叫んでから、もう一度ため息をつき、そして前を見る。


　敵はまだ、姿すがたを現あらわしてない。通りの向こう。建物の陰かげに隠かくれて、こちらの様子をうかがっている。


　そこに何人いるのかはわからないが、闇やみ雲くもに突つっ込こんでくる敵よりも、全然やりにくい。


　さて、どうしたもんか。


「ここでしばらく応戦して敵の出方を見てから逃げたほうがいいだろけど、ここで戦やりあったら、親父、巻まき込まれるよな……」


　下を向いて、借金がぁ借金がぁと呟つぶやきながら絶ぜつ望ぼうにうずくまっている親父を見る。


　それにフェリスはうなずき、


「我われ々われの問題に、だんご屋を巻き込むわけにはいかないからな」


「いやまあ、だんご屋に限かぎらず、誰も巻き込みたくないけどね。んじゃ、どっち逃げる？　右？」


「左」


「左ね。おけ。んじゃちょっとさ、援えん護ごしてくんねぇ？　俺、魔ま法ほうで加速しないとおまえに追いつけないし、その魔法使う間、三秒くらい？」


「いいだろう」


「んじゃやるか？」


「やれ」


　そしてライナは、手を宙ちゆう空くうに掲かかげた。


　そのまま空間に光の文字を描かき込み始める。


　それは魔ま方ほう陣じんを描えがくローランドの魔法とはあきらかに違ちがう体系の魔法だった。


　以前、エスタブールの魔法騎き士しから、彼の特とく殊しゆな瞳ひとみ、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で奪うばいとった魔法だ。


　だが、思った通り敵は、こちらが動き出すのを待っていたのか、ライナの魔法を邪じや魔まするように、すぐに攻撃してくる。


　まずは右みぎ斜ななめ前から短たん剣けんが数本、飛んできた。


　だがライナはそれを、よけない。


　いや、よける必要がなかった。


　フェリスがあっさり、剣でそれをなぎ払はらってしまったから。


　さらに左方向から炎ほのおの塊かたまりが飛んでくるが、フェリスはそれも、店の屋根板に剣を突き刺さし、それをそのまま引っぺがして炎の塊へと飛ばす。炎の塊は屋根板にぶつかり爆ばく裂れつ。しかし火はこちらまで届とどかない。


　そんな光景を眺ながめて、


「すげぇなぁ」


　なんてライナが言うと、彼女はこちらをきつくにらんで、言ってくる。


「いいから早くしろ」


「ほいほい」


　すると最後に、彼女の背はい後ごから、あの、さっきの魔法が放たれる。


『光くう燐り』の光の槍やりだ。


　これはさすがにフェリスにもどうにもできないだろうから、ライナはよけようとした。


　が。


　それを彼女は、


「ん」


　っと小さく声を上げて、あっさり剣で斬ってしまった。
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　それにライナは、


「…………」


　一いつ瞬しゆん、笑いそうになってしまう。


　だって、光を斬る奴やつなんて、初めて見たから。まあ、彼女の剣さばきに驚おどろかされるのはいつものことなのだが。


　そういえば以前も、彼女があっさり稲いな妻ずまを斬り裂さいてしまったのを見たことが……


　が、そこでふと、妙みような違い和わ感かんを感じてライナは魔法の手を止めた。


「…………あれ？」


　小さく呟く。


　彼女が稲妻を斬った──その言葉を頭に浮うかべた途と端たん、急に頭が痛いたくなったから。


　そしてその記き憶おくがいつのもので、どこで、どうして稲妻を斬ったのか、まるで思い出せなかったから。


　いやそもそも、その稲妻は、空から降ふってきたものだったのか？


　それとも魔法によって作られたものだったのか？


　それすら思い出せない。


　少なくともローランドには、稲妻を放つような魔法は存そん在ざいしないはず……


「…………あ痛っ」


　そこでまた、強烈な頭ず痛つうが襲おそってきて、ライナはうめいた。


「な、なんだぁ、これ」


　なにか、妙なことが起きていた。稲妻のことを考えようとした途と端たん、頭痛がするのだ。


　そしてなにも思い出せなくなる。


　稲妻。


　稲妻の魔…………………………


「ぐぁ」


　瞬しゆん間かん、強烈な頭痛、吐はき気、めまい。


「な、なんだよこれ」


　ライナは慌あわてて思考を止める。するとすぐに、頭痛はしなくなる。


　あきらかにそれは、異い常じようだった。


　まるで脳のうが、稲妻のなにかについて考えるのを無む理り矢や理り禁きん止ししているような、そんな感覚。


　いったいいま、ここでなにが起きてんだ？　いや、それともいまじゃなく、牢ろうに入れられてたときかなんかに、


「……俺おれ、洗せん脳のうでもされたかな……？」


　だがそれはなんの洗脳だろう？


　稲妻についての、なんの記憶を俺から消したんだ？


　ライナが、そんなことを考え始めようとしたところで、


「こらぁ！」


　という声とともに、ゴン！　っと思いっきり剣で頭を殴なぐられて、


「ぐぁああああ!?」


　さっきの頭痛の百倍の痛みが頭に走った。


　ライナは頭を押おさえ、


「な、なにすんだよ！」


　怒ど鳴なったが、それにフェリスは、


「おまえこそ……な……なにしてるんだ！　さすがにもう、これ以上は……くそ」


　苦しそうな声こわ音ねで言ってくる。


　それに彼女の姿すがたを見ると、幾いく十じゆうも連発される『光くう燐り』をライナに当たらないよう、必死に斬りまくっていて。


「あ、ごめん」


　ライナは思わず謝あやまった。


　すると彼女はこちらを向かないまま、


「謝ってる……暇ひまがあったら……早く……魔ま法ほうを完成させろ」


　その言葉にライナは、目の前にいま、自分が展てん開かいしていた光の文字の術じゆつ式しきを見て、言った。


「あ、それもごめん。もう完成してる」


「殺すぞ」


「殺さないで」


「じゃあ早くしろ！」


「ほいほい」


　そしてライナは、呪じゆ文もんを唱えた。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　やっと、魔法が完成する。


　同時。


　ライナの体が、加速を始めた。


　ひょいっと手を振ってみて、筋きん肉にくの限げん界かい、さっきまでの何倍もの速さで手が動くのを確かく認にんしてから、彼は言う。


「よし、いけるよ。どっちに逃にげるんだっけ？」


「右だ」


「噓うそ～ん。おまえさっき左って言ったじゃ～ん」


「覚えてるのなら聞くな！」


「で、結局どっちにすんのよ？」


　するとフェリスは左右を見回し、敵てきの包ほう囲い網もうがどちらも少しずつせばまってきているのを確認してから、


「よし。後ろにしよう」


　ライナはうなずいた。


「じゃ、逃げるぞ」


「うむ」


「俺が魔法で牽けん制せいするから、フェリス先逃げろ」


「わかった」


「ほいじゃ、いっちょやりますかねぇ……」


　と、ライナは再ふたたび、手を空に躍おどらせ始めた。それもとんでもない速さで、光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。


　一つ完成。


　二つ完成。


　三つ完成。


　四つ完成。


　五つ完成。


　もう、目にもとまらぬスピードで術式を構こう築ちくし、そして、敵のほうを見る。


　敵は相変わらず『光くう燐り』を連発してくる。それは正しい戦術だった。


　絶ぜつ対たい的に向こうの方が火力が上なのだ。なら、力ちから業わざで押すのが正せい解かいだろう。


　だが、


「『光くう燐り』のほんとの使い方は、そうじゃないんだよなぁ」


　ライナはにやりと笑って、呪文を、唱える。


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光くう燐り！」


　瞬しゆん間かん、ライナが描いた一つ目、二つ目、三つ目の魔方陣から同時に、光の虹りゆうが放たれた。


　それも狙ねらうはまったく同じ場所。


　光は途と中ちゆうで交差し、さらに巨きよ大だいな帯になって、敵とこちらを分け隔へだてている通りの中央に、落ちる。


　直後、巨大な爆ばく音おんとともに、大地が弾はじけた。


　土石で舗ほ装そうされていた地面がめくれあがり、砂じや利りが飛んで、砂すな煙けむりが舞まう。


　土石に当たった奴やつもいると思うが、狙いはそこじゃない。煙のほうだ。


　一瞬、もくもくと上がった砂煙によって、敵とこちらの視し界かいが、遮さえぎられてしまう。


　もちろん敵はそこで、一気にこちらへ攻め込こもうと考えたと思う。こちらは魔法を撃うったのだ。次の魔法を撃つには時間がかかる。視界の悪いこの状じよう況きように乗じて、ライナを捕ほ縛ばくしよう……そう考えるだろう。


　が、ライナはまだ、すでに完成した魔方陣を二つ残している。


　彼はにやにや笑いながら、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光くう燐り！」


　言った。


　するとまた、光が弾ける。


　狙いは、敵がいる方向。


　しかし、少し高めの位置。


　敵てき兵へいに当たらないぐらいに高いけど、頭のそばを通るから驚おどろくぐらいは低いくらい。


「うわぁ!?」


　という驚きの声が聞こえた。


　それでおそらく、十数秒は敵兵は動けなくなるだろう。視界のない、煙の向こうから、『光くう燐り』で狙い撃ちにされる恐きよう怖ふに足がすくんでしまうのだ。


　その間に、


「ほいじゃね～」


　ライナは、走り始めた。


　ものすごい勢いきおいでその場を退いていく。


　途中、遠くからもう一度、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光くう燐り！」


　最後の魔方陣から、魔法を放った。


　それで敵は、ライナがまだ、だんご屋の屋根にいると勘かん違ちがいするだろう。


　また十数秒は足止めできる。


　全部で三十秒ぐらい。


　それだけあれば、逃げて、姿すがたを隠かくすには十分だった。


　ライナは敵がいるほうから目を外し、振ふり返る。


　すると少し離はなれた路ろ地じ裏うらからフェリスが出てきたところで、彼はそこまで走る。


「おまえ、路地裏でな～にやってんの？」


　ライナが聞いて彼女の背はい後ごを見ると、だんご屋の親おや父じがそこに倒たおれていて、


「ああ、そうか」


　納なつ得とくするように、ライナはうなずいた。


　あのまま親父をあそこにおいておけば、死し亡ぼう間ま違ちがいなしだったからだ。そのことに、まるで気が回らなかった。


　するとフェリスがそれに、不ふ審しん気げな顔でこちらを見つめて、


「さっきからいったいどうしたのだ？　魔法はなかなか発動させないわ、店主の安あん否ぴも気き遣づかわない。おまけにあほっぽい顔で上の空になって……いや、あほっぽいのはいつものことだが……」


「いや、そういう余よ計けいなセリフは挟はさまないでいいから……」


「しかし、どうもさっきからおまえは上の空のようだ。いったい、なにがあった？」


　彼女の問いに、ライナは頭をかいて、言った。


「いやその、ちょっと気になることがあってさ……」


「気になること？」


「うん。稲いな妻ずまが……ああ、まあ、いいんだけどさ。親父、大だい丈じよう夫ぶ？」


「うむ。気を失ってるだけだ」


「暴あばれると危あぶないからって、おまえが殴なぐったの？」


　が、彼女は首を振る。


「あ、じゃあ恐怖で気絶したのか」


　しかしそれにも彼女は首を振って、


「借金がぁああと叫さけんで、突とつ然ぜん白目をむいた」


「ええ～」


　ライナはそれに、ちょっとだけ胸むねが痛いたくなった。いや、ちょっとよりはもう少し痛くなったかもしんない。


　だがフェリスはあっさり、


「さあ、急いで逃にげるぞ」


「うわ、フェリスは強いなぁ。胸痛くなんないの？」


　が、彼女はわからないという顔で、


「なんの話だ？」


「いや、わかんないならいいんだけど」


「さあいくぞ。どうも状況はかなりまずいらしい」


　なんていまさらながらに言い出して、


「俺それ最初っから言ってるじゃ～ん」


「そうだったか？　しかし残念だな。私はおまえの話など、これっぽっちも聞いていないのだぁあ！」


　と、なにがそんなに彼女を自信づけているのか、本当に自信満々で言ってくるフェリスに、


「……いや、これっぽっちは聞こうよ……な？」


「嫌やだ」


「えーと……うん。まあ、おまえがそういう奴やつだってことは知ってるけどさぁ……」


　ライナは疲つかれた声音でそう言ってから、もう一度振り返った。


　まだ、敵はどちらの方向にライナたちが逃げたかわからず、追いかけてきていないようだったが、このままここでだらだらしていれば、そのうち見つかるだろう。


　ライナはまったく話を聞いてくれないフェリスのほうを見て、


「……よし。んじゃ、走りながら作戦会議するか」


「ん」


　そして二人は走り出す。


　商店街を抜ぬけ、路地を二、三個曲がったさきにあった八百屋の屋根にひょいっと上がり、そこからは屋根から屋根へとぽんぽん跳とんでいく。


　こんなとんでもない勢いきおいで街を進んでいく二人を追いかけられるような人間はいないように思えたが、それでも彼らは足を止めない。


　ライナは走りながら言った。横を走っているフェリスのほうを見て、


「で、今後なんだけど、やっぱこの国の状じよう況きようを少し、確かく認にんしないとまずいよね」


　するとフェリスはうなずいた。


「ふご、ごごふごご、ふふふご」


　彼女は蜜みつ餡あんだんごを口に四つ入れていた。


「ってあの状況で持ってきたのかよ！」


　すると彼女は必死にだんごを呑のみ込んだあと、


「当然、それを最さい優ゆう先せんに頑がん張ばった！」


「まじで？」


「うむ。そのせいで援えん護ごできずに、ぼけぼけ上の空なおまえに二度ほど魔ま法ほうが当たりそうになって、肝きもを冷やしたがな」


「って怖こえぇえええええええ、いや、そこはちゃんと援護しようよ？」


「戦せん闘とう中にぼーっとしてるおまえが悪い」


「戦闘中に必死にだんご確かく保ほしてるおまえも悪いと思うぞ」


　結局、二人とも悪かった。


「ま、それはともかく」


　ライナは言った。


「やっぱ、一度国を出る必要があると思うんだ。俺おれら追われてるってこともあるけど、この国はいま、あきらかにおかしいしな。外から一度、眺ながめてみる必要があると思うんだ」


「の、喉のどに詰つまっ……お茶を……」


「はぁ？　うぜぇな。ねぇよ」


「あ、あ…………あ、お花畑が……」


「ええええええええええええ!?」


「あ、治った」


「死ね！」


「うむ。死ぬところだった。危あぶなかった」


　フェリスは胸を押おさえてぜーぜー言っていて、ライナはうんざりした顔で言う。


「もういいから話聞けよ」


「うむ。聞いてるぞ。だんごにはお茶がやはり必ひつ須すだという話だろ？」


「まったく違ちげぇええええええってなんなの？　俺もうこいつとコミュニケーションとれる気がしねぇええええええええええ」


　と叫さけぶライナの横で、フェリスが言った。


「という冗じよう談だんはさておき、国を出るんだろう？」


「あ、ちゃんと聞いてたの？」


「ふふ。私はおまえと違ちがって、真ま面じ目めだからな」


「へぇ。そりゃすごいですねぇ……」


　半はん眼がんで言うライナに、フェリスは満足げにうなずく。


「そうなのだ。私はすごいのだ！　で、国を出て、どうするんだ？　なにかいまの状況を打開するような、あてがあるのか？」


　その問いに。


「…………」


　ライナは、シオンと別れたあの雨の夜の出来事を思い返していた。


　シオンがライナに死んでくれといって、戦闘になって。


　そして最後に、シオンは妙みようなものに変へん貌ぼうした。


　あのときのシオンは、ライナを喰くいたいとかわけのわからないことを言い出した。


　それはどうやら、『すべての式を解とくもの』を喰らって、シンとかいうものになりたいという意味らしいのだけど。


　でも、その言葉の意味はいったい、なんなんだ？


『すべての式を解くもの』っていうのはなんか、ライナの持っている、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』の中でもさらに特とく殊しゆな、この瞳ひとみのことらしいのだが。


　と、ライナは右目だけを閉とじて、まぶたの上から、瞳に触ふれてみる。


　この、瞳をシオンが喰ってなるという、シンってなんだ？


　それは神シンなのか？


　それとも真シンなのか？


　いま持ってる情じよう報ほうだけじゃ、もう、言葉の意味さえわからなかった。


　まあ、でも、シオンが変貌したあの姿すがたはおそらく──


　とそこでライナは、あのときのシオンの姿を思い出す。


　全身の皮ひ膚ふが金色に輝かがやき、その体の下に、暗く、醜みにくい、まるで絶ぜつ望ぼうのようなものが這はい回っていたあの姿。


　シオンの皮膚の下を、異い形ぎようのなにかが……複ふく雑ざつな紋もん様よう、呪じゆ文もん、魔ま法ほう、光、闇やみ、この世のありとあらゆるものが、這い回っているように感じられた。


　それはたとえば、世界を侵おかし尽つくす呪じゆ詛そのようななにか。


　不快な、なにか異お常かしなものが、シオンの中にいた。


　そして闇が。


　いや、闇よりも深い黒が、世界を埋うめ尽くす。


　景色が変わる。


　そして彼の周囲に突とつ如じよ現あらわれた何本もの黒い剣けんが……


　剣が……


「あ……」


　と、ライナはそこで、小さく声を上げた。


　そうだ。あのときライナは、魔法を放ったのだ。なにか強い、攻こう撃げきのための魔法を。だが、突如変貌したシオンが手を掲かかげると、その魔法に黒い剣が刺ささって、そして、消えてしまった。


　ライナの放った魔法が。


　まるで、初めからそんな魔法はこの世に存そん在ざいしなかったかのように、ライナの放った魔法が……


　でも、あのとき放った魔法は、いったいなん……


　そこで。


「…………痛いたっ」


　また、ライナは頭を押さえた。


　また例の、激はげしい頭ず痛つう、めまい、吐はき気だ。


　だが彼は、笑う。ひどく頭が痛いのに、彼は笑った。


　そうか。あのときか。稲いな妻ずま……


「……がぁ」


　頭痛が邪じや魔まする。激痛が邪魔をしてくるが、ライナは思考を止めない。


　稲妻……………………の…………ま……魔法を俺は…………シオンに使ったんだ。


　そして、消された。


　魔法を。


　まるで初めからこの世に存在しなかったかのように。


　それはこの世界、すべてから存在を消されたような感覚で。


　だが、それはどこまでの力だ？　俺の記き憶おくを操そう作さしただけか？　それとも。


　ライナは、フェリスのほうを見た。


　すると彼女はまた、妙みように心配げな顔をしてて、


「本当に、どうしたライナ。また上の空だったぞ。頭が、痛むのか？」


　が、ライナはそれに大だい丈じよう夫ぶとばかりに微ほほ笑えんでから、言った。


「いや、問題ない。それより聞きたいことがあるんだが」


「なんだ？」


「俺さ」


「うむ」


「普ふ段だん、どんな魔法使ってたっけ？」


「……魔法？」


　彼女が問い返してくる。


「ああ。俺が普段使ってた魔法。おまえ覚えてる？」


　すると彼女は走りながら腕うで組ぐみをして、小首をかしげた。


「ふむ。どうだったかな。なにかその……う～む？　まあ、私は、魔法にはくわしくないからな」


「でも、俺が魔法使うとこはよく見るだろ？」


「うむ」


「だけど俺、さっきのさ、『光くう燐り』はほとんど使わないじゃん？　あれ、威い力りよくが強すぎて相手殺しちゃいやすいし」


「使わないな」


「でもって『崩み雨すみ』も使わないよな。使ったあと、水みず浸びたしになってめんどいから」


　フェリスはうなずく。


「『紅くれ蓮ない』も『焰ほ陽むら』もないな。火や傷けどさせたくないし」


　またフェリスはうなずく。


「じゃあ、なんだ？　俺普段、なに使ってた？」


　すると彼女は困こまったような、困こん惑わくするような顔になって、


「……ううむ？　おかしいな。忘わすれた。いったい……」


　が、そこまでで十分だった。


　やはり、消されたのだ。


　フェリスの頭の中からも。


　誰だれの頭の中からも。


　この世界の、すべてからも。


　その存在を、完全に消してしまう力。


　でもそりゃ。


「……そりゃ、神レベルだろ……」


「神？」


　フェリスが聞いてくるが、ライナは答えない。


　あきらかにそれは、異い常じような力だった。いまの魔ま導どう技ぎ術じゆつで説明できないとか、そんなレベルの代しろ物ものじゃない。


　いや、ライナたちが集めていた勇者の遺い物ぶつにすら、そんな力を持ったものはないかもしれない。


　勇者の遺物すら超ちよう越えつした、異常な力。


　その力が、さらにライナを喰くって、シンになるという。


　それにライナは、思わず苦く笑しようしそうになる。


　シオンが巻まき込こまれてるものの、


「…………」


　あまりの、めんどくささに。


　勇者の遺物だけでもまるで手に負えてないというのに、おそらくこれは、それよりもさらに巨きよ大だいで、めんどくさくて、異常なものらしかった。


　まあ、だからこそシオンは、独ひとりで荷物を背せ負おおうと思ったのだろうが。


　だがその謎なぞを、解とく鍵かぎがまったくないわけじゃない。


　たとえば手がかりになりそうなキーワードは、もう、いくつもあるのだ。


　いままで、それが繫つながらなかったから意い識しきをしなかっただけで。


　本当に欲ほしいと思っていなかったから欲しがらなかっただけで。


　キーワードはもう、いくつも出てきていた。





　すべての式を編あむもの。


　すべての式を解くもの。


　αアルフア。


　ωオメガ。


　扉とびら。


　鍵。


　夢ゆめの中のあの赤い化物。





　そしてシオンが……


　いや、シオンの中にいる、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で見てもなんだかわからない化物が、ライナを喰ってなりたいと言っている、シンだか真だか神だが、よくわけのわからないもの。


　そう。手がかりがまったくないわけじゃない。


　キーワードは、揃そろい始めているのだ。


　そしてこれらの言キー葉ワードのほとんどが、国外からもたらされたものだった。


　だから国を出る必要がある。


　国の外からもう一度、この国を眺ながめてみる必要がある。


　ネルファ皇こう国こくから。ルーナ帝てい国こくから。カッスラーから。もしくは中央大陸の三大大国からこの国を眺めなおしたとき、まるで別の景色が見えてくるかもしれないのだ。


　いや、少なくともガスタークから見たこの国は、まるで、違ちがう景色を持っているはずだった。


　勇者の遺物を汚いやり方で集めまくっている北大陸のガスターク帝国。


　あいつらならもっと、シオンのことをよく知っているかもしれない。


　まあ、あいつらとは仲間を殺されていい思い出はまるでないのだが、それでもあの、ラフラやプエカを殺したリルとかいう奴やつなら、必ずなにかを知っている。


　なんせ去り際ぎわに、こんなことを言ってたんだから。





『……まあせいぜい、裏うら切ぎられないように頑がん張ばりな、狂くるった化物』





　裏切られないように頑張りな。


　それは、いまの状じよう況きようを予よ測そくした言葉だったんじゃないのか？


　シオンが、ライナを裏切ることを、知っていたんじゃないのか？


「…………」


　間違いなく、あいつはなにかを知っている。


　ガスタークはなにかを知っている。


　まあ、だからといって、魔ま眼がん狩がりをしているような奴らのところに『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保ほ持じ者しやのライナがひょいひょい行って仲良くできるわけもないので、あいつらから情じよう報ほう収しゆう集しゆうするのは難むずかしそうだが、でも、ローランドの外にはこういう情報がいくつも落ちてるんじゃないだろうか？


　いや少なくとも、ローランドではもう、調べることはなにも残っていないのだ。ライナが数年の歳月をかけて自分の『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』のことについて調べてきたのに、ほとんど手がかりが出てこなかったんだから。


　だが、一歩外へ出たら、こんな情報がぽろぽろ出てくる。


　ってことは、シオンの抱かかえた問題の鍵も、外には落ちてるんじゃないだろうか？


　そのためにも、ライナは、国を出る必要があった。


　シオンを、救うために。


　自分の瞳めが、いったいなんなのかを知るために。


「フェリス」


「ん？」


「やっぱり国を出よう」


　するとフェリスはなにをいまさらという目でこちらを見て、


「もう何度もおまえ、それを言っているぞ？　どうした？　本当にぼけたか？」


　それにライナは苦く笑しようして、


「いや、ほら、考えていくと、いろんなパターンで国を出なきゃいけない理由が見つかってさ、そのたび国出ようって言ってたら、そうなった」


　だが彼女は少しだけ、心配げな顔をする。


　ライナはそれに肩かたをすくめ、


「ほんとだって。なんかおかしくなってたりしないよ」


　だが彼女はライナの頭をぽんぽんたたき、


「私が見てないところで、誰かに頭をどうにかされたんじゃないのか？」


　それにちょっとだけ、心当たりはあったが、ライナは首を振ふった。


「いやいや」


　が、彼女は引かない。


「もしくは頭を強く打ったとか？」


「いや、それはおまえが剣けんでばんばん殴なぐってるじゃん」


　すると彼女はあー！　という顔で、


「あれのせいか！」


「かもよ？」


「ならいいな」


「よくないだろ！」


「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。あれはうまく殴ってるからな」


　という言葉に、きりもみ状にぶっとばされるほど強く殴っといて、うまく殴ってるもないだろと思ったが、まあ、そのへんは議ぎ論ろんしても仕方ないのでライナは話を進めた。


「ま、だからとりあえず国を出よう」


　彼女はうなずく。


「出るのは構かまわない」


　それを確かく認にんしてから、ライナは言った。


「でもその前に、一度ローランドの状況を確認しないとな……なんかネルファに戦争を仕し掛かけてるっていうし……今後この国がどうなっていくのかも予測しないといけないし」


「ふむ。で、その調ちよう査さにどれくらいかかる？」


「ん～、ま、一日？　兵士一人つかまえていまの国の状じよう態たいを聞き出して、街の人何人かに話聞いていけば、もうそれで十分でしょ。あとは、ネルファいって戦場を見るのが、シオンがいま、なにをしようとしてるのかが、一番わかりやすいだろうし」


　すると彼女は突とつ然ぜん足を止め、


「では、向かうさきは、ネルファか？」


　そして、北側のほうへと、目を向けた。


　その方向にはネルファ皇こう国こくがある。


　というか、メノリス大陸の最さい南なん端たんにあるローランドからは、他の、どの国も北側にあった。


　それにライナも足を止め、北側を見る。


「ま、別にルーナでもいいんだけどね……でもあそこはまだローランドの同どう盟めい国こくだからな。ローランドから追われる身の俺おれらからしたら、ローランドと敵てき対たいしてる国のほうが、楽だわな」


　まあでも、同盟国に、あっさり戦争を仕掛けてしまったローランドと、ルーナ帝国がいつまで同盟関係でいられるかは怪あやしいものだが。


　ライナは、背はい後ごを見る。


　さすがにもう、追手も彼らを完全に見失ってしまったようで、ついてきていない。


　それにライナは、自分にかかっていた加速の魔ま法ほうを解とく。


　すると筋肉が一気に緩むのを感じる。この魔法は脳のうのリミッターを無む理り矢や理り解かい除じよして筋肉の性せい能のうを限げん界かいまで使う魔法だから、ひどく、疲つかれるのだ。


　全身から力が抜ぬけて、はふっとため息をつく。それからフェリスのほうを見て、


「そろそろ、屋根じゃなくて、下歩く？」


「うむ。近くにうまいだんご屋もあるしな」


「まただんごですか？」


「私のすべてはだんごで回っているのだ」


「……まあ、それはそれで、幸せそうでいいけどさぁ。じゃ、歩きながら話そうか」


「うむ」


　そして二人は屋根から降おり、歩き始めた。


　ライナは続ける。


「それで国を出るにあたってなんだけど、やっぱほら、アルアも連れてかないとまずいと思うんだよね」


　アルアというのは、ライナたちがルーナ帝てい国こくで虐ぎやく待たいされているところを救い、この国に連れてきた、ライナと同じ『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保ほ持じ者しやの少年のことだった。ちなみに彼の幼おさななじみの女の子ククも一いつ緒しよについてきていて、いま、フェリスの実家の、離はなれで暮らしているのだが。


　しかしフェリスがそれに、表ひよう情じようを曇くもらせる。


「いや、アルアたちを連れて国こつ境きようを越こえるのは無理じゃないか？　我々は追われているのだぞ？　今後敵てきの追つい撃げきはさらに激はげしくなるだろうし、その攻こう撃げきからアルアたちを守りながら、国境を越えられるか……？」


「う～ん。無理だと、俺も思う……でもさ、といって俺らが勝手にここまで連れてきて、でもって今度は俺らが国を出るから、放り出しましたじゃ、まずいだろう？　シオンはそりゃ、優やさしいから、おいてっても面めん倒どうは見てくれるかもしれないけど」


　いや、いまのシオンは、どういう態度にでるか、ちょっとわからないか。


　たとえば人ひと質じちに取って、殺されたくなければ国へ戻もどって牢ろうに入れとかいわれると、ちょっと具合が悪い。


　そうなると絶ぜつ対たいに連れていく必要があるが、あいつら連れて追手から逃にげるのはちょっと、いや、かなり厳きびしい。


「さて、どうすっかねぇ？」


　ライナが言うと、しかし、フェリスは得意げな表情で、こちらを見てくる。


　ふふんってな感じで。


　そして彼女は、言った。


「ふふん♪」


「いや、顔見ただけでおまえになにか考えがあるのはわかったから、実じつ際さいにふふん♪　って言わなくてもいいぞ？」


「ふふふ～ん♪」


「あ～もうはいはい。で、いいからその考えを教えろって。なんかいい案があんだろ？」


　別べつ段だん期待しないで、彼は聞いた。


　すると彼女はうなずいて、言う。


「こうしたらどうだ？」


「どう？」


「うむ。イリスに、アルアたちを国外へ逃とう亡ぼうさせてやってくれと、頼たのむ、というのは、どうだろう？」


　彼女はそう言った。


　ちなみにイリスというのは、まだ十歳さいくらいの、フェリスの幼い妹のことだった。容よう姿しの綺き麗れいさも迷めい惑わくっぷりも姉そっくりで、姉と揃そろうと迷惑度が二倍になるから非ひ常じようにめんどくさい奴やつなのだが、やはり彼女も、強い。


　もちろんフェリスほどではないが、さすが化物揃いのエリス家の次女、たった十歳にして、そこらの一いつ般ぱん兵へいくらいじゃまるで相手にならないほどの力を持っているはずだった。


　フェリスが続ける。


「アルアもこの国にきてから、ククを守るんだなどとマセたことを言って必死に修しゆ行ぎようしていたしな。イリスとアルアが協力すれば、まあ、国境越えぐらいはたやすいだろう。少なくとも追われている我々といるよりは安全なはずだ。たとえ捕つかまったとしても、シオンのところへ送られるだけだろうしな。危き険けんはないと思うのだが、どうだろう？」


　なんて、フェリスの言葉に。


　ライナは思わず、


「な、なんか……なんか今日初めて、おまえまともな意見言ってない？」


　すると彼女は嬉うれしそうに言う。


「驚おどろいたか？」


「うん。驚いた」


「ならもっと驚いた顔をしろ」


「え～、そこに注文つけてくるの？」


「せっかく私が鋭するどいことを言ったのだから、『うわぁあああああああすげぇえええフェリス天才じゃねぇええええええええええ』と叫さけんで、おまえは地面を転がり……」


「まわるかぁああああああってね、突つっ込こむのもね、しんどいから、そろそろ話脱だつ線せんするのやめようぜ？　そうじゃなくても牢出てから、誰だれかさんが無む駄だ話しまくって暴あばれ回っから俺、けっこう疲つかれてんのに」


　するとフェリスは首をかしげ、


「誰かさん？　それはいったい、誰のことだ？」


「いや、それは君の胸むねに聞いてみればいいんじゃないのかな～？」


　ライナが言うと、彼女は突とつ然ぜん、はっ！　となにかに気付いたような表情で顔を赤らめて、自分の胸を隠かくすように押おさえると、


「そ、そのいやらしい目……わ、わ、私の胸に、いったいなにをしようとしてるの!?」


　いつものわざとらしい女口調で言った。


　それをライナは手で制せいして、


「いや、まじでもうついていけないんで、勘かん弁べんしてもらえませんか？」


　すると彼女は急にまた、無表情に戻もどり、


「つまらん！」


「いやつまらんって……国脱出したら相手してやるから、ちっとは我が慢まんしろって」


「絶対だな？」


「そんな相手されたいのかよ」


「うむ。そうじゃなくてもここ二週間、ほとんど誰とも喋しやべってなかったからな……退たい屈くつしていたのだ。早く国を出て、私の相手をしろ！」


　と、ふてくされたように言う彼女に、ライナは苦く笑しようした。


　なんだ。結局なんだかんだいって、寂さびしかったのだ。


「それじゃおまえ、シオンのとこにも二週間ぐらい……？」


　すると彼女はふてくされた顔のまま、うなずく。


「いくたびに、追い返された。体が液えき体たいに変わる、気持ちの悪い化物が何十匹ぴきもいてな……まるで近づけなかった……」


　体が液体に変わる、気持ちの悪い化物。


　その言葉に、ライナは顔をしかめた。


　それはあの雨の日に、シオンがライナを襲おそったときに連れてきたあの化物だった。


　狂くるった人体実験によって作られた化物。


　恐おそらく、何百、何千単位の犠ぎ牲せいの下もとに研究された強化兵だ。


　かつてのローランドで続けられていた研究。


　だが、シオンが王になってすぐに、中止されたはずの研究だった。


　シオンなら、絶ぜつ対たいに許ゆるさないはずの研究。


　しかしシオンは、それをやっていた。ライナが見ていない場所で。いつもの、好青年な笑え顔がおをこちらに向けながら、彼はそれをやっていた。


　その裏うらで、彼がどれほど苦く悩のうしていたのか、それはわからないが、でも、あいつは……


　あいつは人の死を、そんなに簡かん単たんに受け入れられるような奴やつじゃないことは、ライナが一番知っているのだ。


　深い苦悩と絶望。


　あの雨の日の夜、シオンの顔にはそれが浮うかんでいた。


　たった一人で重荷を背せ負おおうとしている顔。


　そしていま、そんな異い形ぎようの兵が何十人も配はい備びされ、シオンを、ローランド城じようを守っているという。


　ライナはそれに、


「…………」


　フェリスから目を外し、街を、そしてその向こうにそびえる城を眺ながめた。


　そこから見える景色はほとんど変わっていないのに、この国はやはり、まるで別物に変へん貌ぼうしてしまったようだった。


　さらにこの国は、同どう盟めい国こくであるはずのネルファ皇こう国こくにも侵しん攻こうしているのだ。それもフェリスの話によると、抵てい抗こうする兵だけじゃなく、女おんな子こ供どもまで皆みな殺ごろしにしているという。


　それはとても。


「…………」


　とてもシオンがやっていることとは思えない。


　だが、それもこの国の真実なのだ。


　そしてシオンの真実。


　彼が、あいつが俺らに見せないようにしていた、独ひとりで背負い込んでいた真実。


　ライナを殺す。


　人体実験を続ける。


　他国に侵しん略りやく戦争を仕し掛かける。


　そして、なにやらわけのわからない化物を体に宿す。


　まるで想そう像ぞうもしたことがないことが、この国ではいま、起こっているらしい。


　それを、まずは調べる必要があるのだが……


　とそこで、まずいことに気付いて、ライナは顔をフェリスのほうへ向けた。


「あ、やば、フェリス。ちょっとまずいことに気付いた」


　すると彼女はこちらを見る。


「なんだ？」


「いや、これから俺ら、国出るじゃん？」


「うむ」


「そしたらそれなりの準じゆん備びがいるじゃん？」


「そうだな」


「でも、俺がさ、ずっと泊とまってた宿屋って、俺いなくなったらやっぱ、すぐ解かい約やくされちゃったよな？　金払ってたの、シオンだし……となると俺の荷物は……もうない？」


　ライナがそう言うと、しかし、フェリスは馬ば鹿かかおまえはという顔で言った。


「解約されてなかったとしても、待ち伏ぶせされてるだろう。おまえは逃とう亡ぼう者しやだぞ？」


「あ、そうか。じゃあどうしよ。俺、着き替がえとか全然ないぞ？」


　すると彼女はあっさり、


「まあ、そこは大だい丈じよう夫ぶだろう。おまえは変へん態たいだからな。素すっ裸ぱだかで世界中を駆かけ抜ぬけても全然問題……」


「ありまくりね。おまけに俺ってば、もっとまずいこと気付いちゃったしね。金もへそくりも全部宿に置いてきてたから、服買う金もねぇよ」


　とそこで、彼女は突とつ如じよ、なにか思いついたとばかりに手をぽんっと打った。


　それにライナは聞く。


「お、またもこの状ピ況ンチを打開する、なんかいい案が出たのか？」


　すると彼女はうなずいてから、なぜか意地悪そうな顔になって、思いっきり言った。


「こんの、貧びん乏ぼう人にんがぁああああああああああああああああああああああああ！」


「…………………………ってね、まあ、そんなこったろうと思ったけどね……で、それ、言ってみたかっただけとか、そういうオチだろ？」


　彼女はこくりとうなずく。


「非ひ常じように気持ちよかった」


「そりゃよかったねぇ……はぁ……で、金どうしよ？」


「私は貸かさないぞ？」


「ってか、おまえ金持ってるの？」


「ない」


「噓うそ？　手ぶらでここまできたの？」


　が、彼女は首を振って、


「いや、おまえを捜さがすのに金をばらまいて情じよう報ほうを収しゆう集しゆうしていたから、財さい布ふには大量の金貨を入れていた」


　その言葉から、彼女が、ライナがいなくなってからの二週間を、どれほど頑がん張ばっていたのかがちょっとだけ垣かい間ま見みえて、彼は居い心ごこ地ち悪そうに少し肩かたをすくめた。


　それから聞く。


「じゃあ、その財布はどこよ？」


「持ってない」


「家に置いてきたのか？」


　しかしそれにも彼女は首を振って、


「いや、さっきまで持ってたのだが」


「どうした？」


「置いてきた」


「どこに？」


「だんご屋の、親おや父じの懐ふところの中に……」


　それに。


　それにライナはさっきの、『借金がぁああああ』と叫さけんでいた親父の悲ひ痛つうな姿すがたを思い出して、


「あ、ああ。そりゃあ……仕方ないか……」


　思わずそう言った。


　彼女もうなずく。


「うむ。仕方ない。まあ、あれだけあれば、だんご屋の一いつ軒けんや二軒は簡かん単たんに建つだろうが……」


「はぁ？　おまえ、金持ってきすぎじゃね？」


「うむ。全財産だ」


「うわ、おまえ、けっこう金持ってたのな……いや、まあ、貴き族ぞくだから当たり前なのかもしれないけど……」


　でも、彼女が全財産をばらまいて、彼を捜さがしていたというのはやっぱり……


「…………」


　やっぱりちょっと、居心地が悪い。


　ライナは苦く笑しようのような、微び笑しようのような、そんな曖あい昧まいな顔で彼女を見つめる。


　すると彼女はこちらを向いて、


「まあ、大半がおまえの名めい義ぎで借りた金だから、おまえは気にする必要は……」


「ってまああた俺おれの名前で借金したのかぁあああああ!?」


　ライナの悲鳴に、しかし、フェリスは、なにを驚おどろいているという顔で、


「だが、おまえを捜すための金だぞ？」


「いや、それはまあ、そうだけどさぁ……でもそれでも……」


「それにだんご協会への支し援えん金きんと……」


「ってほら、ほら！　ちょっと話がおかしくなってきたろ？」


「あと朝昼晩の食事をこれでもかと豪ごう華かにしていたらおもしろいように金がなくなってな！」


「おもしろくねぇええええええええっておまえは、なんでそういうことするかな！」


　ライナは叫ぶが、やはりフェリスは不思議そうな顔でこちらを見ると、


「なにをそんなに驚いている？　私がおまえの名義で借金するなんて、いつものことだろう？　どうせもう返せるレベルじゃないのだ。いっそいくらでも借りてやれ！」


　力強く言ってくるフェリスに、


「いやいやそういう思い切りのよさはいらないと思うぞ？　だいたい、俺の名前で勝手に借金しといて、おまえそこまで開き直っちゃうの？」


「うむ。直っちゃいます！」


　と、一点の曇くもりもない、いっそ気持ちがいいほど開き直りきった彼女の顔を見て、ライナは、


「……そりゃ……え～と……そか……うん。じゃあ……いいのかな？」


「いい」


　彼女のうなずきは、やはり力強い。


　ライナはそれに、


「そうか……いいのか」


　全然よくないような気がするが、なんか、まあいいような気がした。


　いまさら借金取りの一人や二人や三人や四人や百人や千人に追われても、ローランド軍に追われてるのに比くらべれば、たいした話じゃないような気もする。


　当面考えなきゃいけないことも他にあるし……と、彼は思考を元に戻もどした。


　とりあえず旅に出るにしても支し度たくをする必要があるし、そのためには金がいるし。


　ライナは、言った。


「なぁフェリス」


「ん？」


「さっきおまえ、全ぜん財ざい産さんをだんご屋の親父にやってきたって言ったじゃん？」


「言ったな」


「ほんとに全財産？」


「全財産だ」


「もう家にも金、残ってない？」


　すると彼女は一いつ瞬しゆん、なにか考えるような顔になってから、


「まったくないことはないが……しかし」


　それにライナはうなずいた。


「おまえん家ちも、待ち伏ぶせされてる？」


「うむ。普ふ通つうに考えれば、そうだろう」


「だよなぁ……じゃあ俺ら、無む一いち文もんで放ほうり出されたってわけだ。シオンがいるこのローランドで、無一文になるなんて、夢ゆめにも思わなかったなぁ」


　困こまったように腕うで組ぐみして、ライナは考える。


「さて、じゃあどうすっかねぇ。おまえも着き替がえがないんじゃ、まずいだろ？　そうじゃなくてもこれから他国に出るなら、その、ローランドの紋もん章しようがついた鎧よろいも脱ぬがなきゃいけないだろし」


　言って、彼は彼女の鎧を見る。


　彼女の鎧にも、胸むねの部分にローランドの紋章がついていた。


　ライナの言葉に、フェリスは自分の胸を見下ろす。


「ふむ。そうだな。今後これは、邪じや魔まになるか……」


「……ま、いまのローランドじゃ、そうなるな。他国からの印象もよくないだろうし」


「なら、新しい服か鎧がいるな」


「だね」


「となると、金か」


「うん。金だ。さて、どうしたもんかねぇ？」


　というライナの言葉をよそに、彼女は突とつ然ぜん、足を止める。


　ライナはそれに振ふり返って、


「どうした？」


　が、彼女は答えない。周囲を見回し、なにやらまだ、開店していない一いつ軒けんの店に目をやると、


「じゃあ、あそこだな」


　なんてことを言った。


「んぁ？　あそこって、なにが？」


　ライナは言いながらも、フェリスが見ているほうを見る。


　するとそこは、一軒の服屋だった。


　男ものも女ものも置いてある、わりと大きな服屋。


　それを見て、ライナは彼女が、なにを考えているのかわかった。


　強ごう盗とうだ。


　あそこの扉とびらをぶち破やぶって、服盗ぬすんで、おまけに金も盗んでいこうという、あれだ。


　最悪のことだ。


　人として、もっともやってはいけないことだ。


　それに。


　それにライナは、そりゃいくらなんでもおまえ、まずいだろと……


「あ～、他国じゃ俺ら、よくやったなぁ」


　まずいだろと、言ったりはまるでしなかった。


　フェリスはうなずく。


「うむ。銀行を襲おそうという手もあるしな。もしくは貴き族ぞくの館やかたを襲うとか……金のないものから盗めば強盗だが、金のあるところから盗めば義ぎ賊ぞくだ！」


　なんて自分にばっかり都合のいいセリフに、ライナは思わず、


「うわ～なんか、なんかそれ、懐なつかしいな。よく二人で盗みやったもんな？　私し腹ふく肥こやしてたルーナの教会も襲ったり」


「襲った襲った」


　と、二人はありえない話を懐かしそうに思い出す。


「でも、それやったらまじもんの逃とう亡ぼう者しやになっちゃうなぁ」


「うむ。だがそうじゃなくてもすでに逃亡者なのだ。問題ないだろう」


「おまけに俺ってば、借金取りにも追われてるらしいしね……」


「うむ。おまえが夜の街で、女遊びに狂くるっ……」


「ったことは全然ないけれど、でもまあそれはいいや。んじゃ、どうすんの？　あの服屋襲うの？」


　が、彼女は首を振る。


「それでは強盗になってしまうだろう。義賊の私はもちろん、私腹を肥やしている貴族の館を襲う！」


「へ？　そうなの？　じゃあおまえはなんで、あの服屋見てるわけ？」


　すると彼女は、服屋のガラスの向こうに展示されている、一枚の服を指さした。


　それは上下が分かれていない、ワンピースのような、それでいてそれなりに動きやすそうな服だった。色いろ遣づかいが鮮あざやかで、かっこいいような、かわいらしいような、まあ、なかなかの服だった。ベルトと、ブーツも一いつ緒しよに売られていて、横に新作という札がつけられている。


　ライナはそれを見て、聞いた。


「あれが欲ほしいの？」


　フェリスはうなずく。


「貴族たちから金を盗んで、あれを買う、ってこと？」


　またうなずく。


　それにライナは、


「でもあれで、旅できるかな？」


　その服は、わりと背せの高い彼女が着きたら、スカートがけっこう短くなるように、ライナには見えたのだが、彼女はあっさり、


「問題ない」


「そういうもんかね？」


「うむ。たとえ動きにくかったとしても、私はあれを着るのだ。あの腰こしのところのだんご柄がらが気に入ったからな」


　という言葉に、


「へ？　だんご柄？　そんなんあった？」


　ライナは服の、腰の部分を見る。するとそこには、だんごというよりも小さな水玉が三つ、並ならんでいるように見えるところがあって、


「あ、選んだポイント、そこなんだ？」


「当然だ」


「いやそこは当然じゃないだろ？」


「む？　なにかまずいか？」


「え～？　あ～、いや、まあ、あの服かわいいと思うから、まずいとこはないと思うけど」


「これで私は、常つねにだんご神様と一心同体だ！」


「よかったね～」


「うむ！」


　満足げに大きくうなずくフェリスに、ライナは苦く笑しようしてから、その、奥おくに展てん示じされている、男ものの服へ目を向けた。


「んじゃ俺は、あれにしようかな」


　彼が指さした先にあったのは、おそらくはフェリスが選んだのと同じ製メ造ー者カーの作りであろう服を着込んだ展示人形だった。


　それなりにデザインされているのに、動きやすそうなシャツとパンツ。そしてフェリスがだんご柄だと言い張っているロゴが、女ものよりはかなりひかえめに、小さくわからない程てい度どに入っている。


　どうもあのロゴが、この製メ造ー者カーの目印のようだ。


　するとフェリスはそれに、


「おお、おまえもついに、だんご教の信者になる日がきたか！」


　という発言を聞き流して、ライナは言った。


「だからおまえさ、貴族たちからさくっと金ぱくって、あのメーカーの服を適てき当とうにみつくろって、俺の分も買っといてよ」


　その、彼の言葉に彼女は真顔に戻もどり、こちらを見る。


「ん。それはつまり、分ぶん担たんするということか？　ではおまえは……」


「ああ。この国の状じよう況きようを、調べる。あと次にいく国をネルファにするか、ルーナにするかも情じよう勢せいしだいで考えなきゃいけないしな。ちょっと計画立ててみるよ。だから、おまえは旅の準じゆん備びと、あと、イリスたちに国を出るよう伝達する役目を、やってくれないかな？」


　すると彼女はうなずいた。


「いいだろう。では、何日後に合流する？」


　それにライナは少しだけ考える。


　何日間、調ちよう査さにかかるか、ではない。


　何日間、逃にげながら調査できるか、だ。


　おそらく今後、ローランド軍のライナ追つい撃げきは益ます々ます激はげしさを増ましていくだろう。


　その中で、どう立ち回るか。


　ローランド内でだらだらしている時間は、あまりないのだ。


「さっき言った通り、やっぱ一日だな。ゆっくりはしてられない」


　ライナは言った。


「明日の朝八時に、合流だ」


　するとフェリスはうなずき、


「わかった。明日の朝、いつもの場所で……」


　が、そこでライナは慌あわてて、


「あ、それだめ。おまえのいつもの場所ってどこだかわかんないから。だいたい、今日おまえ見つけんのに、俺がどんだけ苦労したと思ってんだよ」


「ふむ。じゃあ、どこで合流するのだ？」


　それにライナは、少しだけ考えて、言った。


「アソールドだんご茶屋は？」


「おお、アソールドか！　あそこの茶だんごはくせになるしな。ライナ、おまえなかなかの通ではないか！」


　と褒ほめられて、


「そりゃどうも」


　彼は適当にうなずいたが、別にアソールドだんご茶屋の、茶だんごが目当てでそこを合流地点に選んだわけではなかった。


　あの茶屋は街かい道どうをこのレイルードから北へ少しいったさきにある、最初の分ぶん岐き点てんだから、というのが、待ち合わせ場所に選んだ理由だった。


　北西へ進めばネルファ皇こう国こく。


　北東に進めば、ルーナ帝てい国こくだ。


　どちらも、ローランドの出口へと延のびている街道。


　それもこの街道は、あまり太くないうえに、少し遠回りなので、ネルファへ侵しん攻こうしているというローランド軍は通らない道だという理由もある。


　つまり明日。


　茶屋についたらすぐに旅立ち、その日の午後には、この国を出るということ。


「…………」


　シオンを救うために。


　おかしくなってしまったこの国を、救うために。


　そんなけっこうめんどくさそうな大たい儀ぎを抱かかえて、しかし、ライナはあまり緊きん張ちよう感かんのない、気負ってもいない、いつもの、どこか気け怠だるそうな声こわ音ねで、


「んじゃフェリス。いっちょ、やろうか」


「うむ」


　うなずく彼女に、ライナは言った。


「……あいつを。シオンの馬ば鹿かを、二人で救うぞ」


　それに彼女は、こちらを見る。


　少しだけ驚おどろいたような顔でこちらを見る。


　そして、かすかな。


　ほんのかすかな微び笑しようを浮うかべ、


「……うむ！」


　彼女はもう一度、うなずいた。




　第三章　闇やみに切り変わる一いつ瞬しゆん







　皆みな殺ごろし。


　皆殺し。


　敵てきとなる者は、たとえそれが女や子こ供どもであろうとも、皆殺し。


「…………」


　結局、そうなった。


　と、思った。


　思ったとおりになったと、彼はそう思った。


　シオン・アスタールが王になり、結局は、そういうことになった。


「…………」


　そう、ミラン・フロワード中ちゆう将じようは思った。


　綺き麗れいになでつけられた漆しつ黒こくの長い髪かみ。長身だが華きや奢しやな、線の細い体。珍めずらしい、黒い指ゆび輪わをはめた長い指。


　そしてはっとするほどの整った顔に、しかし、凍こおり付くような暗い、濃のう紺こんの瞳ひとみが光っている。


　それはまるでなにもかもを見下すような、呪のろうような、深く、暗い色を宿していた。


　その瞳をさらに鋭するどく細めて、彼はいまのこの国の情じよう勢せいに思いを巡めぐらせる。


　英えい雄ゆう王シオン・アスタールが作ろうとしているこの、完かん璧ぺきな国。


　かつての狂ったローランドに現あらわれた光によって導みちびかれていく国。


　彼こそはこの国に、いや、世界に覇はを唱えることができる王だと彼は思う。


　そしてそのための、暗い部分はすべてフロワードが担になおうと、そう思っていた。


　しかし。


　それももう終わりだ。


　いまや陛へい下かは……世界の、最も暗い部分を取り込んでさえ、その光を失わない。


　女を殺し。


　子供を殺し。


　人体実験を続け。


　反はん抗こうする貴き族ぞくたちを粛しゆく清せいし。


　もう誰だれも、彼にこの国で逆さからうことができない。


　見方によっては、暴ぼう君くんだ。


　かつてないほどの独どく裁さいを。我われを失うことができるだけの力を、すでに彼は持っている。


　誰もが恐きよう怖ふしてもおかしくないだけの力を、彼はすでに持っている。


　それでもなお。


　なお彼は、英雄王であり続ける。


　そんな彼に国民は熱ねつ狂きようし、配下たちは喝かつ采さいし、いや、人体実験をされた兵士たちまでが、英雄王シオン・アスタールのために死ぬことに、大きな意味を見いだしてしまう。


　それは、信じられないほどの力だった。


　魅み力りよく。


　人望。


　名声。


　声望。


　そのすべてが、彼に味方する。


　生まれついての王だ。


　強大な光と闇やみを、同じだけ抱かかえた、生まれついての王。


　暗い場所から彼を真っ直すぐ見てしまえば、目が潰つぶれてしまいそうなほどの輝かがやきをシオン・アスタールは放っている。


　だからこそ誰もが彼に心しん酔すいし、付き従したがい、狂くるう。


　人も。


　国も。


　世界もだ。


　だからこそ。


「……だからこそ私は……」


　彼は窓まどから外を見やった。


　玉ぎよく座ざの間まに続く廊ろう下かは、窓まどから入る朝の陽ひによって、光り輝いていた。


　まるでそれは、この先にいる男を、もしくはこの先にある、この国の未来を照らしているかのようだった。


　まあ。


「……陛下は、そうは思われてないでしょうが」


　言って、フロワードは薄うすく、冷たい笑みを浮うかべた。


　彼は、シオン・アスタールは悩なやむ王だから。


　今回のこのネルファの侵しん攻こうのことで、彼が心を痛いためていないはずはないのだ。それは見ていればわかる。


　だがそれでも、心を、痛めるだけだ。


　それで進むのを止やめたりはしない。


　心は痛めるが、決けつ断だんを間ま違ちがえたりはしない。


　ネルファでの虐ぎやく殺さつは、どうしても必要なことだった。それがわかっていて、決断ができなくなってしまうような王を、フロワードは主には選ばない。


　だが特に、あの、ライナ・リュートという障しよう害がいが消えて以来、シオンはさらに前に進む力を強めたように思える。やはりあの、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』の化ばけ物ものは、シオンにとっての癌がんだったのだ。


　だが、それも取り除のぞかれた。


　シオンは決断し、前に、進む。


「…………」


　そこでフロワードは足を止めた。


　目の前にはもう、廊下が途と切ぎれ、玉座の間が広がっていた。彼は一度頭を下げる。


　するとその奥おく。


　この国の王のみが座すわることを許されている玉座に座っている男が、うなずく。


「きたか」


「はい」


　フロワードは顔を上げた。するとそこには、英雄王がいる。


　気高い銀の髪かみに、誰もが魅入られる、なにものにも負けない、強い意い志しがこめられた金の瞳ひとみ。


　あの光が。


　と、フロワードは思う。


　あの光が、私の中の、深い闇やみを埋うめる力だ……


　そう彼は思う。


　フロワードは前へ進み、シオンの前に立つともう一度頭を下げた。


「……ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます、陛へい下か」


　それにシオンは肩かたをすくめる。


「別に機嫌はよくないが」


　フロワードは微び笑しようを浮かべる。


「知っております」


「知ってて言ったのか？」


「ええ」


「嫌いやな奴やつだな」


「それが私の役やく割わりなので……」


「はは。それを自分で言うか？」


　それにまた、フロワードは微笑む。しかしそれはひどく、冷たい微笑だが。


「それで……」


　フロワードは言った。


「私をお呼よびだと聞きましたが？」


　シオンはうなずく。


「おまえに頼たのみたいことがあってな」


「頼みたいこと、ですか？」
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　それに、フロワードは一いつ瞬しゆんで頭の中の、心あたりをいくつか探さがす。シオンが頼みたいこと、それはいったいなんなのか？


　ネルファ侵しん攻こうはいま、この国の元げん帥すいが一いち任にんされてやっている。クラウ・クロムだ。彼に任まかせておけば、間違いは起きないだろう。彼は優ゆう秀しゆうな男だ。ネルファの問題がフロワードに回されてくるようなことはないと思う。


　では、早くもルーナを攻せめるための相談だろうか？　そろそろ南大陸北部の、カッスラーへの対たい応おう策さくを考える必要もあるはずだ。


　もしくは国内の、まだ、闇に潜ひそんでかすかな抵てい抗こうを続けている貴き族ぞくたちの処しよ置ちについてかもしれない。


　それとも北大陸から圧あつ倒とう的な速さで南下してきているガスターク帝てい国こくの動向についてだろうか。


　だがそのどれもに、すでに適てき切せつな対応策が進められている。


　なら。


「…………」


　フロワードは思考をやめ、王の顔を見る。


　王の、思い悩なやむような表情を。そして。


「……ライナ・リュートですか？」


　するとシオンはうなずいた。


「ああ。仲間の手引きで、牢ろうを破やぶって、逃にげた」


「ほう」


「おまけにミラーが妨ぼう害がい工こう作さくをしている」


　それにフロワードは、笑った。


「ミラー少しよう佐さは、まだ、陛下の中にあるもののことを、知らないですからね」


　いや、本当のところ、フロワードもシオンの中に蠢うごめいている大きな力については、よくわかっていないのだが。


　でも予想はしている。


　それは王に必要な力だと。


　シオン・アスタールは選ばれし人間で、だからこそ彼に、その力が与あたえられたのだと。


　あの日。


　シオンがそれをフロワードに見せた日。


　すぐにそれを、彼は理り解かいした。


　彼が思っていた以上の重荷を、光を、闇を、シオンは抱かかえていて。


　それでもこの王は、前に進もうという。


　世界を変えようと言う。


　フロワードは続ける。


「では、ライナ・リュートを……」


「捕ほ縛ばくしろ」


「……扱あつかいは？」


「あいつは、国を裏うら切ぎった逃とう亡ぼう者しやだ」


「では殺しましょうか？」


　それにシオンは、表ひよう情じようを変えない。しかし彼の心にかかった雲くもは見える。


　ライナ・リュート。


　ライナ・リュート。ライナ・リュート。ライナ・リュート。


　やはりあの男は、癌だ。そうフロワードは思った。


　シオンが言った。


「……ああ。殺してもいい。生きたまま捕縛できれば一番だが」


　それにフロワードは、


「……わかりました」


　うなずいた。


　そしてすぐに踵きびすを返す。


「……では、いってきましょう」


　そのまま、広間を後にする。


　ライナ・リュート。


　彼もまた、おそらく、選ばれた人間なのだろう。


　これほど英えい雄ゆう王を、思い悩ますのだから。


　しかし人にはそれぞれ役やく割わりがある。


　シオンは世界を変える者。


　そして。


　ライナはその糧かてとなり、餌えさとなって、犠ぎ牲せいになる者なのだ。


　その、餌に、勝手な行動をとられるのは、ひどく目め障ざわりだった。


　フロワードは広間を出て、廊ろう下かをしばらくいったところで、呟つぶやく。


「さて、どうするのが一番いいのでしょう」


　ライナ・リュートを殺すのか。


　それとも生きたまま捕縛するのか。


　そのへんについても、少しずつ調ちよう査さは進んでいる。


　シオン・アスタールがいったい何者なのか？


　我われ々われに、この世界に、なにをもたらす者なのか？


　その調査は、もう、だいぶ進んでいる。


　そしておそらく、ラッヘル・ミラー少佐のほうも、それについての情報を集めているはずだった。そして調査が行き詰づまったから、ライナを逃にがしてみることにした。


　さっきのシオンの言葉を思い出す。


『仲間の手引きで、牢を破って、逃げた』


　仲間というのはおそらく、あのフェリスとかいう名の女だろう。


　だがあの女に情じよう報ほうを渡わたしたのはおそらく、ミラーたちだ。ミラーがなんとか、シオンの秘ひ密みつを探さぐろうとしている。


「……そんな回りくどいことをする必要は、ないのに」


　フロワードは微び笑しようした。


　知りたいなら、シオンに聞けばいい。別にもう、隠かくすことでもないのだから。それでも穴あなはすべて埋うめておく、というのが、ラッヘル・ミラーや、その部下のルーク・スタッカートのやり方なのだろう。そしてその抜け目のなさで彼らはこの国を生き抜き、シオンを掲かかげて革かく命めいまで起こしてしまった。


　その手しゆ腕わんは、素す晴ばらしい。手に余あまるほど優ゆう秀しゆうだと思う。


　でもそれでも今回のことは、やはり回りくどすぎると、フロワードは思った。


　そんなことをせずとも。


「……真相を、聞けばいい。そうでしょう？　ルシル・エリスさん」


　彼は、呟くように、もしそばに誰だれかがいたとしても、ほとんど聞こえないような声こわ音ねでそう言った。


　すると。


「……そうだね」


　声が、返ってくる。


　それも、目の前から。あきらかに誰も、なにも存そん在ざいしていない、目の前の廊下の中央から、声が返ってくる。


　そこに、いるのだ。


　目には映うつらないのに、そいつは、そこにいるのだ。


「…………」


　この、化物め。


　フロワードは、微ほほ笑えむ。


「やっと、会えましたねぇ」


「私は君をずっと見ていたけどね」


「ほう」


「君は優秀だよ。時として心が弱くなるシオンを、正しい道へ導みちびいてくれる」


　フロワードは首を振ふった。


「かいかぶりです。陛へい下かは……私などいなくても、常つねに正しい道へ進まれる」


「ああ、そうだね。でもそれを、君はさらに、手助けしてくれるんだろう？　最初に君は、言ったじゃないか。シオンに最初に会ったとき君は……」


　あなたの暗くら闇やみを担にないましょう。


　そう、言った。


　しかしいまや、シオンは光と闇、両方を手にしたまま、輝かがやくことができるようになってしまった。


　もちろんフロワードにとってもそれは、より動きやすくなったということを意味しているのだが。


　しかし、ルシルが言ってくる。


「君はより、前へ進めてくれるんだろう？」


　フロワードは笑う。


「あなたが言っているのは、ライナ・リュートへの処しよ置ちのことでしょう？」


　ルシルは、反はん応のうしない。しかしうなずいたのだと、フロワードは感じた。


　彼は続ける。


「陛下はライナを、殺すか、捕ほ縛ばくしろと仰おつしやった。だがあなたは……エリス公こう爵しやく殿どのはそれとは別の、処しよ遇ぐうを望んでいる？」


　反応は、ない。


　姿すがたすらない。


　化物と話すのはやはり、ずいぶんとやりにくいなと、フロワードは苦く笑しようしそうになる。それをこらえて、続けた。


「それはもちろん、私も同じ意見ですよ。陛下はあの、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保ほ持じ者しやのこととなると少し、ご慧けい眼がんの調子が鈍にぶりますからね」


　そう。シオンはライナ・リュートのことだけは、うまく対応ができないのだ。


　それはやはり、彼が特別な相手だからだろうか？


　古いにしえから繰くり返されるなにかの。


　勇者と、その生け贄にえの。


　光と、その悲しい悪あく魔まとのつながり故ゆえだろうか？


　それはフロワードにはわからない。いや、わかる必要はなかった。彼がするべきなのは事実を見、必要だと思ったことを必要なだけ、いや、ときにはそれ以上にやって、前へ進むということ。


　シオンはライナ・リュートを殺すことを望んでいる。餌えさにしないために。生け贄にしないために。


　もちろんそういう道もある。ライナ・リュートを殺し、再ふたたびアレが他の『複ひ写と眼み』に憑ひよう依いするのを待つとか。


　もしくは捕縛して、ライナ・リュートを研究し、なんとか彼を救う方法を見つけることもできるかもしれない。


　そして彼を救い、やはりアレが誰かの『複ひ写と眼み』へ乗り換えるのを待つ方法もあるかもしれない。


　しかしそれは、どちらにせよ、ひどく遠回りだった。


　それならこのまま、ライナ・リュートを他国へ逃にがしてしまうのはどうだろう？


　そうすれば陛下は奴やつを、助けることができない。


　助けられなければ。


　お互いが遠く離はなれていて、助け合えなければいずれそのときがきて、すべてが終わる。


　シオンはライナを喰くらい、正しい姿すがたを現あらわす。


　でも。


　でもそれも緩ゆるい。


　フロワードは、思う。


　それではまだ、不ふ確かく定てい要よう素そが強すぎる。仮かりにライナがどこかで誰かに殺されてしまえば、こちらの計画が狂くるう。


　仮にライナがシオンを、光から引きずりおろすなにかを見つけてしまえば、こちらの計画が狂う。


　そして仮にライナが……


「…………」


　まあ、こんなことは、万に一つもないと思うが、大きな力をつけ、シオン・アスタールを、いや、このローランド帝てい国こくすべてを相手にすることができるほどの仲間を、力を作りあげ、脅きよう威いになる可か能のう性せいだって、ないわけではない。


　それはすべてシオンを救うためという、自分のエゴを満たすための行動に過すぎないのだとも気付かずに、とんでもない脅威になってしまう可能性もないわけではない。


　そう。このまま外に出せば、あらゆる可能性が増ふえてしまうのだ。


　たかが餌に過ぎない、生け贄に過ぎない化ばけ物ものの思い上がりで、なにもかもを狂わされるわけにはいかない。


　となれば、


「……ライナ・リュートは、捕縛します」


「ほう？」


　ルシルが、答える。


　だが、フロワードは気にせずに、続ける。


「そして私が、陛へい下かの目の届とどかないところで、その日がくるまで監かん禁きんしておきましょう。彼の舌したを切り、手足を切せつ断だんして」


　決して。


　決してライナが、シオンの邪じや魔まをできないように。


「命さえあれば、大だい丈じよう夫ぶなのでしょう？」


　フロワードが聞くと、ルシルが答える。


「ああ。生きていて、あの呪のろわれた目さえ残っていれば、平気だ。十分、生け贄になれる」


「なら、首から下はいりませんね」


「怖こわいことを言うなぁ、君は」


　ルシルの言葉に、しかしフロワードは、おまえのような、ただ、いるというだけでこちらに死を感じさせるような化物に、言われたくないな、と思った。


　口には出さないが、きっとその気持ちはルシルには通じている。


　ルシルが言った。


「……ふふ。私が怖いかい？」


「ええ。怖いですね」


　フロワードは、素す直なおに答えた。


「殺されるかもしれないから？」


「いえ、あいにく、生まれたときから死を恐おそれたことは一度もありません」


「……では私の、なにを恐れる？」


　その問いに、フロワードは笑った。なにもない空間の、その奥おくを見つめて、冷たく笑った。


「あなたの、弱さをですよ。ルシル・エリス公こう爵しやく。陛下に強い影えい響きようを与あたえるあなたが……絶ぜつ対たい的な力を持っているように見えるあなたが……決して、強くはないことを……私は恐れる」


「ほう？」


　少し、興きよう味み深げにルシルはそう言った。


　だが、それ以上の議ぎ論ろんは無意味だと、フロワードは思う。どこにだって結局は、予よ測そくしきれないこと、不安定なもの、不確定なものはあるのだ。そのすべてをわかった上で、最後に笑えなければ、勝ったことにはならない。


　そしてフロワードは、シオンと、このローランドに、勝利をもたらすつもりだ。


　たとえどんな障しよう害がいがあったとしても。


　ライナ・リュートや、ガスタークや、もしくはこの、ルシル・エリスが邪魔をしようとしたとしても。


　最後には我われらが笑う。


　英えい雄ゆう王シオン・アスタールと、このメノリス大陸全土を統すべる、ローランド帝国が笑うのだ。


　まあ、でもそれまでは、


「……少し、長く話しすぎましたね。ここでぐずぐずしていては、反はん逆ぎやく者しやに逃にげられてしまう」


　それまではこいつも……このルシル・エリスという化物にも、利り用よう価か値ちがある。


　それと同時に、いつか敵てき対たいしたときに備そなえて、こいつを殺す方法も見つける必要がある。


　このローランドにからみつく化物を殺す方法を。


「このへんで、失礼します」


　フロワードは、歩き出した。


　目の前。


　ルシル・エリスの声が響ひびいてきていたほうへ。


　そしてすれ違ちがう瞬しゆん間かん、背せ中なかが凍こおり付くほどの殺気を受けたが、フロワードは表ひよう情じようを変えない。


　別に死など、怖くはないから。


　そのまま、歩いていく。


「…………」


　ルシルはなにも言わない。だが、感じた。彼は、フロワードを警けい戒かいすらしていない。当然だろう。彼はとんでもない化ばけ物もので、フロワードはおそらく、彼の足あし下もとにも及およばないのだから。まったく、相手にもされていない。それは感じる。せいぜい下を這はい回って、役に立ってくれればいい、それくらいにしか思われていない。


　でも。


「…………」


　それでいい。


　いまは怖がられる必要はない。


　警戒される必要はないのだ。


　フロワードなど、とるに足りない存そん在ざいだと思われているのなら、それでいい。


　暗く、じめじめとした暗くら闇やみを這い回る蛇へびに、毒どく牙ががあるということを、いま気付かれる必要はない。


　どうせ最後には。


　最後には、嚙かみつかれて、思い知るのだから。


「…………」


　フロワードは振ふり返らないまま、笑みを浮うかべた。ちらりと、白い歯がのぞく。冷たい、悪あく魔まのように暗い微び笑しよう。


　せいぜいいまは、いい気になっていれば……


「…………」


　と、そこで突とつ然ぜん。


「……君は勘かん違ちがいしている。私も、君のような人は、怖いよ」


　ルシルが、フロワードの後ろから、耳元に言ってきた。それは耳に、唇くちびるが触ふれるほどの距きよ離りで。


　フロワードはとっさに、そちらを向く。


　するとそこには、危あやういほどの美び貌ぼうを持った、金きん髪ぱつの男がいた。その化物は、フロワードの微笑をのぞきこむように見ていて。


　彼の心の内を、のぞきこむように見ていて。


　一目見ただけで、わかった。


　こいつは、人が触ふれることができるような代しろ物ものじゃないと。


　そんなレベルの化物じゃないと。


　なのにルシルは言う。笑って。まるでこちらをからかうように。


「だから警戒しておこう。君の力を。君の牙を。君の毒を」


　口調は軽いが、彼は本気だ。


　フロワードはそれに、震ふるえそうになる。


　絶ぜつ望ぼう的だった。


　これほどの力を持っていてなお、おごりがない。増ぞう長ちようがない。なら、どうする？　つけいる隙すきなんか、ないかもしれないぞ。


　なら、どうする？


　フロワードは、震えそうになる。


「…………」


　彼は、震えそうになる。


　だがやはりそれは、恐怖にじゃない。


　歓かん喜きだ。


　自分よりも深い闇を見た、喜き悦えつにだ。


　こんな化物を。


　こんな、とんでもない化物を。


「…………」


　私は殺すのか……


　そう思うと、あまりに大きな快かい楽らくに震えそうになった。


「……はは。馬ば鹿かな。私は、あなたとは敵てき対たいしませんよ。戦ったところで、殺されるだけですしね」


「へぇ。そうかい？」


「ええ。そうです」


　だがそれは、噓うそだ。


　私はいつか、こいつを殺す。その必要がある。なぜならこいつは、必要のないものだから。


　この化物は、こんな化物は、この世には必要のないものだから。


　だからこいつの中にある闇は、私の中に取り込こもう。この闇も、私が担になおう。やはり最初に言った通りだ。


　英えい雄ゆう王シオン・アスタールの闇のすべては、私が、担えばいいい。


「…………」


　フロワードは、そう思った。


　こいつの闇を超こえ、さらに深く、深く、暗いところまで手を伸のばす。


　もっと深く、もっと暗くだ。


　そして闇が濃こくなればなるほど、深くなればなるほど、シオン・アスタールは輝かがやきを増していく。


　その光が、私の闇を埋うめる。


「……私は、あなたには逆さからいません。意味のないことはしない主しゆ義ぎです」


「ふふ。そうかい？」


「ええ」


「ま、君がそう言い張はるのなら、いまはそれでいいけどね」


「では、これで」


「ああ」


　フロワードはもう一度頭を下げ、今度こそ歩き出した。


　背はい後ごに視線を感じる。


　化物の視線。


　だがまだ、振り返る時期ではない。


　こいつを殺す、時期ではない。


　だからフロワードは振り返らずに。


「…………」


　これから追う、別の獲え物もののことについて、考え始めた。





　　　　◆





　状じよう況きようは、最悪だった。


　なにもかもがむごく、汚きたなく、悲ひ惨さんで、悲しい。


　だが、別にそれをおかしいとは思わない。


　最悪じゃない戦争なんて、存在しないから。


「…………」


　彼は目の前の景色を眺ながめやり、顔をしかめた。


　眼がん前ぜんに広がるのは、景色一いつ杯ぱいの死体と、血の海だ。


　生きている者はいない。


　誰だれも生かすなと、彼がそう、命令したから。


　それは兵士だけじゃない。


　女も、子こ供どもも、すべて皆みな殺ごろしにしろと、そう命令したから。


『ローランドの力を世界へ見せつけるために、この国と争うのは損そんだとすり込むために、すべてを虐ぎやく殺さつしろ』


　それがシオンの命令であり、彼の命令でもあった。


　だから目の前には、あらゆる死体がある。


　怒いかれる兵士の、泣き叫さけぶ家族の、絶望する恋こい人びとたちの。貴き族ぞくも民たみも、人も動物も、身分も性せい別べつもまるで関係がない。


　あるのはただ、死、のみだ。


　ここまで徹てつ底ていしたやり方で誰かを殺したのは初めてだが、しかし、彼はそれで、別に気分が悪くなったりはしなかった。


　いや、それは違うか。


　いつだって、同じなのだ。


　子供を殺そうが、大人を殺そうが、女を殺そうが、男を殺そうが、誰かを殺せばいつだって、


「……胸むなくそ悪わりぃ……」


　クラウ・クロムは、吐はき捨すてるようにそう言った。


　燃もえるような赤い髪かみに、赤く鋭するどい瞳ひとみ。鋼はがねのように鍛きたえ込まれた鋭い体たい軀くを、ローランドの軍服に包んでいる。


　英雄王シオン・アスタールの第一の側近にして、ローランド帝てい国こく元げん帥すい。


　その、彼の名を知らない者は、国内はもとより、近きん隣りん諸国にもいないだろう。


　だがその名が有名なのは、ローランドの元帥としてではなく、戦場に現れる、死神としてだが。


　彼が──死神が現れた戦場では、血の雨が降ふるという。


　敵の返り血に右みぎ腕うでを染そめ上げ、戦場を疾しつ駆くする悪魔の姿に、誰もが恐怖する。


　そしてついた通り名が、紅こう指しのクラウ・クロム。


　戦場に彼が姿を現わしただけで。


　彼の、右腕に入った赤い刺いれ青ずみを見ただけで、敵の士気は落ち、あまりの恐怖に混こん乱らんが起きることすらある。


　だからこそ。


　だからこそクラウは、元帥が最前線に出るなんて頭がおかしいんじゃないかという制せい止しの声を振り切って、ここまでやってきたのだが。


　彼の名前の効こう果かで、敵が少しでも戦意を失い、逃にげてくれれば、犠ぎ牲せいを最小限にできると思ったから。


　だが。


「…………」


　クラウは目の前の大地を眺める。


　死体の山を眺める。


　そして悲しげに、顔をしかめる。


　彼がいまいる場所は、ローランド帝国からネルファ皇こう国こくの国こつ境きようをだいぶ北上した、テレンス伯はく爵しやくという名の貴族の領りよう土どだった。


　その領土内でも、一番大きい街を、いま、クラウ率ひきいるローランド軍は襲おそっていた。この先には、テレンス伯爵の居きよ城じようと砦とりでが控ひかえている。


　ちなみにこの地にくるまでにすでに、二人の貴族の領土を呑のみ込み、さらにこの領土内の村を五つ、街を二つ、壊かい滅めつさせていた。


　だからこの街と、そしてあの砦を落とせば、ローランドに接せつしている領土を持った貴族──つまり、ネルファの対ローランド防ぼう衛えい線せんは、崩れたことになる。


　それも、こちらがそれに要した時間は、ほんの一週間ほどだ。


　たった一週間の間に、クラウはネルファの民を、殺して、殺して、殺しまくった。


　その間に殺した人間の数は、もう、考えたくもない。


　力の差は歴れき然ぜんで、ネルファは、ローランドに対たい抗こうしうる力を、まるで持っていなかった。


　いや、エスタブール王国を併へい合ごうし、国力を倍にしたローランド帝国に、対抗できる国などこの南大陸には残っていなかった。


　だがそれでもローランドはこの一年、その前進を緩ゆるめたりはしなかった。


　シオン・アスタールはこの一年で、未来に起こると思われる戦争に備そなえを……


　いや、違ちがう。


　未来ではなく、いま、これからまさに始まろうとしている、世界戦争に備え、軍備の増強を怠おこたらなかった。


　練兵。徴ちよう兵へい。魔ま導どう研究。


　そして、人体実験。


　シオンはそれに、かなり力を入れていた。


　そしてローランドには、それを受け入れる素養があった。


　かつての、貴族どもの道楽のためだけに狂くるっていたローランドには、人を人とも思わない人体実験についての大量の資デ料ータが残っていたし、なにより貴族どもの専せん横おうを制限し、それを国民に還かん元げんしてやれば、いままで苦しい状況の中を生き抜いてきた民たちは、十分それで、潤うるおった。


　普ふ通つう軍備の増強をはかれば民にその負ふ担たんがいくはずだが、それをすべてシオンは贅ぜい沢たく放題を続けていた貴族から吸きゆう収しゆうした。


　そして最後には、国は潤ったまま、大おお幅はばに軍事力の底上げを達成してしまったのだ。


　正しい王の指し揮きの下もと、ローランドは、まるで別物の、巨きよ大だいな国家に成長していた。


「…………」


　そしていま、ここには、異い常じようなまでに士気の高い兵が揃そろっている。


　ただの兵ではない。人体実験で強化された兵と、この一年、戦争に備えて魔導研究と訓練を続けてきた、ローランド、および元エスタブールの混成軍。


　その数、一万。


　だが、そのたった一万の兵で、全ネルファ皇国軍八万八千を、壊かい滅めつしてくるように、クラウはシオンに命じられていた。


　そしてそれは、達成しつつある。


　すでにネルファの防衛線は破は壊かいした。


　こちらの損そん害がいはまだ、二人だ。


　その異常なまでのローランド軍の強さに、ネルファはすでに、戦意を失いつつある。


　だからこの戦いくさは、もう、


「……終わりだ」


　クラウは呟つぶやいた。


　いや、終わらなければならない。ここまではすでにシオンの計算通りで、大きな力の差と、虐ぎやく殺さつを見せつけられて、ネルファは主要部隊を出す前に、全面降こう伏ふくする。


　そうすればたとえ初めに民を殺したとしても、犠牲は最小限に抑おさえられる。


　人体実験も同じ発想だ。


　たとえ実験で大量の犠牲者が出たとしても、たった一万の兵で他国を圧あつ倒とうできるようになるのなら、最終的には犠牲は少なくなる。


　そしてその結果は、すでに出つつあった。


　このテレンス伯爵領が、いい例だ。


　ここまでの領地ではそれなりに兵が抵抗してきていたが、この領土の兵は、すぐに逃げ出してしまった。守るべき民を置き去りにして、逃げてしまった。きっと、テレンス伯爵もあの砦にはすでにいないのだろう。


　置き去りにされ、残った民は泣き叫んで逃げるのみ。


「…………」


　だが、クラウは決して攻こう撃げきの手を緩めない。


　ここがきっと、最後になるはずだから。


　ここで決まるのだ。


　ネルファで人を殺すのは、ここが最後になる。


　いや、必ずそうする。


　だから。


「…………皆殺しにしろ」


　クラウは、低く、暗い声こわ音ねで言った。


　その命令はすぐに全軍に伝達される。完全なまでに秩ちつ序じよある動き。それがいまの、ローランド軍だった。


　死体の山を越こえ、もう、ほぼ壊滅状じよう態たいの街へと、兵は進む。


　おそらく四時間もあれば、城も、砦も、ローランド軍に蹂じゆう躙りんされるだろう。


　ここにも死体の山が築かれる。


「……ほんとに」


　クラウはそれに、もう一度、言った。


「ほんとに、胸むなくそ悪わりぃ戦だ」


　だが、必要だから、やる。


　シオンはずっと、この一年、たった独ひとりでそういう戦いを続けてきたのだ。


　そしてこれからは、部下である自分たちがそれに応こたえなければならない。シオンはローランドの王なのだから、汚よごれ役は、部下に押おしつけておけばいいのだ。


　まあ、出兵前に、クラウがそう言ったときには、シオンが、


『なら、なぜおまえが前線へ出る？　おまえは後ろにふんぞり返って、部下に汚れ役を任まかせてもいいんだぞ？』


　などと言っていたが。


　そして最後に、あいつはこんなことを言った。


『……汚いことをさせて、すまない』


　そのときのシオンの、疲つかれたような、悲しげな顔を思い出して、クラウは少しだけ笑った。


「……まったく。あの馬ば鹿かは、なんでも独りで抱かかえ込こむからな……」


　そしてそのまま、クラウは一度後ろを振り返る。


　南の方角。


　ローランドがある方角だ。


　さすがにここからでは、あの巨きよ大だいなローランドの居きよ城じようは見えないが。


　空は、晴れ渡わたっている。南西のほうから気になる雲が流れてきているようだが、まあ、あの雲がここらに雨を降ふらす前には、この地での戦せん闘とうは終わっているはずだ。


　クラウは小さく、ため息をついた。


　と、そこで。


「クラウ元げん帥すい閣かつ下か！」


　彼が見ていたのとは逆ぎやく、北東のほうから知った声が聞こえて、そちらを向く。


　するとそこには、馬に乗って駆かけてくる一人の若わかい士官の姿すがたがあった。


　後ろでまとめた金きん髪ぱつに、理知的な瞳ひとみ。背せはそれほど高くないが、しっかりと鍛きたえられているのがわかる体たい軀く。


　シュス・シラーズだ。


　シュスは、クラウよりも六つ下の十九歳さいという若さながら、数あま多たの戦場で彼を支ささえてきた、古参の腹ふく心しんの一人だった。


　常つねに冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきし、情じよう報ほうを集めてくれる。


　いまも彼は、今回のローランド軍の侵しん攻こうについてのネルファの反はん応のうを探さぐってくれていたのだが、やっと帰ってきたらしい。


　シュスはクラウの前に馬を止めるとすぐに降おりて、ひざまずいた。


「ただいま戻もどりました、元帥閣下」


　それにクラウは顔をしかめ、


「元帥閣下はやめろ」


「ですが」


「いいから。おまえ、俺おれといったい、何年の付き合いだと思ってるんだ？　兵も出で払はらってる。他人行ぎよう儀ぎな態度はやめろ」


　するとシュスは少しだけ決まり悪そうな顔になって、


「しかしやはり、ここは戦場ですから……元帥閣下」


　それにクラウは、うんざりと手を振った。


　こいつは、いつもこうなのだ。ちょっと生き真ま面じ目め過ぎるところが、欠点というか、長所というか、いや、やはり欠点だろう。


　クラウはあきらめて、聞く。


「それで？」


「はい。いい報ほう告こくと悪い報告、それにおもしろい報告が二つ、あわせて四つあります」


「ふむ。で、おまえはどれから聞かせたい？」


　それにシュスは少し考えるようにしてから、悪いた戯ずらっぽい顔になる。


「では、いい報告から順にお伝えしましょう」


「はは。それで最後に悪い報告を聞かせて、気分を悪くしてやるって？　おまえも意外と、そういうところ性せい格かく悪いよな」


　するとシュスは微ほほ笑えんだ。


「上官に似にたんでしょう」


「上官って誰だれよ？」


「えーと、誰でしたっけ？　赤せき髪はつで、鉄みたいな体をしてる人ってことだけは覚えてたんですけど」


　と、シュスは赤髪のローランド軍元帥を見つめた。


　だがクラウはそれに、


「赤髪って、誰だったかなぁ。カルネか？」


　なんて言葉に、シュスはまた笑う。


「いえ、カイウェル少しよう将しようが赤髪だった記き憶おくはありませんが……まあ、そういうことにしておいてもいいでしょう」


「ああ。そうしとこう。あいつほんとに性格悪いもんな。おまけに人ひと妻づま好きのスケベだし」


「はは。まあ、女じよ性せいの趣しゆ味みがあまりよろしくないというところは否ひ定ていはしませんが……カイウェル少将はいまごろ、くしゃみでもしてるんじゃないですか？」


「それで汚～いとか言われてフラれたり？」


「そうそう」


　二人は笑った。


　ちなみにカルネ・カイウェルというのは、クラウと同じ、軍部時代からのシオンの部下で、いまではクラウと並ならんで、英雄王の左腕とまで呼ばれている男なのだが、それでもカルネとシュスは年も近い上に、シオンの下についたのもほぼ同じ時期だったので二人はそれなりに仲がいいせいか、冗じよう談だんも遠えん慮りよがなかった。


　しかしカルネは少将。


　シュスはいまだ少しよう尉いのままだ。


　理由はシュスが、昇しよう級きゆうをこばむためだった。身軽なままで、クラウの仕事を手伝いたいという理由で彼はいま、この場にいた。


　クラウとカルネは、シオンに。


　しかしシュスはあくまで、クラウに従したがうことを選んだ。


　そしていまも、この、汚い戦争を始めるときも、彼は真っ先にクラウとともにくることを選んでくれた。


　クラウが今回はこないほうがいいと言っても、彼は微ほほ笑えむだけで、


『こういう、汚いことをするために、私は兵になったんです。他の民たみに、もういない、死んでしまった家族に、二度と汚いものを見せないために。かつての、あの狂くるったローランドのような景色を見せないために、私が先にいって、それをすべて見ておきましょう』


　なんてことを言う。


　それに、おまえは真面目すぎる。それも馬ば鹿か真面目だとクラウが言ったらシュスはおどけて、


『あはは。そうですよ。僕ぼくは真面目なんです。で、その僕よりも真面目で、馬鹿みたいにすぐに自分を捨すて石にしようとする上官を守るために、僕はいくんですよ。あなたはローランドには絶ぜつ対たいに必要な人ですからね。あなたが死にかけたとき、一度ぐらいは身代わりが必要だと思って」


　それにクラウはふざけんなよと、俺より先に死んだら、殺すぞ、と言って聞かせたが、シュスはにこにこと笑うばかりで。


『はは。死んだらもう、殺せないでしょう？』


　と笑うばかりで。


「…………」


　だが、こいつの言ってることは、わかる。


　汚れ役は、自分がやればいい。


　それで誰かが救われるのなら、それで十分だ。


　そのために、俺たちはいるんだから。


「……それで？」


　クラウは聞いた。


「じゃあ、いい報告から聞こうか？」


　シュスはうなずく。


「ネルファ皇こう国こくの首しゆ脳のう部ぶが……ローランドに対する降伏を決めました」


「…………」


　それは、クラウが待ち焦こがれていた報告だった。


　最小の犠ぎ牲せいでネルファ皇国に降伏させ、さらにそのことによって、カッスラーやルーナにもローランドの強さを見せつけ、今後の展てん開かいを有利に運ぶ。


　今回のネルファの降伏によって、それがうまく回り始める、はずなのだが。


　しかし。


　クラウは、目を細めた。


　いまのネルファの情勢は、そう、うまくいきそうな感かん触しよくではないのだ。


　実はいま、ネルファ皇国は大きく二つに割われている。


　一つはローランドと同どう盟めいを結んだ名君、グリード・ネルフィ王と、それに付き従う貴き族ぞくたち。


　もう一つは、ローランドがエスタブール王国を呑のみ込み、大国の仲間入りしたことを危き険けん視しする、反ローランド勢力の貴族たち。こちらはネルフィ王の第一皇おう子じをかつぎあげ、それなりに勢せい力りよくを拡かく大だいしようとしていた。それもグリード・ネルフィ王が病やまいに伏ふしたのをいいことに王を名乗り、それこそローランドが攻せめ込んでいなければ、先に南に進軍してきていたかもしれない勢いで。


　その真っ二つに割れた勢力の、どっちの首脳部が降伏を決めたのか。


　まあ、予想はつくが。


「グリード・ネルフィが、降伏を表明したのか？」


　クラウが言うと、シュスはうなずく。


「はい。ご高こう齢れいとはいえ、やはりネルファ皇国を一代で建て直した王ですからね」


「すぐにローランドとの戦力の差を理り解かいして、無む駄だな血を流す不毛さに気付いたか。賢けん王おう健けん在ざいってとこだな」


「はい」


「じゃあ、この戦はもう、終わりだな」


　クラウはそう言いながらも、しかし、表情を緩ゆるめない。


「だが、悪い知らせもあるんだろ？」


　シュスは、神しん妙みような顔でうなずく。


「で、悪い知らせのほうは？」


「そのグリード・ネルフィ王が……」


　そこまで聞いただけで、クラウは頭を抱えたくなった。


「……死んだか？」


「はい。降伏を表明して、すぐに」


「老ろう衰すいか？」


　クラウは、そんなはずないと思いながらも、一いち応おう聞いた。


　するとやはり、シュスは首を振ふる。


「殺されました」


　誰に？　とは、もう聞かない。反対勢力の、息むす子こに殺されたに決まっている。


　シュスが続けた。


「ネルフィ王は、自分の首と、そして次期王位継けい承しよう者しやだったスターネル皇おう子じの身み柄がらの拘こう束そくで、今回の戦争を終わりにしてもらえないかと、提てい案あんしていたのですが……」


　ちなみにスターネルというのが、反ローランド帝国を掲かかげ、グリード・ネルフィ王に反旗を翻ひるがえしていた皇子だ。


「それでその、ネルフィ王の降伏案を、スターネルが嫌いやがった？」


「はい」


「で、保ほ身しんのために親殺しをしたと」


　シュスはうなずく。


「ローランドに身柄を拘束されたら、きっと殺されると半狂きよう乱らんになって、殺したそうです」


「ったく、馬ば鹿か皇子だな」


　クラウは、苦く笑しようした。


　しかし、皇子の予想は、正しい。


　今回の戦争では、王族は一人も生かしておかないつもりなのだ。


　王族を皆みな殺ごろしにし、そして発表する。


　ネルファは一度、ローランドの進軍を妨さまたげ、抵抗したから、王族を皆殺しにした。


　しかし、最初から全面降伏するのならば、今後は王族も、ローランドの貴族として迎むかえ入れ、地位や身分を保ほ証しようしよう。


　これにはきっと、相当な効こう果かがある。


　戦争を、するかしないかを決めるのは、貴族や王族だ。そして王族が、もし、ローランドの侵攻を許したとしても、その地位や身分が保証されるのなら、どうなる？


　みながみな、グリード・ネルフィのような、自分の身を挺ていして民を守ろうとするような賢かしこい王ではない。


　保身に流され、きっと、降伏する。


　それだけ無駄な争いが減へり、犠牲が減る。


　そのために、悪いがネルファ皇国には、見せしめになってもらう必要があった。


　シオンからは、王の、二親等以内の親族は、すべて殺せと命令を受けている。


　そしてきっと、グリード・ネルフィも、それはわかっていたと思う。だが、駆かけ引きをしようとしたのだ。自分の首を差し出し、息子を拘束させ、それで許ゆるしてもらえるよう、駆け引きしてきたのだ。


　だからこその、素す早ばやい降伏。


　まだ、最初の防衛戦が崩くずれただけ。まだ、ネルファ軍の本体、七万が登場する前。


　いち早く降伏するから、それほどローランド軍は圧あつ倒とう的な強さだったと世間に喧けん伝でんするから、許してもらえないだろうか？


　それは本当に賢明な判はん断だんで。


　いまならその意見は、通ったはずだった。


　ローランドに侵しん攻こうされて、たった二週間でネルファは落ちた。


　王族を皆殺しにするつもりだったが、すぐに降伏したから褒ほう美びに身分と地位を保証した。他の国もすぐに降伏したほうがいい……という方向で、話を持っていくこともできる。


　いまなら本当に、最小限の犠牲で、ことはなったはずなのだが。


　グリード・ネルフィは、死んだ。なにも理解していない、自分の保身しか考えていない息子に殺されて。


「で、馬鹿息子は、親おや父じを殺してからどうした？」


　その問いに、シュスは少し疲つかれたような顔になる。


「兵一万に、ローランド軍撃げき退たいの命令を……」


「ほぉ。で、兵一万を犠ぎ牲せいにして、俺らを足止めにしてる間に、自分だけ逃にげるって？　まるで、ダメ貴族の鑑かがみみたいなやつだな」


　が、しかし、シュスはそれに、うなずかない。ただ、暗い顔でこちらを見るだけで。


「いえ、スターネルはまだ、逃げてません」


「ああん？　じゃあ、なにしてる」


　クラウが聞くと、シュスは一度息を吸すい、言葉をためる。


　そして、言った。


「虐殺を……」


「なっ」


　クラウは、思わず驚おどろきの声を上げる。


　だがシュスは、気にせず続ける。


「……民を殺して、奪うばうだけ奪ってから、北へ逃げるつもりのようです」


「…………」


　クラウはそれに、もう、なにも言わなかった。


　本当に、最悪の展てん開かいだった。


　まさかここまでは、読み切れなかった。自国の民を殺し、奪ってから逃げるなんて、そこまで腐くさりきってるなんて。


　これじゃ、普通に攻せめ込こんだよりも、犠牲が増ふえる。


　おまけに、ネルファ側にはもう、ローランドに対して降伏する役目の奴やつが、いない。つまり、ネルファは降伏しないのだ。


　そして降伏の表明がなければ、ローランドは、殺し続けるしかない。


　死ぬとわかっていて攻め込んでくる一万の兵を殺し、民を殺し、ネルファを破は壊かいし尽つくすことになる。


　クラウはそれに、


「…………」


　本当に頭を抱かかえたくなった。


　だから、戦争は嫌きらいなのだ。


　いつもなにもかもがむごく、汚きたなく、悲ひ惨さんで、悲しいから。


　最悪の状じよう況きようを想定していたはずなのに、それよりもいつも、もう一歩ひどいから。


　ここから。


　ここから方向転てん換かんすることはできない。ネルファを破壊し尽くしたとしても、ここでの殺さつ戮りくにはやはり、意味があるのだ。


　今後の戦争で、犠牲を少なくするために。


　本当に最悪な戦争だが、それでもそれを、さらに最悪なものにしないために。


　仕方ない。やるか……そう、クラウが言おうとしたところで、シュスがさらに続けてくる。


「しかしそこで、少し、おもしろい話がありまして」


「ん？」


　それに、クラウはシュスのほうを、見る。そういえば、いい報告と悪い報告の他に、おもしろい報告とかいうのが二つあると、さっきシュスが言ってたのを、思い出した。


「おもしろい話？」


　クラウが聞くと、シュスはうなずく。


「さっきの、スターネルが南へ向かわせた一万の兵がですね」


「ふむ」


「こちらへ、向かっていません」


「んぁ？　そりゃどういうことだ？」


「それが……なにやらその、トアレ・ネルフィという名の男が兵を率ひきいて一度、東のほうへ兵を動かしたという噂うわさなのですが……」


「トアレ……？」


　その、名前に、クラウは聞き覚えがあって、そう問い返した。


　シュスはうなずく。


「トアレ・ネルフィ、です。なんでも死んだグリード・ネルフィ王の孫だとか」


　そこで、クラウは思い出した。


　出兵前に、フロワードが言っていたのだ。


『いまのネルファにはこのローランドの脅きよう威いになるような人材はまるでいませんが、それでも一人だけ、気をつけてください。名前はトアレ・ネルフィ。スターネル皇子の、妾しよう腹ふくの息むす子こで、現在は国の中ちゆう枢すうからは引き離はなされているのですが、ネルファが傾かたむき、もしも彼に権けん力りよくが渡わたされるようなことになったときは……真っ先に彼を、潰つぶすことをおすすめします』


　奴はそう言った。


　そしてあのフロワードがそこまで言うトアレというのがどんな奴なのか、少し気になってはいたのだが、そうか。


　この状況で兵の方向を、変えてくるか。


　妾腹の息子。


　そういやシオンも借め外かけ腹ばらだった。


「荒あれ地に生える……雑ざつ草そうは強いって？」


　クラウが言うと、シュスは肩かたをすくめる。


「シオンさんは、荒れ地に生えてるといっても、花ですけどね」


「はっ。ありゃ綺き麗れいに見えて、食虫植物だぜ？」


「もぉ～。せめて、バラとかにしてくださいよ。棘とげがあるとか」


「ああ～、確たしかに、シオンはバラとか似に合あいそうだな。口にくわえて、手をぱんぱんってか？」


　その、言葉に。


　シュスはなぜか突とつ然ぜん、顔を歪ゆがめる。なにかを我が慢まんするように震ふるえ出す。そして最後に、ぶはっと笑って、


「ちょ、変なこと言わないでくださいよ！　想そう像ぞうしちゃったじゃないですか」


　彼は顔を真っ赤にして、笑いをこらえようとしている。


　それを横目に、クラウは考えた。


　風向きは、思ったほど悪くなったわけではないようだった。


　フロワードの話によると、トアレというのはそれなりに人望もあり、能のう力りよくも高いそうだ。


『私が、一度は消そうと思ったほどです。まあ、たまたま魔ま術じゆつ師しと剣けん士しの妙みような二人組に邪じや魔まされて、断だん念ねんしましたが……』


　だが、いまはその、魔術師と剣士の妙な二人組というのに、クラウは感かん謝しやしていた。もしそのとき、フロワードにトアレが消されていれば、こういう展てん開かいにはならなかったのだから。


　まだ、少ない犠牲で戦争を終わらせる道は、残されている。


　トアレがこの国の王になり、降こう伏ふくを宣せん言げんすれば。


「…………」


　そしてその後、トアレを殺せば。


　トアレ・ネルフィの首で、戦争を終わらせることができる。


「……どちらにせよ、まだ、大量の人が死ぬがな」


　クラウは独ひとり、呟つぶやくようにそう言った。


　とそこで、とあることに気付いて、シュスのほうを見た。


「……しかし、おまえは優やさしいなぁ」


　それに驚おどろいたように、シュスは聞いてくる。


「へ？　なんの話ですか？」


「いまの、話だよ」


「はい？」


「結局、これからやることは結けつ構こうめんどくさそうなのに、おまえの話す順番のせいで、まだ希望があると最後に思えるような感じだった」


　するとシュスは嬉うれしそうにする。


「元げん帥すい閣かつ下かのご機き嫌げんを取れたのなら、私はそれで、幸せです」


「だから元帥閣下って呼ぶな」


「で、まだ、おもしろい話がもう一つ残ってるんですが、元帥閣下」


「だぁから」


　しかしシュスは無む視しで、続ける。


「それもこれは、閣下の話ですよ」


「ん？　俺おれの？」


「はい」


「なんだよ？」


　それにシュスは、クラウの腕を、指さす。


　右腕。


　真っ黒に染そまった、右腕を指さした。


　それはかつての、紅こう指しのクラウ・クロムと呼ばれたころの、赤い刺いれ青ずみが入った腕とは、まるで違ちがった。


　あの腕は、『殲イーノ滅・ド眼ウーエ』とかいう魔ま眼がんを持った化ばけ物ものに、喰くわれてしまったから。


　だからいま腕についているのは、義ぎ手しゆだ。それも呪のろわれた義手。


《禁きん呪じゆ詛そ》によって再さい生せいされた、特とく殊しゆな腕だ。


　いまはもう、なじんでしまってほとんど自分の腕と変わらないように使えるが、それでも常つねに、その腕は漆しつ黒こくに覆おおわれ、宿主を喰くい殺そうと狙ねらっている。


　いわゆるローランドで行われている狂くるった人体実験の一つだ。


　かつての赤い刺青もそうだったが、今回はそれよりもさらにひどい、しかし大きな力を秘ひめた化物を、彼は、その腕に宿していた。


　クラウはその、漆黒の腕を見てから、聞いた。


「で、俺がどうしたって？」


　するとシュスはおもしろそうに言った。


「通り名が、変わってました」


「ああ、もう、腕赤くないしな。じゃあ、紅指のクラウから、なにになった？　もうちょいかわいげのある名前に、変わったかね？」


「はは。クラウさんに、かわいい名前は似に合あいませんよ」


「ま、別にかわいくなくてもいいけどな……しっかし、なんでまた、俺ばっかすぐ通り名がつくんだ？」


「人気があるんでしょう」


　しかしそれを、クラウは鼻で笑った。


「馬ば鹿か言え。人殺しについた通り名だ。ただの悪名だろう？　で、その悪名が、どう変わったって？」


　するとそれに、シュスは少し笑ってから、言った。


「黒こく手しゆの死しに神がみ、です」


　死神、ね。


　クラウはそれに、再び自分の黒い腕を見て、思う。


　まだ、この戦場ではその腕の、呪詛の力は解かい放ほうしていないのだが、それでも、同じことだ。


　この腕は、すでにたくさんの命を奪うばってきた。


　だから自分だけが安全な場所で、幸せになるなんてことはもう、望めないことを彼はよく知っている。


　自分だけが幸せになるにはもう、人の死を、たくさん見み過すぎたから。


　そしてこれからも。


「……ん」


　と、そこで。


　クラウは素早くその、黒い腕──通り名で言うところの『黒手』を動かした。


　するとその手は、どこからか飛んできたナイフをつかんでいる。


　別にナイフが飛んできた方向になど、目をやらない。ただ殺気だけでナイフの軌き道どうを読み、受け止めてしまったのだ。


　きっとそれを人が見たら、彼のことを化物と呼ぶだろう。


　燃もえるような赤い髪に、鋼はがねのような肉体。


　戦場に現あらわれた、黒手の死神。
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　そしてクラウはナイフを投げ返す。飛んできた、数倍の勢いきおいと、正せい確かくさでナイフを投げ返す。


　悲鳴が上がった。


　人が倒たおれる音がした。


　だがやはり、彼はそちらを見ない。


　そいつが男だったのか、女だったのか、大人だったのか子供だったのか、それは関係ない。


　どうせ殺すのだ。


　これからもしばらくは、このネルファの人間を殺し続けるのだ。


　だから見ない。


　だから彼は、見る必要はないと、考える。


　ただ。


「…………」


　ただ少しだけ。


　疲つかれたような、悲しそうな顔をするだけで。


「…………悪わりぃな」


　戦場の死神はうめくようにそう、呟つぶやいた。




　第四章　その闇やみを切り裂さくための一いつ瞬しゆん







　光をよけ、駆かける。


　深夜の、もう明かりが消えたローランド帝てい国こく軍のとある施し設せつの一つ。


　その廊ろう下かをライナは、いつもの気け怠だるげな彼からは想そう像ぞうもできないほどの速さで走っていた。


　大きく目を見開き、黒い瞳ひとみの中央に浮うかぶ朱しゆの五ご方ぼう星せいで、目の前に展てん開かいされている魔ま方ほう陣じんを見る。


　廊下の向こう側。


　三人の衛えい兵へいがこちらへ魔法を撃うとうとしている。


　いや、一人はもう撃った。


　一番腕うでが立ちそうな男が完成させた『光くう燐り』は、もう、よけてしまった。


　それに男は驚きよう愕がくして、


「こ、この距きよ離りで『光くう燐り』をよけるなんて……」


　化ばけ物ものだ、という、言われ慣なれた声を聞きながら、ライナは走る。


「この距離で『光くう燐り』を外すおまえが悪わりぃのにな」


　と言ったときには次の衛兵の魔法が完成しようとしてる。


　今度は『紅くれ蓮ない』だ。


　しかしライナは、その魔法展開速度に、倍する速さで、別の魔法を生み出す。


　走りながら光の魔方陣を描えがいていき、すぐに完成。


　相手が呪じゆ文もんを唱える途と中ちゆう。


「求めるは焼しよう原げん〉〉〉・紅くれ……」


　その、途中で、


「求めるは水すい雲うん〉〉〉・崩み雨すみ！」


　ライナの描いた魔方陣の中央に、圧あつ縮しゆくされた液えき体たいが集まり、弾はじけ、激げき流りゆうとなって敵てきへと放たれる。


『紅くれ蓮ない』を構こう築ちくしようとしていた衛兵が言えたのは、これだけ。


「そんな馬……」


　たったそこまで言ったところで、『紅くれ蓮ない』の衛兵と、そしてさっき『光くう燐り』を放った衛兵は、激流に押おしやられ、廊ろう下かの一番向こうの壁かべに激げき突とつし、倒たおれ、気き絶ぜつする。


　多少手て加か減げんして魔法を放ったのであれで死ぬことはないだろうが、それでも骨ほねの数本は折れているだろう。


　いつもはあともうちょっとだけ力を弱めるのだが、今日はその余よ裕ゆうがなかった。


　応おう援えんを呼よばれないよう、絶対に一発で気絶させる必要があるのだ。


　なんせここは。


「…………」


　ライナは目だけで、周囲をぐるりと見回す。


　明かりが消えて暗くて見えにくいが、真っ黒い石を積み上げて作られた、堅けん牢ろうそうな建物。


　ここは、ローランド軍の情じよう報ほう部ぶが入っている建物の、一つだった。


　その中でも、恐おそらく一番警けい戒かいの緩ゆるそうな場所を選んで入ったのだが、それでもここは、敵地のど真ん中のど真ん中だ。


　ちょっと気を抜いて、応援を呼ばれたりすれば、さすがのライナも殺されかねない。


　だから魔法をわりと強めに撃ったのだが、しかし。


「…………」


　ライナは腕がちょっとだけまずい方向に曲がっている衛兵の一人の姿すがたを見て、


「……ちょ、ちょっとやりすぎたか？　で、でも、でもあの、こっちもちょっと必死だから、我が慢まんしてな。ごめんな」


　気まずげな顔で言った。


　そしてさらに、最後に残った衛兵の一人のほうへと走っていく。


　その一人はもう逃にげ腰ごしで、廊下の向こう側へ応援を呼びにいこうとしているが、


「逃っがさないぞ～」


　ライナは、ぐいぐいとそいつとの距離を埋うめていく。


　いつもの彼を見ている者がいまの姿を目にしたら、きっと、なんでそんなに速く走れるのに、いつもは亀かめより鈍のろく歩ってんの？　と聞きたくなるほどの速さ。


　さすがにそれに、すぐに追いつかれるとわかったのか、衛兵はひぃっと声を上げて腰からナイフを抜いた。そして振り返りざまにそのナイフを、投げる！


　だがライナはあっさり、


「ほい」


　ナイフを受け止め、


「これも～らい」


　自分の腰のベルトの背せ中なかの部分に収おさめてしまう。


　それに衛兵の顔が、今度こそ絶望に歪ゆがむ。


「……な、なんなんだ……なんなんだこいつ……なんでこんな化物が二級情報部を襲おそって……く、くそが！」


　そして往おう生じよう際ぎわ悪く、光の魔ま方ほう陣じんを描いてこちらを迎げい撃げきしようとした衛兵のところへ、


「遅おせぇよ」


　ライナは、たどりついた。


　そのまま衛兵が描こうとしていた光の魔方陣に手を突っ込こみ、それを描き変えてしまう。


　たったいま考えて作り出した、構こう造ぞうがいまいち滅め茶ちや苦く茶ちやな即そく席せきの魔法を完成させてしまうと、呪文を、


「求めるはぁ、えーと、なんか煙けむりね〉〉〉・煙！」


　もう、そのまんまの呪言を、唱える。


　すると魔方陣の中央から、もくもくと煙が生み出され始め、衛兵の視し界かいを奪うばう。


「な、なにも見えない!?」


　と怯おびえる衛兵。


　その横で、


「う、うわ、なんも見えねぇ」


　ライナの視界も奪われてしまっていて、完全に失敗魔法だった。


「まずったなぁ」


　言いながら、衛兵の気配を探さぐる。


　衛兵は逃げようとしていた。


「だ、誰だれか……」


　声を上げて、助けを呼ぼうとしている。


　だがそれを、


「応援は、呼ばせないよ」


　ライナは後ろから背中をつかみ、首を絞しめて、気絶させてしまった。


　衛兵はその場に、ばたりと倒たおれる。


　それで戦せん闘とうは終しゆう了りよう。


　ライナは周囲に充じゆう満まんする煙を『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で見つめ、その構成を読み取ると、


「あ……滅茶苦茶に作ったから、意外と解呪法がめんどい……」


　言いながら、再ふたたび手を躍おどらせる。


　光の魔方陣が描かれ、周囲に充満する煙を解呪する魔法を、作る。


「求めるはぁ……えーと、なににしよ、かっこいい名前がいいよな、さっきのは、あまりにもあまりだったもんな……ええと、じゃあ、


　求めるはぁ、消え雲〉〉〉・き、消えろ！」


　結局、あまりそういうセンスは、彼にはないようだった。


「……いや、ええと、うん。なんだかなぁ」


　はふっと、ため息をついた。


　意い識しきに強く働きかけるような強い言葉のほうが魔法の威い力りよくは強くなるのだが、まあ、そのへんは魔ま導どう学者が研究するような分野だし、


「俺おれってば、魔導学者じゃないし、いいよね？」


　と、言ってももう、周りに彼の問いに答えるような人間は残っていないが。


　彼が創つくった魔法に吸すい込まれて、煙が消える。すると周囲に、夜が戻もどってくる。


　窓まどからの月明かりだけに照らされた、暗い廊ろう下か。


　いま、彼がいるのは、ローランド帝てい国こく軍二級情報部の建物の、六階の廊下だった。


　ちなみに最初は一級情報部へ潜せん入にゆうしようとしたのだが、さすがにそこは警けい備びが厚あつすぎて、入るのは無理そうだったので、ここに変へん更こうしたのだ。


　なんせ一級のほうには、例のあの、液えき体たいに変身するような化物が警備にあたってたし。シオンが王になったときに解体されたはずの、魔法騎き士し団だんの制せい服ふくを着てるっぽい男たちも数人いたし。


　あそこに忍しのび込んだら、さすがに死ぬ、絶ぜつ対たい死ぬと思い、こちらに潜入したのだが。


　といってもまあ、ここもそんなに警備が緩ゆるいわけではないのだけれど。


「…………」


　ライナは、足あし下もとに倒れている衛えい兵へいを見た。


　この階にくるまでに彼は、すでに衛兵五十人、深夜でも残っていた職しよく員いん十二人を音もなく、一人ずつ、誰だれにも気付かれないように気絶させていき、やっとここにたどりついたのだった。


　もうそれは、信じられないほど大変な作業で。


　なんと、全部で四時間かかった。


　忍にん耐たい強づよく、相手が一人や二人になったところを狙ねらって気絶させていき、はや四時間。


　夜十一時からここに潜入して、現在、夜中の三時だ。


「あ～もう、まじ疲つかれた」


　ライナはげんなり言う。


　まあ、五階に到とう達たつしたあたりから段だん々だんめんどくさくなって、さっきのような感じで五、六階を制圧したのだが。


　というか、五、六階も一人ずつゆっくり始末するようなやり方でやっていたら、きっと朝になっていたろうと思う。


　だが、いまはもう、ここは完全にフリーだった。


　全員気絶させ、この施し設せつはライナの調べ放題の状じよう態たいになっている。


　そんな、待ちに待った状じよう況きように、ライナはわくわくして、


「……うあ～、こっから調べ物とか、まじめんどくさいんだけど……」


　いや、もう夜遅いし、わくわくする気力なんて、まるで残っていなかった。


　それでも彼は残り少ない気力を振り絞しぼって、とぼとぼと六階の部へ屋やの一つに入っていった。


　するとそこには書類の山があった。それを手に取り、熟じゆく練れんした、とんでもない速さでページをめくり始める。


「……おっと、こんなとこでシオンの馬ば鹿かに毎日毎日馬鹿みたいに書類仕事させられた成果がでたなぁ……」


　それにまた、彼はシオンのことを思い出す。


　いかにこの一年、あいつにこきつかわれたかを思い出し、


「……次会ったら、まず殴なぐろう。思いっきり殴って思い知ったかーとか言ってやろう……」


　言いながら、彼はページをめくっていく。


　しかしこの部屋の資し料りようはどうも彼が求めているものじゃないようだったので、隣となりの部屋へ。


　そして再ふたたび同じ作業。


　それを終えたら、また隣の部屋。


「…………」


　ちなみにもう、ここにくるまでに、彼が欲ほしい情じよう報ほうはすでにほとんど手に入れていたのだが。


　彼は今日一日、本当にローランド中を飛び回っていた。


　朝は街の人に話を聞いて回り、追手に見つかって逃にげて、昼は貴き族ぞくの館やかたを襲おそい、貴族の持っている情報や、いまのローランドがどう動こうとしているのかを聞き出した上に金も奪うばって逃げて、そしたらまた追手に襲われて数人殴り飛ばしてから隠かくれて、ほとぼりが冷めたころにまた街にでてきて酒場やら路ろ地じ裏うらやらで自じ称しよう事じ情じよう通つうな情報屋たちに話を聞いたりしていたのだ。


　それでもう、いまのローランドがどういう状況にあるのかは、おおよそわかっていた。





　１・おもだった貴族はほとんど粛しゆく清せいされ、その力は大おお幅はばに制せい限げんされてしまった。





　まあ、これは民みん衆しゆうは喜ぶだろう。英えい雄ゆう王シオン様のおかげですという声がたくさんあった。シオン様はか弱い民の味方なんだそうだ。





　２・ローランドはこの一年であらゆる問題に対たい処しよし、力を大きくつけた。そして近きん隣りん諸国は、そんなローランドを危き険けん視ししはじめている。南大陸連合を作って、ローランドを潰つぶそうという話まであったくらいなのだが、その連合話がまとまる前に、ローランドはネルファを襲った。やはり英雄王は頼たよりになる。





　これも、まあ、ライナはよくわかっていたことだ。この一年でこの国がつけた力の一部には、ライナの頑がん張ばりも入っているわけだし。まあ、その中でも軍事力が一番伸のびていた、というのは彼が知らないところだったが、いまから考えれば、シオンがそこらへんの手を抜くはずもなかった。


　やり方が少し、気にくわないが、


　しかしおかれている状況から考えれば、まあ、仕方ないと言えなくもない。





　３・戦争をしているにもかかわらず、民の暮くらしが豊ゆたかになった。このまま国土が広がれば、より、豊かな暮らしができるんじゃないか？





　それには、ライナは疑ぎ問もんを感じていた。戦争を続けて、豊かになり続けることなど、不ふ可か能のうだと彼は思っている。


　人の死の上に自分の幸せを積み重ねて、それで満足できるはずがない。


　それはシオンが一番知っているだろうし、第一、ライナはいまだに、ローランドが軍ぐん備びを増強する必要があったのかどうかに、疑問を感じている。


　確たしかに北大陸のガスターク帝てい国こくが勇者の遺い物ぶつで武ぶ装そうし、圧あつ倒とう的な強さで南下を始め、あの大国ストオル帝国まで下したのは脅きよう威いだ。


　そしてその力を恐おそれ、中央大陸の三つの大国も軍備増強を始めたという。誰もが戦争に目を向け始めた。他人の領りよう土どに目を向け始めた。


　今後世界は、いまだかつて経けい験けんしたことのない、戦火の炎ほのおに包まれる可能性がある。


　だがそれでも、それはまだ、遥はるか北のほうの話だ。それまでにシオンは南大陸を、軍事力ではなく、戦争ではなく、話し合いで取り纏まとめることはできたんじゃないだろうか？


　いや、普ふ通つうは無理だと思う。


　そこらの馬鹿王じゃ無理だと思う。


　だが、シオンにはそれだけの力があったと、ライナは思っている。


　争わずに、ガスタークや他の超ちよう大国に対たい抗こうするだけの力をつけることはできた。そしてその時間もあった。


　なのにシオンは……


「おまえは、なにを焦あせってる……？」


　ライナは、ページをめくっていく。


　そう。


　シオンは焦っているのだ。


　ひどく焦っている。


　焦って前に進もうとしている。


　たった独ひとりきりで。親友に一言の相談もなく、なにもかもを抱かかえ込こんで。


　でもそれはなぜだ？


　なぜいま、同盟国に攻せめ込む必要がある？


　今回の虐ぎやく殺さつだって、他の国を降こう伏ふくさせるための、パフォーマンスだ。


　シオンはネルファだけでなく、ルーナも、カッスラーも、いや、南大陸全土を欲ほつしている。いや、中央大陸や、北大陸まで制せい圧あつするつもりかもしれない。


　しかしそれはなんのためだ？


　自分の、欲よくのためか？


　あれを手に入れたから、次はもっといいものが欲しい。もっと大きい、もっとすごいものが欲しい。


「……馬ば鹿かな。あいつは……」


　あいつは、そんな奴やつじゃない。


　ライナが一番よく知っているのだ。


　あいつは、初めて会ったときから弱虫だった。人が傷きずつくのをひどく恐おそれる。仲間が傷つくのをひどく恐れる。そしてそれを、すべて自分のせいにする。


　王になったのだって、そのためだ。


　人を、仲間を、民を守るため。


　あいつが王になったのは、決して自分の欲のためじゃない。


　あのとき。


　シオンと二人で、初めて出たあの戦場で。


　あのときはまだ、ライナもシオンも学生の身分で。


　仲間たちが皆殺しにされて、キファがローランドを裏うら切ぎって、ライナが、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』を暴ぼう走そうさせてしまったあの戦場で、シオンが言った言葉を彼は思い出す。


　あいつはこう言った。あいつ自身はなにも悪くないのに、悲しそうな、自分を責せめるような顔でこう言った。


『…………君を仲間にしたのは俺の過か失しつ。タイルや、トニーやファル……仲間が死んだのも俺の過失。戦争が起きたのも……俺がいま王じゃないのも……』


　あいつは、戦争を嫌きらっていた。


　無む駄だに人が死ぬのを嫌っていた。


　なのにいま、あいつは焦って人を殺している。


　その理由は、なんだ？


「おまえは……シオンはいったい、なにに焦っている？」


　するとそこで。


「……奇き遇ぐうですね。それを私も、調べてるんですよねぇ」


　なんて声が突とつ然ぜん、上がった。


　それもいま、ライナがいる部屋の、中から。


　それにライナは驚おどろいて、顔を上げる。


　すると明かりのない闇やみの中。


　さっきまでは誰だれもいないと思っていた部屋の奥おくのほう。窓まど際ぎわの机つくえの上に腰こし掛かけて、手に、書類を持っている男の、後ろ姿すがたが見えた。


　大おお股またで歩けば、ほんの五歩ほどいった場所。それほどそばに近ちか寄よられて、しかし、ライナはそいつの気配に、気付くことができなかった。


　これは非ひ常じように、


「…………」


　非常に、まずい。


　それはつまり、こいつが、とんでもなく強いということを、意味している。


　ライナに気付かれずに、この部屋に潜せん入にゆうしてきたなんて。


　いや、もしくはここに、最初から潜ひそんでいたのか？


　ライナは男の背中をにらみつけて、言った。


「……ずっと、ここにいたのか？」


「ええ」


　男は、簡かん単たんに答える。


　その声に、ライナは聞き覚えがあって、頭を抱かかえたくなる。


　彼はこいつを知っていた。


　男の、後ろ姿を見つめる。


　まだ若わかいはずなのに、真っ白になってしまった長い髪かみ。そしてあの、老成したような、優やさしげな、それでいて知ち性せいの光が感じられる、声。


　それだけでもう、こいつが誰なのかが、わかる。


「……ルークか」


　ライナが言うと、男は振り返る。


　にこにこと、穏おだやかな顔。長身なライナよりもさらに少し背の高い、ローランドの軍服を着込んだ細身の体。


　見た目の年ねん齢れいは二十四、五歳さいくらいなのに、真っ白に色が抜け落ちてしまっている、特とく徴ちよう的な髪。


　思った通りだった。


　そこにいたのは、ルーク・スタッカートだ。


　ライナの幼おさななじみである、ミルク・カラードの部下だ。


　いつもはへらへら笑っていて、まるで保ほ育いく園えんか幼よう稚ち園えんの先生のようなツラをしてるのに、実じつ際さいはこんな狭せまい、人気のない場所で、ライナに気配を気取られないほどの、実力を持っている。


　ライナは、なにが起こっても対たい応おうできるように全身を緊きん張ちようさせながら、言った。


「じゃ、おまえもここで、調べ物でもしてたのか？」


　するとルークは笑う。


「まさか。あなたを待ってたんです」


「……なんで、俺おれがここにくることが……」


「はは。少し考えれば、わかることでしょう？　あなたのいまの力では城しろへ、シオンさんのところへ話を聞きにいくことはできない。一級情報部へも、まあ、あなたほどの力を持っていれば入れるかもしれませんが、その後国外へ逃とう亡ぼうすることを考えると、強敵と戦って負ふ傷しようしたりするのはさける必要がある。だから潜せん入にゆうすることはできない。じゃあ、まあ、この二級情報部ぐらいを調べてよしとして、国を出ようか……あとの情報は、ネルファにいってから調べればいい……そのためにはネルファとローランドが、いま、本当のところどういう状じよう況きようなのかだけがわかればいいから、その書類を見つけたいのだけれど……なかなか見つからない……さて、じゃあそれはどこだろう……と」


　そこで、ルークは手に持っていた、書類の束を掲かかげて見せてくる。


「で、その書類はここに、私がまとめておいてあげたんですが……」


　そう言って、優しく微ほほ笑えむ。


　ライナはその微び笑しようを、にらみつけた。


「つまりおまえは、俺がここにくるのが完全にわかってたってことか？」


「まあ、そうですね」


「……で、俺を殺す、と？」


「それは、さて、どうしましょう」


　とぼけた表情でそう言うルークをにらみ、ライナは言う。


「だが少なくとも、この部屋におまえお得意の罠わなは張はってんだろ？」


　そして周囲を見回した。


　そうなのだ。こいつの一番厄やつ介かいなところは、罠の張り方が異い常じようなまでにうまいというところなのだ。


　魔ま法ほう構こう築ちく速度や、動き、戦闘能力自体は、それほどではない。いや、それでも通常の一いつ般ぱん兵へいなどとは比くらべものにならないほど強いが、それでも、ライナの敵ではない。


　敵ではないはずなのだが、こいつに、ライナは勝てる気がしなかった。


　こいつと戦うと、まるでなにもかもを、すべてを読まれているような、そんな感覚に陥おちいってしまうのだ。


　こいつの掌てのひらの上でただ、踊おどらされているような、そんな感覚。


　ライナが見た限かぎり、部屋に罠があるようには見えなかった。


　しかしルークは笑って、


「あなたが一階で戦い始めたころに、私も二時間もかけて頑がん張ばって罠を張ってたんですよ」


　あっさりそう言った。


　やはり、罠があるのだ。そしてライナはそれに気付くことができない。


　致ち命めい的だ。もう、ほとんど負けは決まっているようなものだった。


「…………」


　いや、それともこれも、こいつお得意の噓ブラフか？　本当は罠なんてないのだけれど、言葉の罠でライナを動けなくするための、ブラフ？


　ライナは目だけを動かし、暗い部屋に隠かくされた罠を、必死に探さがす。




[image: ]


　するとそれにルークが横を指さし、


「たとえばあなたの右横にある、ナイフが飛び出してくる罠」


　刹せつ那な。


　パチンっと背はい後ごで音が鳴った。


　ライナはとっさにそちらを見る。


　そしてそれが、致ち命めい打だだった。


　音が鳴ったのは、ルークが飛ばした輪ゴムが書類棚だなにあたって弾はじけた音だった。


　そしてライナはそこに、気をそらしてしまう。


　その隙すきを突ついて、ルークがこちらに移い動どうしてくる。ナイフをこちらの首に一直線に……


　が、ライナは笑えみを浮うかべ、


「そうくると、思った」


　一歩下がり、よける。


　ルークはそれに驚おどろいた顔で、


「あら、よけられた」


「はっ。そう何度もおまえの罠をくらってばっかいられ……」


　だが、そこでもまだ終わらない。


　ルークは今度は、左横を指さし、言う。


「あ、でも罠はこっちだった」


「馬ば鹿かが。もう騙だまされ……」


　とそこで、ゴガンと、左横で鳴って。


「ゴガン!?」


　ライナは思わず、そう叫さけんだ。あきらかにそれは、輪ゴムの弾けた音じゃない。


　じゃあなんだ？


　いや、そっちを見たら、今度こそルークにナイフで刺さされるんじゃないのか？


　いやいやでも、さすがにゴガンを見ないわけには、いかないだろ。だってゴガンだぜ？　パチンじゃないぜ？　ゴガンって、なんか、とんでもないもんがでてきてんじゃ……


「ああああああああもうくそがぁ」


　一いつ瞬しゆんの間に脳のうの中で激はげしい論争が繰くり広げられたあと、結局我が慢まんが出来なくなって、ライナはそっちを見た。


　するとそこには、なにやらクマのぬいぐるみが書棚の中から飛び出してきたところで、それが床ゆかに、落ちる。


　そして。


「…………」


　そしてただ、それだけ。


「ってなんだよ！」


　ライナが怒ど鳴なると、ルークは笑った。


「どうです。気に入りました？」


「なにがっ!?」


「なにって、ぬいぐるみですよ。かわいいでしょう？」


「かわいくねぇよ！」


「あれ、そうかなぁ。ぬいぐるみ屋さんで、店員さんに一番かわいくて、人気があるのはなんですか？　って聞いて買ったんですが……ミルク隊長への、お土み産やげ……」


「ってンなことはどうでもいいいいいい！　ああもうだから、おまえはいったい、なにしたいんだよ！」


　なにやらこいつは、今日はライナと真しん剣けんに戦うつもりはないようだった。


　にもかかわらず、こいつの言葉やら罠にまどわされまくって、ライナはもう、げんなりした顔で言った。


「……おまえと戦うのってなんか、脳と心がすげぇ疲つかれるから、嫌いやだ」


「私だってあなたと戦うのは嫌ですよ。基き本ほん能のう力りよくはすべてあなたのほうが上なんだから、一つ戦せん略りやくをミスれば、私は殺されてしまう。まあ、私はミスしませんけど」


「おまえ、顔に似に合あわず、意外と嫌味な奴やつだよな……」


「はは。私が優やさしくするのは、ミルク隊長にだけですからね」


「へぇそうですか」


「ええ。そうです」


　満足げに言うルークを見つめ、ライナははぁっとため息をついた。


　本当にこいつと話していると、疲れる、と思った。なにもかもお見通しというこの顔を見ていると、なんだか自分がやってることがすごく馬鹿げてることのように思えてくるからだ。


　ライナは顔を上げ、ルークを見る。


「それで、おまえはだから、どういう用事でここにきたんだよ？　俺に会いにきたんだろ？」


　するとルークはうなずいた。


「……ええ、そうですね。あなたに会いにきました。反はん逆ぎやく者しやの、ライナ・リュートさん」


「おっと、いま俺は、この国では反逆者ってことになってんの？」


「なってます」


「別に、反逆なんてしてないのに？」


　聞くと、ルークは肩かたをすくめた。


「……反逆してなくても裁さばかれる……この国では、よくあることでしょう？」


　それにライナは、ルークから目をそらし、床に落ちたクマのぬいぐるみを見た。


　あれはミルクへの土産だという。


　ミルク。


　ミルク・カラード。


　彼女はライナの幼おさななじみで、同じ孤こ児じ院いん──三○七号特とく殊しゆ施し設せつというあの、イカれてるとしか思えない、人体実験が繰くり返されるひどい場所で育った、仲間だった。


　あのころのローランドは本当にひどくて。いや、つい最近まで、シオンが王の座ざにつくまでのこの国は本当にひどくて、それこそ、反逆をしてないのに裁かれる、どころか、貴き族ぞくのご機き嫌げんがちょっと悪かっただけで村が一つなくなってしまうような、そんな世界だった。


　だが、それも。


　ライナは再ふたたび顔を上げて言った。


「よくあった……だ。いまはもう、そんなことはない。シオンが王になったからな」


　ルークはうなずいた。


「そう。この国は変わりました。大きく前進した。そしてこれからもさらに前に進む」


　そう。この国は前に進む。進み続ける。だがそれは、


「……どっちへ？　どっちへ向かう気なんだ？」


　ルークは笑った。


「光の……向くほうへ、ですよ」


「だがその光が間ま違ちがってたら？」


「英えい雄ゆう王は間違えない」


「そうかね？　シオンはあれで案外、間ま抜ぬけなんだぜ？　こないだだって、徹てつ夜やで仕事し過すぎて、寝ねぼけてトイレの場所間違えたしな」


「あはは。それ、本当ですか？」


　もちろん本当だ。


　それも、ついこの間のできごとだ。ほんの一ひと月つきほど前。まだ、この国の景色が変わっていないころのこと。


　しかしいま、そのたった一か月で、完全なまでにすべては、変へん貌ぼうしてしまっていた。


　だが、それはなぜだ？


「……シオンは、いったいなにをしようとしている？　なにを求めて、力を手に入れようとしている？　なぜ、あんなにも急いで、北上しようとしている？」


　理由は、ある。それぞれの問いに、すべて、理由はあった。


　世界戦争のことやらガスタークのことやら近きん隣りん諸国の不ふ穏おんな動きのことやら、それぞれ理由はあったが、それでも。


　それでもあの、血を好まない、仲間が死ぬことを好まない、いや、敵てきですら死ぬことに痛いたみを感じるシオンが、なぜ、こんなにも、


「こんなにもあいつは……焦あせってるんだ？」


　その、ライナの問いに、ルークは少し思案げな顔をした。


「ですからそれを、私も調べているのです」


「……おまえらも、いまの状じよう況きようを理り解かいできてないのか？」


「いえ、おおむねは……理解しているつもりです。ですがやはり少し、気になることもある。陛へい下かには秘ひ密みつがあって、それに私たちは立ち入れてない。まあ、シオンさんは昔から、独ひとりで黙だまって抱かかえ込こむ人ですからね。それは仕方のないことなのですが……」


　それにライナは、考える。


　秘密──と、ルークは言った。


　それはきっと、あれのことだと思う。


　あの、雨の夜。


　異い様ような姿すがたに変貌した、シオンの中にいるもののこと。


　あれがきっと、今回のシオンの突とつ然ぜんの行動に、影えい響きようしている。いや、ライナを牢ろうに入れたことも、あいつが、異常なまでに焦っていることも、すべてがあの姿に、関係しているような気がした。


　だが、それはなんなのか？


　もちろんもう、それを国内で調べるつもりはないが。


　しかしルークは、こいつはもうそれを、


「おまえは、なんかつかんでるのか？」


「いいえ」


　ルークはあっさり首を振ふった。


「ですがいま、私の上司が……ああ、そういえばライナさんも知り合いでしたね。ラッヘル・ミラーが、いま、シオンさんに呼よび出されて、いろいろ教えてもらってるところです」


「へぇ。で、シオンが、いろいろ教えてくれるって？」


「さぁ。それはなんとも。私が呼ばれたわけではありませんし。ですが、本当はそんなこと、どうでもいいんです。あの、シオンさんのすることですからね。きっと正しい理由がなにかあるんでしょう？」


　そう、信じ込んでいるような、口ぶりだった。


　あの、英えい雄ゆう王のすることだから、きっと間違いないのだろう。


　そう思っている、口ぶり。


　ライナは言った。


「だから、シオンが間違ってたらどうすんだよ」


　だが、ルークは首を振る。


「さっきも言ったでしょう？　英雄王は、間違えません」


「俺おれだってさっき言ったろ？　あいつは意外と抜けてんだって。間違えることもある」


「間違えませんよ」


「間違えるよ。それか、誰だれかに……誰かに騙だまされたりしてる可か能のう性せいだってある」


　たとえばあいつの、中にいるなにかとか。


　もしくはあいつの周りを出たり消えたりする、あの化ばけ物もの──ルシルとかに。


　そこまで考えて、はっとした。そうだ。シオンが騙されて、いいように使われている可能性だってあるのだ。


　それがなにか……なんなのかはわからないが、大きなお伽とぎ噺ばなしかなんかに。勇者の遺い物ぶつや、神や、悪あく魔まかなんかが関係する、伝説に振り回されて、利用されている可能性だってあるのだ。


　それを、口には出さなかったが、ライナはルークを見つめ、続けた。


「……あいつはさ、おまえらが思ってるような奴とは違うんだよ。独りでなんでも抱え込こんでさ、なんとかしようって頑がん張ばっちゃう不器用な奴なんだよ。あいつは決して間違えたりしない？　英雄王だから、間違えたりしない？　馬ば鹿かいうなよ。あいつはしょっちゅう間違えて、それを悔くやんで、悩なやんで、自分を責せめ続けるような奴なんだぜ？　あいつだって、英雄王だって人間なんだ。間違えることも……」


　が、そこで。


　ルークがライナの言葉を遮さえぎって、言った。


「そんなことは、知ってますよ」


「んぁ？」


「だから、そんなことは知ってると、言ったんです。シオンさんだって、間違えることがある……そんなことは、私たちは百も承しよう知ちです。でもその上で、私はそんなことは、どうでもいいと言っている。今回も、ミラー先せん輩ぱいがシオンさんに話を聞きにいってますが、でも私たちは、そのシオンさんの話を丸ごとそのまま信じようとは思ってません。いや……」


　そこで、ルークは一度言葉を止め、ライナから距きよ離りを取るように移い動どうした。そしてまた、机つくえの上に、ひょいっと腰こし掛かける。


「……最初から私たちは、なにも信じてないんですよ。この国の、英雄王のことさえも……」


　それにライナは、ルークをにらみつけた。


「ならなんで、シオンの下についてる？」


　するとルークは、そんなこと当然でしょうとばかりに肩かたをすくめた。


「だって、シオンさんは素す晴ばらしい王でしょう？　誰が見たって、あれほどの器うつわを持った王はそうそう見つけられるものじゃありませんよ。あんな素晴らしい王に恵めぐまれて、ローランドは幸せです」


「じゃあ……」


　その言葉も遮さえぎって、ルークは続ける。


「ですが、シオンさんが素晴らしいということと、シオンさんを信じるということは、別問題です。信じなくたって下について働くことはできる。常つねに若わかい王が間違えないかをうかがいながら。間違ったなら、それをなるべく被ひ害がいが少なくなるように整えながら。彼の、英雄王の……部下のフリをして働くことはできる。でもそのためには……」


　そこで、ルークは手に持っていた書類を掲かかげた。


「正しい情じよう報ほうがいる。片かた方ほうから一方的に教えてもらった情報なんかじゃなく。一か所だけで見つけた、近きん視し眼がん的な情報じゃなく。あらゆる場所から集めた、広い視野を持った情報が……」


　そこでふと、彼は恥はずかしそうな顔になって、


「っと、少し、説教のように聞こえてしまったでしょうか？　ですがこれから旅立つあなたには……まだ、年若いあなたには必要な話だと思い……わざわざここに、話しにきました」


　そう言った。


　それにライナは、ルークをにらみすえる。


　つまり、そういうことなのだ。こいつはなにも信じない。


　人を。


　国を。


　世界を。


　そしてシオンのことすら疑うたがっていて。


　だからライナを、逃がすつもりでいるのだ。


　外に。


　他国へ情報を集めにいかせるために。


　それどころかさっき、こいつと話していてライナが思いついたこと。


『シオンすら、なにか、わけのわからないものに騙だまされ、操あやつられているのではないか？』


　その考えすらも、おそらく、こいつの誘ゆう導どうによって思いついたことだ。


　こいつは常つねにそれほど、世界を疑って生きている。


「……おまえはいったい、俺になにをさせようとしてる？」


　ライナが、うめくような声こわ音ねで聞くと、ルークはまた、とぼけるように肩をすくめた。


「別になにも？　あなたには、自由に生きて欲ほしいと思ってますよ」


「ふざけるな」


「ふざけてません。本当に……あなたには少しだけ、期待してるんですから……もし今後、シオンさんが致ち命めい的な間違いを犯したときに、あなたがその、抑よく止し力りよくになってくれるんじゃないかとね。あなたは世界へ出て、シオンさんを救うための力をつけようと思っている。素す晴ばらしい。それはとても素晴らしい。あなたが今後、どうなろうとしているのか知りませんが……もし、大きな力を身につけたなら……たとえば軍を持ち、国を持ち、この、ローランドに比ひ肩けんしうるほどの力を持ったとして、そのときまだあなたがシオンさんのことを友だと言ってくれるのなら……大戦せん乱らんが始まろうとしているこの大陸の中で、これほど心強いパートナーはいないでしょう？」


　そしてもし、と、ルークは続けた。


「もし、シオンさんが狂くるって、突とつ然ぜん暴ぼう君くんになったら、それを殺す役目の人も必要ですし……ま、もしそんなことになったなら、いやそうなる前に私たちが、シオンさんを殺しているでしょうが」


　それも、そんなことはいつでもできると思っているような、口ぶりだった。


　だが、それに、ルークは首を振る。ライナはなにも言っていないのに、ルークはまるで、彼の心の中を読んでいるかのように笑って、


「いえいえ、いまの段だん階かいでシオンさんに手をだしたところで、殺されるのは私たちのほうです。あの、ルシルとかいう化ばけ物ものを始末する手だてが、いまの私たちにはありませんからね。まあ、でもそれもおいおい……なんとかなるでしょう」


　なんて言葉に。


　まるで。


　本当にまるで、なにもかもを見み透すかしているかのような言葉に。


「……化物は、おまえだ」


　ライナは、うめくように言った。


　するとルークはまた笑う。


「はは。子こ供どものころ、よく言われました。でもそれは、あなたもでしょう？」


「…………」


「ま、いいですけど。そんなこんなで、まあ、そんなこんななわけです。少し、しゃべり過すぎだったかな。では、受け取ってください」


　そう言って、書類を差し出してくる。


「いまのローランドとネルファの情じよう勢せいについての書類です。実はここで私が集めたというのは噓うそで、私の部下の、リーレ・リンクルに昨日徹てつ夜やでまとめてもらいました。あなたのためにね。彼はすごく優ゆう秀しゆうなので、読みやすいですよ」


　それをライナは、受け取る。


　書類の表紙には、


『旅立つライナ君のための、レポート』


　なんて書いてある。


「……はっ。馬ば鹿かにしやがって」


　ライナが言うと、ルークはとんでもないと首を振った。


「馬鹿になんてしてませんよ。むしろ私たちはあなたを恐おそれている。あなたのような力のある人間を、外に出すべきかどうか、だいぶ悩なやんだんですから。でも、出てもらうことを選んだ……理由が、わかりますか？」


　当然、わかる。


「……俺よりも、シオンのほうがより脅きよう威いだからだろう？　もしシオンが暴走すれば、それに俺をぶつけて、あいつを殺させようと、そう思ってる。俺はシオンが暴走したときのための、保ほ険けんだ」


　が、ルークはそれにまた、首を振った。


「逆ぎやくですよ、逆。私たちは、シオンさんを殺さなくてすむように、あなたにいってもらうんです。もし仮かりに、シオンさんがなにかに操られていて、騙されていて、進む方向を間違えようとしたとき、私たちができるのは、彼を、殺すということだけです。ですが君は違うでしょう？　君はきっと、最後まで食い下がってくれる。たとえどれほどの犠ぎ牲せいが出ても、どれだけ傷きずついたとしても、君はきっと、食い下がって、シオンさんを引き戻もどそうとする。友達だから……親友だから、あの、雨の日のように……君は彼に、食い下がる……」


　ライナはそれに、もう、ため息をつきたくなった。


「てめぇ、見てたのか」


　ルークはうなずく。


「……私はなにも、信じてないですからね。だから私にはない力。シオンさんを……あの孤こ独どくな王を信じ続けてくれるあなたの力に、少し、期待してるんですよ。あの日言ったあなたの強い言葉に。『絶ぜつ対たいにあきらめてやらない』『おまえがどこにいても、引き戻す』。あれほど裏うら切ぎられながら、そう叫さけべるあなたの強さに、恐きよう怖ふしながらも……期待している。だから願わくば……」


　と、そこで、ふいにルークは立ち上がった。


　そのままクマのぬいぐるみを拾い、部屋を出ていこうとする。


　そして部屋の出口で一度足を止めると、振り返らないまま、言った。


「願わくば、私がシオンさんに手をかける前に、あなたの力がこの国に、シオンさんに追いつくといいな……とか。ま、私もシオンさんを、好きですからね」


　それから彼は、出ていった。


　言いたいことだけ言って、去っていった。


　ライナは部屋に取り残される。


　手元にはライナが探さがしていた、ローランドとネルファとの戦争の状じよう況きようが書かれている書類が残った。


　そのページをめくり、彼は内ない容ようを読む。


　これを見ていったい、ルークは俺に、なにをしろと言うのか。


　一いつ瞬しゆん、そう考えて、首を振った。


　違う。


　これを見て、俺がなにをするか、だ。


　それはルークが予想できないこと。自分が、予想できないこと。シオンが、予想できないこと。


　いったい、俺ができることは、なんだろう？


　あいつのために。


　いや、それだけじゃない。


　国のために。


　世界のために、俺ができることは、なんだろう？


　少し前、ライナの目の前で死んでいった、魔ま眼がん保ほ持じ者しやの少年の言葉を思い出す。


　ラフラという名の少年が言った言葉。


『人間に絶望した、悲しい神の眼めの保持者たちを……あなたに救って欲ほしい』


　そう言って、彼は死んでいった。


　だが彼は、死ぬ寸すん前ぜんまで笑っていた。悲しそうな顔で笑っていた。かつてのライナと同じ。呪のろわれた瞳ひとみを持って生まれてきたことを恨うらむような、悲しむような、あきらめきった微ほほ笑えみ。


　そしてラフラはライナに言うのだ。


『あなたは優やさしい人だから』


　馬ば鹿かなことを言ってくるのだ。


『だからきっと……約束を守ってくれる。最さい期ごにあなたに会えて、よかった』


　優しくなんか、ないのに。


　約束なんか、守れるはずがないのに。


　ラフラはそう言って。


　そして、死んだ。


　ライナはその約束を。


　守ってみようと思った。


　一度は生きることすらあきらめていたような自分が、その約束を守ってみようって、思ったのだ。


　そのためにローランドで、まずは国を変えてみようと、頑がん張ばってみたのだ。


　でも、結局はこんなことになってしまって。


　誰だれも守れなかった。


　ちょっと頑張ったぐらいじゃ、誰も救えなかった。


　ラフラも、プエカも、ティーアも、キファも、ミルクも、フェリスも、タイルや、トニー、ファル、アルア、シオン……


　そしてなにより、自分自身を救うことができなかった。


　それはきっと、覚かく悟ごが足りなかったから。


　シオンによりかかって、ほんの少し頑張ればなんとかなるって、そう思ってたから。


　もっと自分を大切にして。


　もっと自分を傷つけて。


　もっと自分を強く持って。


　もっと自分に、責せき任にんを持つ必要があったのだ。


　誰かのせいじゃなく。


　誰かのためじゃなく。


　自分がいったい、なにをしたいのか。どうしたいのかを、考える必要があったのだ。


「俺おれはシオンを救う」


　だが、それだけじゃだめだ。


「……人も……目に映うつる、全員を救いたい」


　でも、それだけじゃない。


「人間も、魔眼保持者も、大人も、子こ供どもも、男も、女も、国も、世界も、なにもかもをだ……」


　すべてを。


　目に映る、すべてのものを救いたい。


　ライナはそう思った。


「…………」


　だがそんなのは、夢ゆめ物語だ。


　そう言う奴やつもいるかもしれない。


　誰もが幸せになるなんて。


　誰も傷きずつかないなんて。


　そんなのは夢物語だ。


　もちろん、ライナもそれを、夢物語だと思っている。


　きっとこの先、誰かを傷つけることもあるだろう。


　いや、もうすでに、たくさんの人を傷つけてきた。


　それでも。


　それでも彼は、シオンが選んだ道とは、別のほうへ進もうと決めたのだ。


　いままでずっと逃げていて、そのせいでいつも、いろいろなものを失ってきた。


　だが今度は逃げずに、前に進んでみようと思ったのだ。


　どんなものを失っても。


　どんな悲しみにぶつかっても。


　自分を、信じてみようと思ったのだ。


　誰かを救いたいと思っている自分を。


　シオンを、世界を救いたいと思っている自分を。


　こんな化ばけ物ものを。生きているだけで人を傷つけてしまう化物を、それでも信じてくれた人たちのために。


　もう少し、自分を強く信じてみようと思ったのだ。


「…………」


　とそこで、ルークからもらった書類をめくっていると、見覚えのある文章が、目に入る。


　それはかつて、まだ、シオンが王になる前。


　ライナがキファの代わりに牢ろう屋やに入っていた二年の間に書いたレポートの、書き出しだった。もう、ずっと昔に、忘わすれてしまっていたレポート。


　レポートは、こういう書き出しで始まっていた。








　人が死ぬのは嫌きらいだ。


　殺すのも嫌い。


　泣かれるのだって、泣くのだっていやだ。


　人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？


　家族が死ぬのは？


　好きな人が死ぬのはどうだろう？


　誰もそんなことを望まないはずなのに、なぜか世界は、そんな無意味な悲しみばかりを、笑いながら欲しがる。


　なにかを無む理り矢や理り変えたいと思ったことはなかった。けど、変えなきゃ悲しいし、もうなにも失いたくないから……


　めんどくさい話だが……


　そろそろ前へ進もうかと思う。いままでずっと、目をそらしてきたけど、必要なら、自分の過か去こだって見つめてみよう。


　そして。


　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。


　あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンは思い詰つめなくていいような世界。


　みんなが笑って、昼ひる寝ねだけしてればいいような世界へ。




ライナ・リュート










「……でも、俺はなにもしなかった」


　そう思った。


　本当に、なにもしなかった。


　だからこれは、最悪のレポートだ。


　ラフラやプエカは死んで、シオンは独ひとり思い詰めて、泣いていた。


　そんなふうになるまで、俺はなにもしなかった。


　でも、もう違ちがう。


　間に合わないとか言わないで、少しは頑がん張ばろうと思うのだ。


　大切なものを、これ以上失わないために。


　親友を、仲間を、家族を、大切な人たちをこれ以上泣かせないために。


　彼は、立ち上がる。


「……国を、出よう」


　やらなきゃいけないことは、たくさんある。


　いや。


　やりたいことは、たくさんあるのだ。


　だから国を出て、もう少し強くなろうと、ライナは思った。


　と、そこで突とつ然ぜん、


「あ、そうそう」


　もう、出ていったはずのルークが部屋をのぞきこんできて、


「はぁあああああ!?　え？　あれ？　お、おまえ、もう帰ったんじゃねぇのかよ！」


　するとルークはすまなさそうな顔で、


「いえ、すみません。しばらくここで、あなたの様子を観察……」


「ふざけんなぁああああああああああああああああああああああああああ!?」


　ライナは今日、最も大きな声で叫さけんだ。


　え？　え？　冗じよう談だんだろ？　俺、口に出してなんか、すげぇ恥はずかしいこと言ってなかった？


　ほ、ほら、お、俺はシオンを救うとか、世界をってだめだぁあああ思い出したら死んじゃうから思い出せないくらい恥ずかしいいいいいいいいいいいのに！


　ルークは、嬉うれしそうに言ってくる。


「いやぁライナさんがあんなにも心が熱い人だとは……」


「黙だまれぇえええええええええええええ！」


「まあまあ、褒ほめてるんですからそんな照れな……」


「頼たのむから黙ってくれぇええええええええええええええええええええええええええ！」


「そんなに恥ずかしいですか？」


「……え？　そりゃ、恥ずかしいだろ……」


「じゃあ、やめといてあげます」


「ほんとに？」


「ほんとに」


　それに、ライナは心の底からほっとした。そして聞いてたのが、あのいじめっ子シオンじゃなく、わがままフェリスじゃなく、この、穏おだやかそうな男でよかったと、強く思……


　が、そこで。


「いやぁだけど、『でも、俺はなにもしなかった……』っていうセリフのところでは、私も思わずほろりと……」


「やっぱおまえのこと嫌きらいだぁああああああ！」


　ライナは、泣きそうになった。


　するとルークは楽しげに笑ってからすぐに、


「で、本題なんですが」


「本題？」


「はい。あなたに、伝え忘わすれたことがありまして」


「なによ？」


「ライナさんは、セネル国こつ境きようの門からネルファへ抜ぬけようとしてるでしょう？」


　それにライナは、うなずかなかったが、でも、確たしかにそう考えていた。


　セネル国境は狭せまく、大軍が通れるほどの幅はばがないため、警けい備びも薄うすいし、なによりネルファへ攻せめ込こんでいるローランド軍の出入りもないだろうと思ったからだ。


　しかし。


　ルークが言う。


「待ち伏ぶせされてますよ」


　それは当然、予想出来ることだった。が、


「……そりゃ、俺とフェリスでも抜けられないほど？」


　ルークは首をかしげる。


「さて、どうでしょう？　しかし、かなり厳げん重じゆうだと思いますよ。私ならその道は選びません」


「じゃあだめじゃん」


「だめですねぇ」


「……ったく、めんどくせぇなぁ。んじゃ、どっから国外へ出ようかね」


　言って、ライナは、頭の中に地図を広げてみる。


　セネルの他に、国境は二つあるのだが、一つはたぶん、いま、ローランドからネルファへと出兵した軍が出入りしていて、相当めんどくさいことになっているはずだ。


　だから残るはあと一つということになるのだが。


　ルークがさらに言う。


「ちなみにフェイドのほうも」


「待ち伏せ？」


「はい」


「こりゃシオンの奴やつ、本気だな」


「いえ、陛へい下かの命令かどうかは、わかりませんけどね」


「じゃあ誰の命令よ？」


「さぁ。いま、誰にあなたを追つい撃げきするための指し揮き権けんが渡わたっているのかは、調べてませんので……」


　それにライナは不満げな顔でルークを見て、


「ちゃんと調べてよ」


「はは。そこまであなたにしてあげるほどの義ぎ理りは、ありませんよ」


　ルークが笑う。


「ですが、ま、この程てい度どの困こん難なんを切り抜けられないのなら……」


　そこから先の言葉はなかったが、言わなくてもわかる。


　この程度の困難を切り抜けられないようなら、ルークにとってそいつは、利用する価か値ちもないということだ。


　ライナだってそう思う。


　これからあの、南大陸最大の力を持つローランド帝てい国こくの英えい雄ゆう王に追いつこうというのだから。


　この程度は、さらっと切り抜けないと。


「…………」


　ライナは、思考を巡めぐらせる。


　まあ、整備された国境の門を使わなくても、獣けもの道みちを使って山を一つ越こえれば、ネルファに入れないこともないのだが。


　そちらはけっこう、めんどくさいのだ。


　時間も国境を通るよりは数日多くかかるし。


　その間もローランドの追撃は続くだろうから、なるべくならさくっと、ネルファへ抜けたいのだけど。


「まあどちらにせよ、国境の様子を見て、抜けられるかどうか、自分の目で確かめるのが先だな……」


　と、ライナは顔を上げ、


「って誰だれもいねぇし！」


　いつの間にかルークの姿すがたが消えていて、彼は思わずそう言った。


　再ふたたび暗い部屋の中に、ライナは独ひとり、残される。


　しかし彼はそれを信じない。


　さっきのように、独り言を聞かれて恥はずかしい思いをするのはもうたくさんなのだ。


　彼は立ち上がって、ほんとにルークが帰ったのを確かく認にんする。


　部屋の出入口の扉とびらを開け、廊ろう下かの外へ顔を出す。


　だが、今度こそルークは、帰ったよう……


　が、そこで。


　廊下の向こう。


　階かい段だんがあるはずの方向から、ひょいっとルークが頭を出して、


「別にお別れの挨あい拶さつはいりませんよ？」


「やっぱいたのかよ！」


「ふふふ。あなたはどうも、人を信用し過すぎるから、少しは疑うたがうことも覚えてもらおうと思いまして……さあ私は、本当に帰る気があるのかないのか、どっちだ～？」


　というとっても楽しいクイズに、ライナは思いっきり答えた。


「知るかアホ！　もういっそ死ね！　さくっと死ね！」


「あはは。死ねはひどいなぁ。まあでも、ほんとに帰りますからね。止めても無……」


「…………」


　が、そこで、ライナはもう、言葉を最後まで聞かずに、部屋の扉をばんっと閉しめた。


　それで、ルークの声は、聞こえなくなる。


　今度こそルークが階段を下りていく足音が聞こえて、でも、それが本当に階段を下りているのか、それとも噓うその音なのか、それはわからなかったが、ンなことはどうでもいいのではぁっとため息をついてから、部屋の椅い子すに座すわった。


　それから行ぎよう儀ぎ悪く、机つくえに脚あしを放ほうり出す。


　部屋の壁かべ掛かけ時計を見ると、いま、時じ刻こくはもうすぐ深夜四時というところ。


「いや、四時といったら、もう朝か……」


　いまの季節、日の出がそれほど早いわけではないから、空はまだ暗いが。


　この闇やみは、そう長くは続かないだろう。


　朝がくれば、もうこの国を旅立たなければならない。


　フェリスとは、ここから街かい道どうを北へ少しいったさきにあるアソールドだんご茶屋に、八時に待ち合わせている。


　いまから四時間。


　いや、いき道にかかる時間を考えれば、ローランドでライナが独りで自由に情じよう報ほうを集められる時間は、もう残り一時間もないだろう。


　あと、一時間。


　彼は、部屋の窓まどの外。夜の景色を、眺ながめる。


　西向きのその窓からはちょうど、北西にローランド城じよう。南西に城じよう下か街まちが見えて。


　彼はその、自分が生まれ育った国を眺める。


　よく見なれた景色を。


　吐はき気がするほど見なれた景色を、眺める。


　そしてふと、思う。


　今日、この国を出てしまったらもう、しばらくはここに帰ってこないんだろうなと。


　いや、もしかしたら二度と、帰ってこないかもしれない。


　ミルクや、キファや、シオンや、フェリスや、仲間たちがいたこの場所に、もう二度と帰ってこないかもしれないと、そう思った。


　前とは違ちがうのだ。


　シオンの命令で、フェリスと二人、諸国をめぐって勇者の遺い物ぶつを探さがし回っていたころとは、違うのだ。


　今日ライナは、この国と決別する。


　そこになにか、感かん傷しようめいたものがあるわけではなかったが、なぜか、そんなことを思った。


　ここで生まれ、いじめられ、虐しいたげられ、蔑さげすまれ、忌いみ嫌きらわれ、こんな国消えちまえばいいと思ってたのに、いつの間にか仲間が出来て、確たしかなものを見つけたと思って。


　でも、それが壊こわれてしまったから、それを直すためにまた、旅に出る。


　親友を、救うための旅に出る。


　それは、すごくいいことのように思えた。


　いままでなにもなかった自分の人生に、少しだけ、光が、力が灯ともったような気がした。


　やっと生きる意味を見つけたような、そんな気がした。


　でも、それでも。


「…………」


　ライナは窓の外を見て、少しだけ悲しげに微び笑しようした。


「……それでも少し、ここを離はなれるのは寂さびしいかな」


　ここではいろいろあったから。


　嫌いやなことのほうが多かったかもしれないけれど、それを吹ふき飛ばすくらい、楽しいこともたくさんあったような気がする。


　そんなふうに思える日がくるなんて、思わなかったけど。何度も死のうって考えて、明日なんてないと思ってたのに。


　いまは、違うのだ。


　もう戻もどらない日々を振り返って、寂しいと感じる。もう少し楽しい日々が続けばよかったのにと、感じてしまう。なんでいつも、大切なものは失ってから、大事だって気付くのかなと、後こう悔かいする。


　どうせ失うのなら、もっとあのときこうしてればって。もっとあのとき、うまくやってればって。


　もっと笑って、みんなを笑わせて、本当はおまえらのこと、みんな好きなんだって。おまえらに救われてるから、俺おれも救いたいんだって、たとえ恥ずかしくても言えばよかった。二度と戻らないなら、きちんと言えばよかった……なんて。


　馬ば鹿かなことを思うのだ。


　でもそれはもう、戻らない日々。


　いくら後悔しても、戻らない時間。


　でもそれならまた明日、それを変えればいいじゃないかと自分に言い聞かせるけれど。


　ふいに昔の楽しいときを思い出すとやはり少しだけ。


　少しだけ寂しくなる。


　そしてそれはきっと。


「……おまえもそうだろ？　シオン」


　ライナは、話しかけるように、そう言った。


　だが答えはない。


　彼が眺めている、窓の向こう。高くそびえている城しろは、かつて彼が見て感じていたよりも、なぜか温度がなく、無む機き質しつで、遠くにあるように見えた。


　ひどく、遠い。


　あそこに届とどくほど手を伸のばすのは、けっこう大変かもしれない。高く、大きく、背せ伸びして、頑がん張ばらなければならないかもしれない。


　でも、それでも。


「…………」


　とそこで、ライナは窓から目を、そらした。


　それから膝ひざにのせた、ルークのよこしてきた書類を見る。ページをめくる。


　残りの一時間、彼はここで、それを読み切ってしまおうと思っていた。どちらにせよネルファの状じよう況きようを確かく認にんしてからでないと、動きが取れないのだ。


　まだ、ネルファにいくべきか、ルーナにいくべきかも悩なやんでいる状じよう態たいなんだし。


　彼はページをめくる。そしてすぐに次のページ、次のページ、次のページ。


　彼はすごい速さで文字を追い、情報を頭にたたき込んでいく。


　ネルファでのローランド軍の動きは、ライナが思っていたよりもだいぶ、ひどかった。


　本当に女子こ供どもまで虐ぎやく殺さつしている。


　それをしなければならない理由はわかるが、それでもライナは、顔をしかめた。


　そしてそれに、ネルファの行動がおかしくなってくる。ネルファの王が降こう伏ふくを表明しようとした矢先、殺され、混こん乱らんが起きる。


　おまけにその後こう継けい者しやは、一万の兵にローランド軍を撃げき退たいするように命じ、その間に自分はさっさと逃にげてしまったという。


　だからいま、ネルファは王不ふ在ざいの状態で、誰も降伏の旗を振ふることができない。


　このままではネルファは壊かい滅めつするまでローランドと戦い続けるしかなくなってしまったのだが。


　しかしそこで、希望の星が現あらわれ……


「…………んぁ？　なんだこりゃ……」


　と、そこで。


　ライナはうめくように言った。


「……あんの、ルークの野や郎ろう……」


　そこでやっと、あの、ルークがライナになにをさせようとしているのかが、わかった。


　最悪だった。


　最悪にめんどくさいことを、ルークはライナにさせようとしていた。


　書類には、こうあった。


　ネルファの王を殺し、さらに逃げてしまった馬ば鹿か皇おう子じがローランドに向けて放った一万の兵は、しかし、ローランド軍とはぶつからなかった。


　嫌いや々いや進軍していた兵たちの前に、新たな指し導どう者しやが現れたから。


　死んだネルファ王の血を引く、王族の一人。


　逃げた馬鹿皇子の妾めかけの子ながら、優ゆう秀しゆうで、人望もあったそいつは、ネルファ一万の兵を説得し、率ひきいることに成功して、ローランド軍とぶつかる前に西側に回かい避ひさせた、と。


　そしてその、一万の兵の命を救った指導者の名前が。


「……あの、トアレかよ……」


　ライナは、疲つかれたように言った。


　トアレ・ネルフィ。


　そいつの名前を、ライナはよく知っていた。一年と少し前に、シオンがネルファの首都へ表ひよう敬けい訪ほう問もんにいったときにライナもついていって、そして、彼に出会ったのだ。


　ガラの悪いチンピラにからまれてしまっていた弟と妹を守るため、弱いくせに飛び出していって殴なぐられまくっているところをライナとフェリスが助けた、というのが出会いの始まりだったのだが。


　それが国では虐しいたげられまくっている馬鹿皇子の妾の子で、でも、やはり王族ということでそれなりに図書館とかに顔がきくとかで調べ物を手伝ってもらったと……まあ、よく知っていたっていっても、その程てい度どのことなのだが。


　でも、泊とまる場所も貸かしてくれたので、数日を一いつ緒しよに過すごした。


　トアレと、そしてその、弟きよう妹だいたちたくさんと。


　確かに彼は見るからに好青年で、頭も良さそうで、一生懸けん命めい幼おさない弟きよう妹だいたちを守りながら生活していて。


　街の人たちからも人気があったようだし、馬鹿皇子なんかじゃなく、彼を次期王に、という声もけっこうあった。


　あいつはほんとに、人気者なのだ。


　もう、その人気っぷりは、妙みような化ばけ物ものを呼よび寄よせるほどで。


　ライナはそこで、トアレを殺しにきた、あの、とんでもなく強い、黒い悪あく魔まのことを思い出した。


「……ミラン・フロワード」


　そういえば、あいつに初めて会ったのは、トアレのところでだった。


　あいつは黒い指輪を振るって、影かげの化物を創つくり出して襲おそってきた。


　たぶんあの指輪は勇者の遺い物ぶつで、おまけにあいつは、聖せい騎き士しハルフォード・ミランの末まつ裔えいだと、ライナは読んでいるのだが、しかし、見かけからはどうしても聖騎士の末裔には見えないような暗い奴だった。


　見た目はあきらかに悪魔みたいだし。


　平然と人を殺そうとするし。


　そしてあいつは、トアレを殺しにきたのだ。


　なんでも、彼が仕つかえている王の覇は道どうため、邪じや魔まになりそうな人間を殺して回っているとかで、


「あいつ、まじでとんでもねぇ殺さつ人じん鬼きだったなぁ……」


　ライナは思い出し、うめくように言った。


　あいつが言った言葉を、思い出す。


　暗く、深い場所から囁ささやくような、彼の言葉を思い出す。





『あなたはさきほど、邪魔者を殺していくと、なにが残るか……そう聞かれましたね。私の本心を言わせてもらえば、邪魔者を消していけば最後には、自分にとって、都合のいい世界が残る……です。『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者のあなたの視し点てんで言わせてもらえば、人間をすべて殺したさきには、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者の方たちが住みやすい世界ができる……それが、真実でしょう？　人は、争わずには、生きられない動物です。食べるために、誇ほこりを守るために、人よりもいい生活をするために、愛する者を、守るために……


　そして、誰だれかに殺されないために……


　人は、争う。


　犠ぎ牲せいのない、誰もが笑って暮くらせる……それは、戯ざれ言ごとだ。そんな世界は、ありえない。世界は、あなたが思っているほど、甘あまくはありません』


　あいつは、そう言った。


　誰かに殺されないために、人は、争うと。


　それは少しだけ、真実を突ついているかもしれない。でもだからといって、それを認みとめるわけにはいかない。


　人は、たとえ一いつ時とき邪魔だと思っても、うとましく思っても、消えてしまえと思っても、次の瞬間にはそいつのことを愛いとしいと思うものだと思っているから。


　ふいにいなくなってしまったら、あれほどめんどくさいと思っていたはずなのに、寂さびしいと思ってしまうものだから。


　だからきっと、邪魔者を殺していった先にあるものは、一つだ。


　誰も彼もを殺していったら、最後には自分自身も邪魔になって、殺してしまう。


　あいつの進む道は、明らかに間違っていた。


　そしてその結果も、もう出ている。


　確か、あいつは北のほうにある軍事大国ストオルの所しよ属ぞくだって言ってたような気がするが……しかし、ストオルはもう、ガスタークに滅ほろぼされてしまったはずだ。


　いま、あいつがどうなってしまっているのかはわからないが、でも、まあ、


「あいつに関しては、いなくなっても寂しいとか思わないから、いいや」


　ライナは笑って、思考を戻もどした。


　とにかく、あのフロワードに狙ねらわれるくらいにトアレは優秀だったのだ。


　そしてやっと、ネルファの国民たちの願いが叶かなってトアレが王になる機チヤ会ンスが巡めぐってきたのだが、


「しかし……ずいぶんと嫌なタイミングで、その話が回ってきたなぁ」


　トアレはもしかしたら、生まれながらに運がないのかもしれない、とライナは思った。


　いま、トアレがどういう状じよう況きようにおかれているのかはわからないが、でもあいつが考えそうなことはわかる。


　まずは、


『降こう伏ふくするので、一万の兵と、民たみを、許ゆるしてくれないか？』


　という申し出をローランドにしてみるだろう。しかしそれは断ことわられる。


　ネルファの王はまだあの馬ば鹿か皇おう子じで、おまえではないだろう、というわけだ。


　いまのローランドは、ネルファとはもう戦っていない。これからさらに侵しん略りやくする予定の、ルーナや、カッスラー、諸外国の目を気にしながら戦争を続けている。


　トアレの申し出を受け入れるような、寛かん容ような態度を他国に見せるわけにはいかないのだ。


　あくまでネルファを力でねじ伏ふせ、おまえらも言うことを聞かないとこうなるぞ、ってな具合。


　だからもし、降伏をしたいのなら、親である馬鹿皇子の首を取ってこい。そして正式におまえがネルファの王になったのなら、初めてそこで、話を聞こう、と。


　だがそれは、結けつ構こう無む茶ちやな話だった。


　トアレが率いている兵はたったの一万。


　対して、馬鹿皇子を守っている兵の数は、六万八千もいるらしい。


　およそ七倍だ。


　とても勝てる戦いくさじゃない。


　だがそれでも、勝たなければならない。残り約七万の兵の心をトアレは掌しよう握あくし、馬鹿皇子の首を取らなければ、ネルファの民は、皆殺しになる。


　だから、


「……それを俺に、手伝ってこいって？」


　ライナは、苦々しい顔で、ルークが去っていったほうを見て言った。


「……あんの、狸たぬきめ」


　ルークはおそらく、トアレとライナが知り合いだという情報も、手に入れている。


　この書類を見せればきっと、ライナが、トアレを手助けしにいくであろうことも、予想済ずみなのだ。


　あいつがさっき言っていた言葉をいくつか思い出す。


『もしあなたが大きな力を身につけたなら……うんぬん』


『たとえば軍を持ち……うんぬん』


『このローランドに比ひ肩けんしうるほどの力を持ったとして……うんぬん』


『そのときまだあなたがシオンさんのことを友だと言ってくれるのなら……うんぬん』


　その、すべてが、この、トアレとネルファの問題を手伝えと言っているようにしか、聞こえなかった。


「ったく、しょっぱなから利用する気満々じゃねぇか」


　ライナはうんざりしたような声こわ音ねで言う。


　だが、もう、これを手伝わないわけにはいかなかった。トアレを助けなければ、大量の人間が死ぬだろう。それはライナの思想には、あわないことだ。


　いや、ライナが助けなくても、ローランド側が秘ひ密みつ裏りに用意した援えん軍ぐんがトアレを手助けして、馬鹿皇子の首は取るだろう。


　それが一番ローランドにとってもメリットが大きいから。


　そして役目を終えたトアレは。


　トアレは、殺される。


「…………」


　馬鹿皇子と、その優ゆう秀しゆうな息むす子こは、ネルファの王族として処しよ刑けいされ、諸外国にこう発表されるのだ。





　ローランドに反はん抗こうしたネルファの末路は見たか？


　降伏するのなら、いまだぞ。


　いまなら王族と貴き族ぞくたちの命と、身分は保ほ証しようしよう。


　だが、いま、降伏しないのなら……





「おまえらを、滅ぼしてやる……か」


　そこで、ライナはルークに渡わたされた書類を閉とじた。


　足を載のせていた机つくえに、それをぽいっと放り投げてから、腕うで組ぐみする。


　それからそのまま天てん井じようを見上げると、


「……こりゃ、まいったねぇ」


　ぼやくように言った。


　なにやら、すでに出国前からやることが山積みのようだった。


　というか、急いでやらないと手て遅おくれになるような宿題がたまり始めていた。


　ちょっとでもだらだらしてれば、その間にネルファの兵が、民たみが、殺されていく。


　もうちょいめんどくさがっていると、今度はトアレの首が飛ぶ。


　でもじゃあ、そのトアレを救うとすると、どうなる？


　トアレと合流して兵を動かして、なんとか馬鹿皇子の身み柄がらを拘こう束そくする。そこまではいい。


　だが、その後は？


　トアレを連れて、なんとか逃にげる？　それをローランドが、許ゆるしてくれるか？


　いやもしくは、トアレの命を守るために、ネルファの兵を指し揮きして、ローランドの軍とぶつかるか……？


「…………」


　ライナは天井をにらむように見つめたまま、考えた。


　普ふ通つうならそんなのは、ありえない。


　少なくともシオンは、いまのシオンならそんな結けつ論ろんは出さない。


　トアレ一人の命ですむのなら、いたずらに犠ぎ牲せいを出す必要はないだろうと考える。


　それは天てん秤びんだ。人の命を載せる、巨きよ大だいな天秤。


　大を救うために、小を見殺しにする。


　万の命を救うためなら、千を平然と殺す。


　それがきっと、王だ。


　国を背せ負おって、多くの人間の命を背負って進む、正しい王の姿すがただろう。


　だが。


「だがそれを……俺おれはできるか？」


　いや、していいのか？


　と、自分に問いかける。


　多くの人間の平和を守るため、魔ま眼がん保ほ持じ者しやは全員殺す。


　多くの人間の平和を守るため、シオンは泣きながら犠牲になる。


　それを、俺は許すのか？


「…………」


　違うと思う。


　もっと違う道が、あるんじゃないかと思う。


　誰も失わない世界。


　誰も泣かなくていい世界。


　そんなのが、あるんじゃないかって。


　もちろんそんなことを言えば、笑われるかもしれない。いや、実じつ際さいにフロワードは笑っていた。


　犠牲のない、誰もが笑って暮くらせる国。


　それを、戯ざれ言ごとだと笑っていた。ライナが思っているほど世界は甘あまくないと、痛いたい目をみないうちに、やめたほうがいいと……


　が、そこでライナは悲しげに顔を歪ゆがめる。


「痛い目にはもう、十分あってんだよね……」


　でもそれでも、誰もがそれをあきらめてるんなら、俺が、と思ってしまったのだ。


　シオンが泣いてあきらめたのなら、俺がそれを……


「…………」


　っと言っても、やっぱりローランドの兵とぶつかるのは、めんどいから嫌いやだけど。


　そこでライナは、ルークからの情じよう報ほうに書かれていた、いま、ネルファでローランド軍の指し揮きをとっているという男の名前を思い出した。


　いま、ローランド軍を指揮しているのは、クラウ・クロム元げん帥すいだという。


　あの、赤あか髪がみの筋きん肉にく馬ば鹿かだ。


　だが、ライナは知っている。


　初めて会ったときに、一度だけ手合わせをしたから、あいつがどんだけ強くて、めんどくさい奴やつなのか知っているのだ。


　紅こう指しのクラウ・クロム。


　その名は、戦場では死神と同どう義ぎだという。


「……あ～んなバケモンと戦場で殺やりあうのかよ？　まじで？」


　ライナは嫌そうに言った。


　おまけに今回かかっているのは、自分の命だけじゃないのだ。


　クラウが動かすローランドの兵と、トアレやライナが動かすネルファの兵の命まで背せ負おって、戦うことになるかもしれない。


　その、被ひ害がいを最小限になるよう気を使って戦うなんてことが、果たしてあいつ相手に出来るだろうか？


「…………」


　とそこで、さらに書類に書かれていたことを思い出す。ルークはご丁てい寧ねいに、クラウのプロフィールまで書いてくれていたのだ。


　戦場の死神。


　戦場では負けなしの悪魔。


　圧あつ倒とう的な戦せん闘とう力と、天才的な用兵能力。


　そんなの相手に、


「どーすんのよ？」


　なんかもう、逃にげたくなってきた。


「ああもう、めんどくせぇことばっかりだなぁ」


　でもまあ、この相手がルークじゃなかったのは、救いかな、とも思う。


　もし、兵を動かしているのがルークなら、いまのライナではまるで太た刀ち打うちできなかったかもしれない。


　あんな異い常じように切れる頭を持った奴に兵を動かされたら、いまのライナじゃ話になりそうもなかった。


　もちろんライナも、戦場においての戦せん術じゆつや戦せん略りやくを勉強しなかったわけではないが、どちらかといえば個こ人じん戦……つまり一いつ兵ぺい卒そつとしての訓練ばかりを受けてきたから。


「と言って、まあ、もし戦略の勉強しまくってたって、あれに勝てるかどうかは怪あやしいとこだけど……」


　と弱気な声をあげ、それから、


「……でも、戦場で会っちゃったら、殺されるわけにもいかないんだよね……となると、あれか？　俺は早急に頭でもあいつを超こえなきゃいけないとか、そゆこと？　そんな展てん開かい？　うわ、そんなの無理くね？」


　なんかもう、ちょっと絶ぜつ望ぼう的な気分になってきた。


　あまりの人生のめんどくささに、はふっとため息をつきそうになって。


「…………」


　そこでふと、ライナは壁かべ掛かけ時計の針はりが、五時を過すぎているのに気付く。


「……おっとまずい」


　妙みように考え込こんでいるうちに、知らぬ間にもう、一時間以上経たっていたようだ。


　もう、朝日が出てもよさそうな時間だが、今日は天気が悪くなるのか、外はまだ暗い。だから時間の経けい過かに気付かなかった。


「そろそろいかねぇと」


　彼は慌あわてて立ち上がる。部屋を出て、階かい段だんを下りる。そして建物から外へ出ると、彼は黒々とした雲に覆おおわれた空を見上げ、どうも、今日は本当に雨になりそうだなと思った。


「……ったく、せっかくの旅立ちの朝なんだけどなぁ。縁えん起ぎ悪いなぁ」


　と、言葉のわりには別に気にしてるふうでもなく、駆かけ出す。


　途と中ちゆう図書館かなにかに寄よって、戦術か戦略の教科書でも借りてみようかと思ったが、やめた。国を出てしまったら返すのがいつになるかわからないし、なにより、寄り道をしていて待ち合わせに遅おくれてしまったら、フェリスになにをされるかわからないから。


　そして彼は、フェリスとの待ち合わせに遅れないようにと、その足を速めていった。





　　　　◆





　時間はそこから少し、遡さかのぼる。


　もう、出発しなければ、ライナとの待ち合わせに遅れるという時じ刻こく。


「まずいな。これでは遅れそうだ」


　フェリスは商店街を、走っていた。


　リュックを二つと、少し大きめな巾きん着ちやく袋ぶくろを背負って。


　ちなみに左のリュックには、彼女の服が入っている。例の服屋で手に入れただんごのロゴが入ったかわいい服だった。


　いまの彼女も、それと同じ服を着込んでいる。


　いつもの鎧よろいよりもだいぶ動きやすく、足取りは軽い。ただその、わりとかわいらしい服に、腰こしには長ちよう剣けんというのは、少しミスマッチのような気もするが……


　しかし、彼女が着るとなんでも妙に似に合あってしまうから不思議だ。


　そして右のリュックには、やはりあの服屋で買ったライナの服が入っている。


　最初は店員に適てき当とうに選ばせていたのだが、一つだけ、あきらかに変へん態たいしかはかないであろうパンツがあったので、それはフェリスが選んだ。


　そのとき女の店員が、


『おー、彼氏にそれをプレゼントしますか！　お二人は相当仲がいいんですね～』


　なんて言われて、フェリスは言ってやった。


『いや、むしろ逆ぎやくだ。これを渡わたして、奴やつを辱はずかしめてやるのだ！』


『うわ、そういうプレイですか!?』


『……プレイ？　なんの話だ？』


『いえいえ、なんでもありません。なるほど。お客様のなかなかの攻せめに、わたくし、感動いたしました。ではこれなんか、どうでしょうか？　かなりキてると思うのですが』


『ほう。ではそれももらおうか』


『じゃあこれは？』


『じゃ、それも』


　と、結局最後には、ライナが嫌がりそうな服でリュックがぱんぱんになってしまった。


　これではおそらく、ほとんど半はん裸らでライナは旅立つことになるだろう。


　半裸に、鼻はな眼め鏡がねだ。


　そのときのライナの絶ぜつ望ぼうした表ひよう情じようを想そう像ぞうすると、


「……ふっふっふ。楽しみだな」


　彼女は走りながら、無表情のまま笑った。


　まあ、本当は数着だけ、巾着袋に普ふ通つうのライナの服も買って入れてあるのだが、それは秘ひ密みつだった。半裸の服を着て、最後にあいつが泣いたら出してやろうと思っていた。


　それはともかく。


　彼女は、すごい速さで商店街を抜ぬけ、さらに住じゆう宅たく地ちも抜けると、街かい道どうに入った。


　だが、すぐにその街道も外れる。


　この道を真っ直すぐいったさきに、ライナと待ち合わせているアソールドだんご茶屋があるのだが、ここを真っ直ぐいくわけにはいかなかった。


　昨日今日と街をぐるっと回ってみてわかったのだが、もう、本当に街中にライナを探さがしている追つい撃げき者しやたちが走り回っているのだ。


　フェリスはまだ、逃とう亡ぼう者しやリストにのっていないのか、すれ違ちがっても追われたりはしなかったが、いつ、追われるようになるかわからない。


　そうじゃなくても尾び行こうされて、ライナの居い場ば所しよが見つかってしまうとめんどうなことになる。


　だからこそ、彼女は街道を外れ、背はい後ごについてきている者がいないか、確認したのだ。


「……うむ。大だい丈じよう夫ぶのようだな」


　彼女は言って、少し、駆ける足を緩ゆるめた。


　このまま見通しのいい街道を通らずに、道の外れを進んで待ち合わせ場所にいこうと思っているのだが、その前に。


「……確か、このへんだと思ったのだが」


　彼女はそう言った。


　昨日夜、街中を散歩していたイリスを見つけて、命じておいたのだ。


　明日、フェリスが旅に出ること。


　イリスはフェリスとライナが国外へ出て、ほとぼりが冷めたころに、アルアとククを連れて、あとを追ってこい、ということ。


　そして明日フェリスが旅に出る前に、北へ向かう街道を少し外れた場所で、リュック八つ分のだんごを準じゆん備びして渡せ、ということ。


　その、だんごの受け渡し場所が、


「……このへんのはずなのだが」


　言って、足を止める。


　周囲を見回す。


　それなりに整せい備びされている街道とは違い、道を少しはずれただけでこのへんはまるで野原のようになっている。


　それはもう、場所によってはフェリスよりも背の高い雑ざつ草そうが生おい茂しげり、歩き難にくいことこのうえない。


　だからこそ、追手に見つからずに待ち合わせ場所までいけると思ったのだが。


「……こう草が生い茂っていては、イリスの姿を見つけられないな」


　彼女は周囲を見回す。


　イリスの気配を探さぐる。


　が、とらえられない。


「イリス。いるか？」


　声をかけてみたが、やはり、


「…………」


　返事がなかった。


「……ふむ。まだ、きてないのか？」


　彼女は草をかきわけて、もう少し進む。


「イリス。いないのか？」


　すると草の向こうで、


「姉ねえ様！」


　イリスの声がした。


　それにフェリスは、そちらを見る。


　するとそこには、妹の姿すがたがあった。草の向こうに、イリスの姿がある。


　フェリスによく似にた金色の髪かみに、色白で、きめの細かい肌はだ。幼おさなさは残るが、信じられないほど整った顔。フリルのたくさんついた、ドレスのような服を着ていて、その背中には、小さな赤いリュックという、いつもの姿。


　そのイリスが、


「…………」


　イリスが、全身を血まみれにして、足をつかまれ、逆さかさまに吊つり下げられていた。


　両手両足も、縄なわで縛しばられている。


「……姉様、きちゃだめ！」


　イリスが、泣きそうな顔で叫さけぶ。


　それにフェリスは。


「…………」


　フェリスは草の向こうで、イリスの足をつかんでいる男の姿を見た。


　長い漆しつ黒こくの黒くろ髪かみに、冷たい紺こんの瞳ひとみ。


　そして悪あく魔まのように暗い笑えみを浮うかべる男の姿。


　そいつに、フェリスは見覚えがあった。


　確たしか名前は、フロワードとかいう……


　だが、なぜこいつがここにいる。


　なぜイリスが、こんな目にあっている。


　なぜ。


　いったい……


「……貴き様さま、イリスになにをしたぁあああああああ！」


　彼女は剣けんを抜いた。そして信じられない速さでフロワードへ迫る。


　それは見えないほどの速さ。


　神速と言っていい速さ。


　普ふ通つうの人間に、こんな剣を受け止められる者はいないだろう。


　だが、フロワードはそれにただ、暗い笑みを浮かべた。


「……逆上して剣を抜く……ですか。愚おろかな。あなた一人では、私には勝てないことを知っているでしょうに」


　そして手を、振る。黒い指輪をしている、右手を。


　それから小さく呟つぶやいた。


「……闇やみよ、有れ」


　刹せつ那な。


　地面に落ちるフロワードの影がぶわっと大きく広がり、歪ゆがんだ。


　そしてその中から影の化ばけ物ものが飛び出してくる。


　真っ黒の、狼おおかみのような化物。


　その一匹ぴきがフェリスに飛びかかり、


「くっ」


　彼女はそれを、剣で斬きりつけた。


　だが、斬れない。


　狼は彼女の剣を、鋭するどい牙きばで嚙かみつき、受け止めてしまう。


　それにフロワードが肩かたをすくめ、


「おっと、少し見ない間に腕うでを落としましたか？　以前のあなたなら、『影かげ狼ろう』の一匹二匹はあっさり斬り裂さいていたはずですが……それともこれに、うろたえているのでしょうか？」


　言って、左手を上げる。


　イリスをつかんだ、左手を。


　イリスは泣いていた。ほんの小さいころから、ほとんど涙なみだを見せず、いつも笑っていて、フェリスが、時にうらやましいと思うほど表情豊ゆたかだった妹が、いま、顔をくしゃくしゃにして泣いてた。


「……おのれ」


　フェリスは剣を一度引き、一歩下がってから、斬り上げる。さっきよりもより鋭く、速く。


　狼は二つに裂けて、消える。


　だが、もう次の影は生み出されている。三匹の狼が、イリスと、フロワードを囲むように歩いていて。


「…………」


　彼女はそれを見み据すえて、集中した。


　気を抜けば、殺やられる。


　こいつは。こいつの生み出す影は、異い常じようなまでに強いのだ。


　初めてこいつと戦ったとき、手も足も出なかった。あのときはライナも一いつ緒しよにいて、あいつが弱点を見つけてくれたからなんとか撃げき退たいできたが、さて、一人でこいつから、イリスを取り戻もどすことができるだろうか？


「…………」


　難むずかしいな、と思う。


　でも、絶ぜつ対たいにできないというほどでは、ないような気がした。


　あのころよりも彼女の剣の腕は、大分上がっている。


　そしてこいつの影が、あの、黒い指輪によって生み出されているということも、知っている。


　影をすべて斬り伏せ、指輪をはめている指を斬り飛ばす。


「……いや」


　とそこで、彼女はイリスの、血まみれの姿すがたを見た。額ひたいが裂けている。肩かたも、足も……そしてなにより、背中のほうからも血が滴したたっている。


　それを見ただけでわかった。フロワードは、逃にげまどうイリスを、弄もてあそぶように襲おそったのだ。背中から影の狼に、嚙みつかせたのだ。


　イリスは恐きよう怖ふに震ふるえていた。妹のこんな顔を、フェリスは見たことがなかった。


　妹を。大切にしているものをここまでされて、


「…………」


　ただですむと思うなよ。


　フェリスは、そう思った。


　腕ごとだ。


　指輪を、腕ごと斬り飛ばしてやる。


　彼女は剣を低く構かまえる。全身の緊きん張ちようを、剣の、先まで移うつすように、意い識しきを高めていく。


　それにイリスが叫さけぶ。


「だめ！　姉様だめ！」


「…………」


「逃にげなきゃ。こいつ、見たことないくらい強……」


　が、妹の言葉を遮さえぎって、フェリスは言った。


「……私は見たことがある。だから安心しろ。すぐに助けてやる」


　するとそれに、フロワードがまた、笑う。


「麗うるわしい、姉し妹まい愛あい……というところでしょうか？　ですが、それも愚おろかな振ふる舞まいですね」


「…………」


　フェリスは答えない。ただ、全身の力を剣の先、一点にのみ集中していく。


　フロワードは続けた。


「……やはり、あなた一人では私にとっての脅きよう威いにはなりえないようだ。逆上して剣を抜き、勝算がないのに戦いを挑いどむ……ライナさんはそんなことしないでしょうにねぇ」


「…………」


　やはり彼女は、答えない。勝算は、あるのだ。こいつは私を侮あなどっているが、以前戦ったときと同じ剣けん筋すじだとこいつが思っているのなら、痛いたい目にあわせてやる。


　より鋭く、速く、一直線に剣を振り、あの薄うすら笑いごと、腕を斬り飛ばしてやる。


　彼女は、そう思った。


　そしてその準じゆん備びは、もう整っていた。


　そこで、フロワードが言う。


「さあ、もう剣を引きなさい。私は無む駄だなことに時間を割さくのは、あまり好きでは……」


　が、そこで。


「なら、いま、おまえの時間を終わらせてやる」


　フェリスの体は、弾はじけるように跳はねた。


　それも、さっきの倍の速さで。


　影かげの狼おおかみが反はん応のうして彼女に迫せまるが、彼女はすぐに斬り裂さく。


　一匹ぴき目め。


　さらに二匹同時に襲いかかってきた狼も、一方をよけ、もう一方を斬り裂いて、彼女は進む。


　攻こう撃げきをよけられた狼は、背はい後ごから再ふたたび襲いかかってこようとするが、それは無む視しだ。


　追いつかせなければいい。


　より速く前へ進み、より鋭く、剣を振るのだ。


　そして、敵の攻撃が追いつかないうちに、フロワードの腕を……


「…………」


　鋭く、速く。


　剣が、腕に届とどこうとした。


　刹せつ那な。


「……がぁ」


　くぐもった悲鳴を上げたのは、フェリスのほうだった。


　剣は、フロワードに届いていない。


　フロワードの足あし下もとに広がった影から生まれた、巨きよ大だいな黒い蛇へびに、右足を嚙みつかれたからだ。


　鋭い牙が、太ももに深々と突つき刺ささる。


　その激げき痛つうに一いつ瞬しゆん、剣の動きが鈍にぶる。


　すると後ろから、今度は狼に、左腕を嚙みつかれた。


「…………」


　もう、声を上げることができないほどの痛みに、彼女は顔を歪ゆがめる。


　でも、それでも、彼女は止まらなかった。


　自由になる右手だけで剣を持ち、蛇に嚙まれていない左足を大きく前に踏ふみ出して、彼女は、フロワードをたたき斬ろうと……


　それに薄暗い笑みを浮うかべた男は、少しだけ困こまったような顔になって、


「……まいりましたね。そこからさらに動いたら、腕と足がもげますよ」


　だが、フェリスは気にしない。ただ、目の前の男をにらみつけて、


「……殺してやる」


「でも、あなたにはできない」


　指輪を振る。するとまた、影から蛇が生まれ、左足に嚙みつく。


「姉様ぁ!?」


　イリスが悲鳴を上げた。


　だが、それに彼女は反応できない。さらに影から飛び出してきた狼が、最後に残った右腕にも、嚙みついたから。


「…………」


　ざくっと音が聞こえ、血が噴ふき出したのが見えた。


　一瞬、あまりの痛みに、意識が飛びそうになった。


　剣を取り落としそうになる。


　だがそれに首を振って、彼女は必死にこらえる。ここで、ここで意識を失ってしまえば、イリスを助けることができなくなる。


「…………ぐぅ」


　腕を、上げろ。


　フロワードに、あいつの首に、剣を……


　ぐぐぐっと、剣を持った腕を上げていく。


　それにイリスが、


「……もうやめて……いいから！　もういいから動かないで姉様！」


　叫さけぶ。


　それにフェリスは、少しだけ、微ほほ笑えんでみせる。大だい丈じよう夫ぶだから、そんな心配そうな顔をするなと、言おうとした。おまえは姉様が負けたとこを見たことがあるか？　ないだろう？　今回も大丈夫だから、安心して待ってろと、言ってやろうと思った。


　だが、声が出ない。力がどんどん抜ぬけていって、手を、剣をあげようとしているのに力が……


　イリスが泣いている。泣きじゃくって、震ふるえる声で叫んでいる。


「も、もうやめて。これ以上動かしたら……手が……姉様の手が千切れ……」


　腕が、千切れる。


　そんなのはわかっていた。だが、彼女は腕を上げようとする。なんとかイリスを、助け……


　しかしそこで、フロワードがイリスを掲かかげ、


「そんなにまでして、これを助けたいですか？　なら先にこいつを……」


　とそこで、指輪のはまった手を、掲げた。


「……闇やみよ……」


　殺すつもりだ。


　イリスを殺すつもりだ。


　フェリスはそれを止めようと、腕を上げようとする。剣を持った、腕を上げようとする。だが、上がらない。腕が動いてくれない。


　ど、どうしたらいい。


　どうしたら。


「…………」


　しかしどうにも、できなかった。


「……そんな」


　誰だれか。


　誰か助けてくれ。


　心の中で、そう叫ぶ。


　頼たのむ、誰か助けてくれ。


　誰か!!


「…………」


　彼女がそう、願ったところで、信じられないことが起こった。


　まるで彼女の願いが、届いたかのようなタイミングで、草むらの向こう。


　街かい道どうを走っていく一人の男の姿すがたを、目の端はしに見つけたのだ。


　そいつは、よく見知っている男だった。


　いつも眠ねむそうにしていて。


　いつもやる気がなくて。


　ぼやぼやと不毛に毎日を過すごしているくせに、たまにこういうことをする。


　彼女が欲ほしいと思ったときに。


　彼女が救って欲しいと思ったときに、どういうわけかあいつはそばにいて、こちらに手を……


　手を伸のばして……


「……ら、ライナ」


　彼女はそう言おうとした。


　あいつを名前を。


　相あい棒ぼうの名を叫ぼうとした。


「…………」


　しかし。


　それよりも速く、フロワードの手が、彼女の口を塞ふさぐ。


「……おっと……それはいけないなぁ。せっかくライナさんの弱点を手に入れるために頑がん張ばってるのに、この状じよう況きようでここにこられるのは、まずいですよ。彼はあなたと違ちがって少し、めんどうですからね……」


　フェリスはその華きや奢しやな手を外そうとするが、思いの外ほか強く、口を押おさえられていて、動かすことができない。
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　フロワードは、続けた。


「……そう。たとえばあなたが二人いたとしても、私は勝つ自信がある。なのに彼が絡からんでくると、それがひっくり返ってしまう。あなたと、彼の力は同じ程てい度どのはずなのに、あなたと彼が組むと、私が負ける可か能のう性せいがでてくる。不思議でしょう？　彼があなたを使うと、あきらかに優ゆう勢せいだった情勢が、ひっくり返るのです。それはまるでなにか、奇き妙みような魔ま術じゆつにかかったかのよう……そういう意味でも彼は、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれてたんでしょうか？」


　だが、そんなフロワードの言葉を、彼女は聞いていなかった。


　ただ、ライナの姿を追っていたから。


　どんどんと離はなれていってしまう、ライナの背中を。


　馬ば鹿かが、なんで振り向かないと、フェリスは思う。私はここにいるのに、なぜおまえは、振り向かないと、彼女は思う。


「…………」


　しかし、ライナはいつになく必死な様子で走っていて、こちらにはまるで気付かない。


　そして、なにをあんなに急いでいるのか、彼女は知っている。待ち合わせに遅れないように。フェリスを、待たせないように、あんなに必死で走っているのだ。


「…………」


　それを彼女は見つめる。


　なにもできずに、ただ、見つめる。


　遠くに、ライナの姿が消え、フロワードが手を離はなした。


「……一瞬、まだなんとかなるんじゃないかと、愚おろかな夢ゆめを見ましたか？」


　楽しげに、言ってくる。


　それにフェリスは顔を上げ、フロワードをにらんだ。


「……あとで絶ぜつ対たい、殺してやる」


「はは」


「……ライナが、くるんだ。私を……私たちをこんな目にあわせて、あいつが黙だまってるはずがない」


「もう、走り去ってしまいましたがね」


「それでもくる。おまえは……おまえは殺されるぞ……」


　するとそれに、フロワードは本当に嬉うれしそうに笑って言った。


「おお、それは怖こわい。ですが、私は殺されませんよ。なぜならあなたが……彼の邪じや魔まをするから……」


　再ふたたび手を振り上げ、続ける。


「彼はあなたを傷きずつけないよう頼たのみ込こんで、そして、魔術師は倒たおれる。大切なものを奪うばわないでくれと叫んで、魔術を使えなくなる。彼は確たしかに賢かしこく、明めい晰せきで、非ひ常じように戦い辛づらい相手ではありますが……それでも、私の主あるじを悩なやませるほどの器うつわではない」


　黒い指輪のついた手を、掲げる。


「……仲間が捕つかまったぐらいで心がぐらつく。仲間が傷ついたくらいで進めなくなる。仲間が殺されたぐらいで……涙なみだを流す。その弱さは、やはり問題でしょう？　弱い。あまりにも弱すぎる。その程度の器の人間に……我が主の……」


　そして、彼は言った。


「英えい雄ゆう王シオン・アスタールの友を、私は名乗ってほしくないのですよ」


　その、言葉に。


　フェリスは一瞬、フロワードがなにを言っているのか、わからなかった。


　言葉の意味が理り解かい出来なくて、頭が真っ白になってしまって。


　こいつはいま、なんと言った。


　こいつは。


「……まさか……まさかシオンが……シオンがおまえの……」


　するとそれに、フロワードはあっさりうなずき、


「……これも、彼の命令ですよ」


　そして、手を振った。


　黒い指輪が弧こを描えがいて流れる。


　すると闇やみが。


　フロワードの足あし下もとに広がる闇が再び広がって、十数匹の獣けものが生まれて。


　その獣の中に、イリスを……


「ま、待て。やめろ!!」


　フェリスは叫んだ。


　体をよじり、四し肢しがもげてしまいそうなほどの激げき痛つうをこらえながら、


「やめてくれ!!」


　フェリスは叫んだ。


　懇こん願がんするように。


　救いを求めるように。


　助けてくれ。


　誰か助けてくれと彼女は叫んだ。


　だが、やめてくれない。


　目の前の景色は、どんどんひどくなっていく。


「なんなんだ……」


　彼女は混こん乱らんした。


　なにもかもが思うようにいかなくて、彼女は混乱した。


「いったいここで、なにが起こってるんだ！」


　イリスが死ぬ。殺される。それもその命令を、シオンが出しているという。


　なんだ。


　これはいったいなんだ。


　わからない。どうすればいい？


　私はどうすればいい？


　強きよう烈れつな孤こ独どく感を感じた。


　世界の……世界のすべてが、あまりにもひどく感じて。


　あの日と同じだ。


　二週間前の、あの日。


　ライナが突とつ然ぜん消えて、シオンがおかしくなって。


　いままで見ていた世界が、まるで違うものに変わってしまったように感じた。


　不安で、怖こわくて、毎日震ふるえていた。


　でも、それは終わったはずなのだ。


　もう終わったはずなのだ。


　だって、見つけたんだから。


　探さがしてたものを、見つけたんだから。


　あの牢ろうの中で。


　彼女は光を──寝ね癖ぐせだらけで眠ねむそうな光を、見つけたはずだったのに。


「なんで……なんで助けにこない！　ライナ！　私はここだ！　早くこい！」


　彼女は叫ぶ。


　もう、遠くにいってしまったライナに、この声が届くように、必死に叫ぶ。


「助けてくれ、ライナ!!」


　だが、それに。


　目の前の世界に射さしたのは、光ではなく、ただ、闇だけだった。


　フロワードが笑う。


　悪魔のような真っ赤な唇くちびるを、薄うすく、大きく開いて。


「…………」


　瞬しゆん間かん。








　フェリスは、喉のどが張はり裂さけるほどの悲鳴を上げた。








　　　　◆





　そこから北に、少しだけいったところにあるアソールドだんご茶屋。


　ライナはそこで一人、待っていた。


　朝早すぎるせいか、まだ店は開いていない。だんごの神様なフェリスなら、顔パスで店を開けてもらえるのかもしれないが、彼にはそれもできないので、


「……座すわるとこねぇし」


　愚ぐ痴ちるように言ってから、振り返った。


　時じ刻こくはもう、八時半を回っているはずだった。


　なんとか彼は待ち合わせ時間の五分前にここに到とう着ちやくできて、あ～これであいつに文もん句く言われないですむ～とほっとしていたのだが、それからもう、三十分以上も過ぎていた。


　その間彼は、することもなく立ちっぱなしで、


「……あいつ、早くこいよなぁ……」


　待ちぼうけに疲つかれた腰こしをとんとんっと叩たたいた。それから少し伸のびをして、肩かたを回したり、腰を回したりしてみる。


　でも、それで終わり。


　またやることがなくなって、暇ひまになる。


　まだ、フェリスがくる様子はない。


「……俺おれってば約束の時間、間違えたかな」


　なんて思って、昨日の朝の、フェリスとの会話を思い出してみるが、間違いなく八時待ち合わせと言ったような気がする。


　なら、なんでこないんだ？


　まさかあいつになにか……


「…………」


　とそこで。


　水すい滴てきがぽつりと彼の頰ほおに落ちる。


「ん？」


　それに空を見上げると、空はもう真っ暗で。


　水滴がいくつも、いくつも降ふってくるのが見えた。


「……うわ、もぉ最悪」


　ライナは慌あわてて、店の軒のき先さきに入る。


「……ったく、勘かん弁べんしてくれよぉ……これから旅に出んのよ俺ら。せめて国出るまで天気、もってくれよ」


　そう言ったが、彼の願いは虚むなしく、雨あま脚あしはどんどん強くなっていく。


　それを見てライナは小さくため息をつくと、もう一度、街かい道どうの南の方を見た。


　降り続ける雨が、地面を濡ぬらしていく。


　その向こうをライナは見つめる。


　雨は本ほん格かく的に強くなりそうだった。これはもう、今日出国するのはちょっとしんどいかもしれない。フェリスがきたら、一度どっかに宿を取って、雨がやんでから出発しようぜと、言ってみよう。


「…………」


　そんなことを考えながら、雨で、遠くが見み渡わたせなくなった景色をぼんやりと眺ながめる。


　フェリスの姿すがたはまだ見えないが、さすがにもうくるだろう。


　空が光り、稲いな妻ずまが走る。


　雨はさらに強くなっていく。


　彼は空を見上げ、こりゃまじで、本格的だなぁともう一つため息をついた。


　この中を歩いてくるのは、大変だろう。


　再び彼は、街道の向こう。ローランドの、首都がある方向。


　フェリスがくるはずの方向へ目をやって、言った。


「……雨に濡れてたらあいつ、ちょっとかわいそうだな」


　再び空が明めい滅めつし、激はげしい雷らい鳴めいが轟とどろく。


　まるでそれは、空がなにかに怒おこっているかのようだった。


　と、そこで。


「……イナ！」


　遠くで、声が、聞こえたような気がした。


　雨音にかき消されて、いまいち明めい瞭りようじゃなかったが。


「……ライナ」


　今度は、ちゃんと聞こえた。


　名前を呼ばれている。


「……やっとお姫ひめ様さまの到とう着ちやくかな？」


　言って、ライナは街道を見る。しかしやはり、フェリスの姿はなくて。


　なのにもう一度。


「……ライナってば！」


　呼びかけられた。


　しかしその声は、南のほうからじゃなく、北のほうからで。


「ほえ？」


　ライナは、振り向く。


　するとそこには、フェリス──ではなく、別の、女が立っていて。


　激しい雨の向こうに。


　笑っている女の顔があって。


　笑っているのに、なぜかいまにも泣きそうな、そんな顔。


　その、女を見つめて、ライナは驚おどろいたような声こわ音ねで、言った。


「……キファ」


　そして、


　するとキファは、こちらに向かって駆かけ出してくる。


「…………」


　ライナに、強く抱だきついた。






　あとがき







　というわけで、新シリーズです。


　新シリーズということは、初めての方もいるわけです。


　だから言います。よく、あとがきとかでみかけるあれを、あえて言います。


『初めましての方、初めまして。二度目以い降こうの方、お久しぶりです』


　とかね！　こーゆーのよく見るよねー!!


　そして僕ぼくもついに言った。


　三十数冊さつ目にして、ついに言ってやった!!


　なんか作家っぽい。


　作家っぽいね！


　三十数冊も出してて、作家っぽいとかいう発言もどうかと思うけれど（笑）


　まあ、そんなこんなで、いかがでしたでしょうか『大伝説の勇者の伝説１』。


　ちなみにこの巻から初めて読んでくれた方のために、少し説明させてもらいます。


　オープニングの四コマ漫まん画が十一連発を見てくれた人はもう、わかってると思いますが、この作品は、『伝説の勇者の伝説[image: ]～[image: ]』という、前のシリーズの続きだったりします。


　でも、前のシリーズを読む必要はありません！


　なぜならば、巻頭の四コマを読んでくれればスムーズにこの巻から読めるようになっているからです。


　たぶん！（たぶんって!?）


　そのはず！（そのはずって!?）


　いや、実はこのあとがきを書いてる段階では、四コマがどうなってるのか、僕知らないんだよねー。


　まあ、どういう経いき緯さつで、この四コマが載のったのかから説明させてもらうと、前々から担たん当とうＭさんとの話し合いのときに、


「せっかく第２部スタートするんだから、ここから初めて買う読者さんのために、あらすじを載せようぜー!!」


　とか二人で言い合っていたのです。そしてその方向で、計画も進んでいたのです。


　なのにある日Ｍさんが衝しよう撃げき発言をしてきました。


「鏡君、あのさ」


「なんですか？」


「ちょっと俺おれ、カミングアウトがあるんだけど」


「え？　カミングアウト？」


「うん」


「そ、それはあれですか？　『実は俺はゲイで、好きだ鏡君！』とかなら、僕はまったく受け付けませんよ？」


「あはは～。殺すよ？」


「そう言ってもらえると安心です」


「ま、そんな冗じよう談だんはともかく」


「ともかく」


「あのさ」


「ほい」


「大伝勇伝に、あらすじつけようって俺言ったじゃん？」


「言いましたね」


「でも俺、実は本の『前巻までのあらすじ』とかって、めんどくさくて読んだことねーのよ」


「ってそんな衝撃発言を、発売二か月前に言い出すかー!!」


「言い出すね」


「いや開き直られても」


「だいたい鏡君はあらすじ読む派？」


「いやまったく」


「ほらなー!!」


「ほらなーって言われてもなぁ……じゃあどうしましょ？」


「どうしよかねぇ」


「考えてねーのかよ！」


　とか、二人で無む駄だに途と方ほうに暮くれたあげくに、それでもなんとかこの巻から読んだ人が、きちんと楽しめるような、それでいて簡かん単たんに理解できるようなあらすじつけたい！　という熱い想いとともに、一巻あたり四コマ一本で説明しちゃおうぜ計画が発動したのです。


　最初は絵が一枚あって、僕が一冊ずつの内容を要約した文章を書いて絵本的にしようという案もあったのですが、それには僕が言ってやったわけです。


「いや、僕は絵本すら読まないね」


「って鏡君、なぜそれを自じ慢まんげに言うの？」


　とか、そんこんなで絵本案はボツになり、


「よ、四コマなら読みやすいし、みんな退たい屈くつせずに、スムーズにあらすじを理解してくれるんじゃね？」


　とＭさんが素晴らしい案を見つけたのでした。


　そして四コマのために要約したストーリーを作るのは、


「作家に自分の作品を要約させるなんて辛つらいこと、俺、させられない。させられないよ！　だから俺にまかせとけって！　全部俺がやってやらぁああああああああああ！」


　と、作家にアメちゃんのように優やさしい超ちよう敏びん腕わん凄すご腕うで担当Ｍさんが叫さけんだので、今回の四コマのあらすじはＭさんが頑がん張ばったのです！


　ちなみに作画のとよたさんは頑張ったというか、もうそのときは死体のように頑張っていたはずです。


　そんなこんなでできあがった四コマは、いかがでしたでしょうか！


　涙なみだあり、笑いあり、感動ありな上に、前シリーズの内容がすべてわかってしまう、超絶四コマ！


　きっと、素晴らしいものだったでしょう！　あー、なんて素晴らしいんだ！


　とね！　僕はまだ見てないけれど、きっとすごいものになっていると、信じてます！（と、これからストーリーを練ねるはずの担当Ｍさんに嫌いや～なプレッシャーをかけつつ（笑））





　みんなで頑張った新シリーズ、いかがでしたでしょうかー？


　物語は、伝勇伝[image: ]巻の、すぐあとから始まります。


　すぐあとから始まっているのに、しかし、いままでとはまるで違ちがう物語です。


　まずコンセプトからして違うのですが、でも、それは読んでのお楽しみということで。


　ライナも、フェリスも、シオンも、なにもかもの状じよう況きようが変わり、本当の物語が顔を出し始めます。


　いままでの話がプロローグだったとすると、この巻からは世界も広がり、一気にクライマックスまで加速していくような物語です。


　いままでよりもより、みんなに楽しんでもらえるよう頑張りますので、よろしくお願いします。


　そして！


　この巻から入ってきた新しい読者さんたちも、もしこの巻でおもしれーと思ってくれたら、前シリーズもぜひ、読んでみてくださーい。


　いままで読んでくれてたみんなも、ぜひ、読み返してみてはいかがでしょうか？


　そしてそんなＮＥＷ読者＆読み返したい派のために！　なんと！


　この第２部スタートにあわせて、前シリーズである『伝説の勇者の伝説[image: ]～[image: ]』の、カバーがすべて、新しいものに変わって発売されてしまいます!!


　いままでの富士見の作品とは違う、伝勇伝専用のデザインの上に、全巻とよたさん書き下ろしＮＥＷイラスト！（とよたさん、本当にお疲れ様でした！）


　もう、この本が発売されてるころには書店に並んでるだろうから、大きな書店にいってみてください。


　でも、まだそれほど数があるわけじゃないから、手に入りづらいかなぁ。そんなときは書店や出版社に注文してみてください。注文がたまると、富士見がその気になってどかーんと数が増えて手に入りやすくなるそうです。


　ちなみに僕は先行で、一巻のライナの絵をサンプルで見せてもらったけど、すげーかっこよかったよー。


　きっととよたさんは血ち反へ吐どを吐はきながら描いたと思います。


「どんだけ仕事させるんだ、担当Ｍめ、死ねぇええええええええ」


　と叫びまくって描いたと思います。


　ちなみにそのとき、僕も、


「このスケジュールはどうなってんだ！　俺を殺す気かＭめぇえええええ！」


　と血反吐が噴ふん射しやされてたのですが。


　やはりそこは、さすが作家にアメちゃんのように優しいＭさん。


　そんな死体な僕らを見て言ってくれました。


「ふひひひひひ。死ね死ね死ぬまで働け～」


　とね☆


　恐ろしい。


　あ～恐ろしい。


　ＭのくせにＳなのです。





　と、まあ、七割ぐらい噓うそですが、そんなこんなで仲良く作っています。（いや、ほんとに仲いいよ！（笑））


　と、こんなところで、作品についての説明は、十分かなぁ。


　伝勇伝についての、もっと詳しい説明は、前シリーズ『伝勇伝１』のあとがきを読んでくれると、どういう経緯でこの作品が始まったかがわかると思います。


　と、書きつつ、おもむろに１巻を取りだしてみる。


　するとすごく初うい々ういしいあとがきが書かれているのが目に入って、きゃーと赤面しました！


　そうだった！　この作品、龍りゆう皇おう杯はいとかいうのに出て、優ゆう勝しようした作品だったんだ！（そこまで忘わすれるか！）


　それがこんなに長く続いて、こんなにもたくさんの支持を集められるとは、正直僕も思ってなかったので、びっくりです。


　そしてその、どれもこれもあれもこれもね、みんなぜんぶ、この長いシリーズを応おう援えんし続けてくれているみんなのおかげなのです。


　やっぱ読んでくれるみんながいなければ作品は続けられないわけだし、僕はやはり、作品は作家が作るものというよりも、読んでくれるみんなと一いつ緒しよに作っていくものだと思っているから、その、いっつも言ってるセリフばっかりで申もうし訳わけないけれど、やっぱり今回も、ありがとうと、言いたいわけです。


　みんな大好きだぁあああああああああああああああああああああああああああとかね、恥はずかしいセリフを言ってしまうのです。


　そしてほんとにみんなのことが大好きだから、たちが悪いのです。


　ほんとはね、あとがきとかで、こう、もっとかっこいいこととか、馬ば鹿かっぽくないこととか書こうとも思うんだけど、でも、ここが一番大事な部分だと思うので、やはり、あー、恥ずかしくなってきたから、やっぱいいです（笑）


　でも、僕の作品を読んで、一いつ瞬しゆんでも嫌な思いを忘れられたとか、辛いこととかを忘れることができたと言ってくれる人がいたなら、嬉うれしいなぁ。


　いつもみんなに支ささえてもらってるので、僕もみんなを支えられるような、そんな物語を書いていきたいです。


　そしてこの新シリーズは、そういうストーリーだったりします。


　世界のなにもかもがだめでも、それでも立ち上がる物語。


　うまく、書ければいいけれど。


　頑張って書いていくので、応援、よろしくお願いします。





　と、そんなこんなで、そろそろ近況でも。


　実はいま、自転車にはまりまくってます。


　ＭマウンＴテンＢバイク、折フりオたーたルみデ自イ転ン車グ、ＢＭＸを、改造したり、練習したりしてます。


　そして担当さんに、


「自転車のコラム書かせろ！」


　と言ったところ、こんなアメちゃんな返事が返ってきました。


「はぁ!?　原げん稿こうはどうすんだよ！　ぶっ殺すぞてめぇ」


「す、す、すみません」


　自転車コラムへの道は、遠そうです。





　さらに次の話題。


　自宅と仕事場を切り離しました。他の作家さんたちと一緒に仕事部屋を借りて、頑張っています。これ、かなりきついです。もう死ぬ、死ぬよとなって書くのをやめようとすると、横から言われるのです。


「てめぇなに休んでんだよ！　俺がこんなに大変な思いしながら書いてんのに、なに休んでんだよ！」


「お、お、おまえくるの遅おそかったろうがあああああ俺は最初っからきてやってんだよ！　もう限げん界かいなんだよ！」


「くるの遅いとか早いとか関係ありませーん。時間いっぱいやる約やく束そくでーす」


　とそこで、三人目がひどい時間まで遅ち刻こくしまくりでやっと到とう着ちやくして、


「おっはよー」


『もうおはようの時間じゃねぇえええええええええええええええええええええ』


　とね、そんな殺さつ伐ばつとした空間です。


　さて、この三人のうち、僕はどれでしょう？


　ヒントは僕が一番遅刻魔まです（えー）





　と、まあ、いつもはこんなんじゃなく、おだやかな雰ふん囲い気きで、でも死にそうになりながら頑張ってます。


　そして今日も頑張ってます。昨日遊んでて寝てないのに頑張ってます（いやそこは頑張ろうよ）


　でもって、これからすごい戦いが待っているので、今回のあとがきはこのへんにしたいと思います。


　ちなみにそのすごい戦いがどんな戦いかというと。


「おっしゃ。あとがき書き終わったから、今日は帰るわ」


『てめぇいまきたばっかじゃねぇえええかああああああああ!!』


　という戦いが……


　ええと、まあ、そんなこんなで、今日はお別れでーす。


　なんかすごく遊んでるように書きましたが、基本的には死人のように書きまくって、作品を早くみんなに届とどけられるよう頑張っております！


　そしてなんと！


　来月、十一月二十日ぐらいにはもう、大伝勇伝[image: ]が発売されてしまうので、楽しみにしていてください！


　さーらーにー。


　十二月にも、『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]～[image: ]』の続きである、『伝勇伝ＳＨＯＷ[image: ]』というのが発売されるので、そちらもよろしく!!


　ってね。


　こう、宣伝しながらちょっと気付いたんだけど。


　まぁあああああああた三か月連続刊行じゃねぇかぁあああああああああと叫び声をあげながら、僕はいきます。


　仕事場を逃げ出します。





　ではではそんなこんなで、次に会うのは、来月のあとがきで！


　またねー。







鏡　貴也










「よしっと。あとがき書き終わっ……」


『帰るの禁止』


「えええええええええええ」
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大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ１


行く先未定の大逃亡





鏡かがみ　貴たか也や
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